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文 化 推 進 部

ご 挨 拶

文化推進担当理事　　渡 邉　義 浩
（文学学術院教授）

文 化 推 進 部 年 報 2 0 2 1 年 度 版 の 刊 行 に あ た っ て

早稲田大学は、建学以来、積み重ねてきた歴史と伝統を通して、日

本社会とその文化に貢献してきました。その蓄積は、しばしば早稲田

らしさ、あるいは「早稲田文化」と称され、在学生、教職員、卒業生

を含め広く早稲田関係者の誇りを醸成してきました。

文化推進部は「早稲田文化」の発信の中心的な役割を担うとともに、

学生・校友・地域へと、広く開かれた連携による「知」の共創と創出

を図りながら社会に貢献することを目指し、2007年に設置されまし

た。従来から独自に展開してきた坪内博士記念演劇博物館、會津八一

記念博物館、大学史資料センターの三機関に、文化推進部直下の事務

組織としての文化企画課を加え、それぞれが独自の役割を担いつつ

も、それらが早稲田における「文化の束」として一体となって活動し

ています。

早稲田大学は、国宝２件・重要文化財７件・重要美術品８件を含む

美術品・書画・博物資料・図書資料・映像資料など、500万点以上を

所蔵しています。これらは早稲田文化の核をなす貴重な文化資産であ

り、文化推進部では、これらの資源の公開と活用に積極的に取り組む

ことにしています。その際、文化活動を展開する上で、充実した文化

施設は不可欠です。

まず、2014年に「ワセダギャラリー」を27号館地下１階にリニュー

アルオープン、2015年に同館１階を改修してショーウィンドウスペー

スを設置するなど、教職員が利用できる文化活動の拠点を拡充。

2018年３月に既存の坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物

館に加え、「早稲田大学歴史館」を開館し、本学の歴史（過去・現在・

未来）に関する資料や情報を、単なる通史の平板な陳列ではなく、来

館者がそれぞれの関心に応じて新たな発見ができるよう、多様な切り

口で提示。2019年３月に戸山キャンパス「早稲田アリーナ」内に「早

稲田スポーツミュージアム」を開設し、長い歴史を彩る栄光のシーン

や象徴的なエピソード等を通じて、「早稲田スポーツ」の持つ、比類

なき個性や魅力を体感できる施設としました。2020年10月には、埼

玉県の本庄キャンパスに「本庄早稲田の杜ミュージアム」を開館し、

本庄市と早稲田大学は、ここを地域文化の拠点の中核施設として、本

庄の歴史と文化、本学の持つ民族造形美術品などを最新の研究成果と

ともに公開しています。

そして、2021年10月に、国際文学館（村上春樹ライブラリー）を

開館、「村上春樹文学」「国際文学」「翻訳文学」の研究拠点として、

充実した研究環境と交流の場を提供してまいります。

早 稲 田 大 学 で は、2032年 の 創 立150周 年 に 向 け て 中 長 期 計 画

「Waseda Vision 150」を策定し、理想の大学像を打ち立てるための各

種プロジェクトを検討・実施しており、文化推進部でも「早稲田らし

さと誇りの醸成をめざして─早稲田文化の推進」を核心戦略の一つに

掲げています。その目的は、「１．早稲田文化とは何かをあらためて

確認するとともに、その充実と展開のプロセスを明らかにすること」、

「２．早稲田文化を早稲田らしさの評価につなげ、その評価を高める

こと」、「３．早稲田の誇りの一層の醸成をしていくこと」にあり、各

目的の実現を通して、新たな文化の創成に寄与することを目指しま

す。

具体的には、この目的の実現のために９つのプロジェクトを立ち上

げ、独創的な事業に取り組んでいます。①文化・芸術の推進とキャン

パスからの文化発信プロジェクト、②地域との連携による文化発信と

施設の有効活用プロジェクト、③バーチャルミュージアム─文化資源

データベース公開の強化・拡充プロジェクト、④早稲田大学百五十年

史編纂プロジェクト、⑤早稲田スポーツの新たな展開プロジェクト、

⑥早稲田らしさと誇りの探求プロジェクト、⑦ワセダ演劇の発信力強

化プロジェクト、⑧国際文学館開設プロジェクト、⑨柳井正イニシア

ティブの推進─日本文学・文化のグローバル化プロジェクトです。

2021年度は、前年度から続く新型コロナウイルス感染拡大の中で

も、オンラインへの切り替え、データベースなどの拡充・活用の推進

などにより、プロジェクトを着実に進めることができました。このよ

うに、大学の研究・教育の活動や、そこに関わる教職員・学生から生

成される「文化」を発信することは、大学と社会の結びつきをより強

め、ひいては社会の豊かさに貢献すると確信しており、そこに文化推

進部の真にして無二の役割があると考えています。東西古今の「文化

の潮」が渦巻く早稲田からの力強い文化発信と、早稲田の文化が未来

の世代へ承け継がれていくよう、歩みを止めることなく、これからも

その取り組みに邁進してまいります。

「早稲田文化」はスポーツや科学などの分野をも含み、学生・卒業

生の活動・活躍も早稲田文化の重要な構成要素です。また、本学の校

友だけではなく、広く社会一般の方々にも理解と共感を得て、早稲田

文化を拡げていきたいと考えています。今後とも本学の文化事業への

ご理解とご支援を心からお願い申し上げます。
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ご 挨 拶

文化推進部長　　首 藤　佐 智 子
（法学学術院教授）

文 化 推 進 部 の 動 き （ 2 0 2 1 年 度 ）

本学文化推進部は、早稲田文化の魅力ある発信を目指して、従来か

ら多種多様な文化事業を実施してまいりました。文化推進部として推

進する事業は、大きく分けて「大学施設を利用した文化事業」と、「地

域交流事業として主として学外において実施する文化事業」の２つと

なります。2021年度も新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、各

ミュージアムをはじめ、文化推進部としてこれらの事業に取り組みま

した。

前者としては、主に以下のとおりとなります。

・毎春恒例の、早稲田大学芸術功労者の野村万作様、ご子息の野村

萬斎様による「早稲田狂言の夕べ」は時期を６月に変更し来場者

数の制限を設けるなど感染症対策を徹底して２年ぶりに開催しま

した。

・大学が過去から積み上げてきた文化資産を学生に周知したいとい

う思いから、2015年度より、大学内の文化施設（坪内博士記念演

劇博物館、會津八一記念博物館、大学史資料センター）が収蔵す

る文化・情報資源をより積極的に利用・活用してもらえるきっか

けとなるよう開催してきた「Museum Week」は、５月の緊急事

態宣言期間と重なり、対面企画や各文化施設の一般公開は中止と

なったものの、360度映像を活用した「VRミュージアムツアー」、

「ミュージアム紹介動画」や「ミュージアムからのコンサート動

画」の映像コンテンツ配信など様々なオンライン企画を展開しま

した。

・10月の創立記念日の前後に、大学の各箇所や教職員が主催する

「早稲田文化芸術週間」は、「Museum Week」同様に、オンライ

ン中心とした様々な企画を10月に展開しました。

次に、後者の「地域交流事業」については、前年度から続く新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響を受け、学生や教職員の派遣を伴う現地

での対面事業は中止となりましたが、美濃加茂市との交流事業は学生

演劇公演をオンライン配信に切り替え実施しました。

こうした事業以外では、2021年10月１日、早稲田キャンパス４号

館に、「国際文学館（村上春樹ライブラリー）」を開館しました。新

型コロナウイルス感染症対策のため入場者数を制限しての運営となり

ましたが、開館以来多数のみなさまにご来館いただいております。村

上春樹氏から寄託・寄贈を受けた書籍、関係資料等を収蔵し、村上文

学を基点として国際文学を研究・発信し、研究者たちが交わる研究・

交流拠点となることを目指します。

また、本学創設者の大隈重信が没後100年となる命日2022年１月

10日に大隈講堂にて「大隈重信没後100年記念式典」を開催しました。

式典では、大隈重信および福澤諭吉に係わる早慶それぞれの研究者に

よる講演「大隈と福澤の交流を読み解く─近代日本の政治と経済─」、

本学総長による講演「Waseda Vision 150 and Beyond─2050年に向

かう早稲田─」を行いました。大隈の理念を引継いで本学が未来に向

けて何を目指し今後の教育界および研究分野をどのように牽引してい

くのかについて語られた講演の様子は、YouTubeによるリアルタイム

配信に加え、１年間のアーカイブ配信により学内外に広く発信してい

ます。

多くの人が集まるイベント実施においては、依然として感染拡大防

止を前提とした慎重な判断が求められています。大隈記念講堂や小野

記念講堂などのイベント施設は、利用形態により参加定員を制限した

うえで、体温測定のサーモグラフィーや消毒液を入口にする設置など

の感染拡大防止対策を講じてきました。文化推進部が行うイベント

は、学生の持つエネルギーが形づくる「早稲田文化」と、それを迎え

てくださる地方公共団体の皆さまの協力がなくしては成り立ちませ

ん。文化推進部では歩みを止めぬよう、学生団体や大学周辺の食堂や

商店にも協力を仰ぎつつ、これからも継続して取り組んでいきたいと

考えています。

文化推進部の関係４機関（坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念

博物館、大学史資料センター、国際文学館）も、新型コロナウイルス

の感染拡大の状況にありながら、徹底した感染対策を講じながら開館

し、それぞれに独自の取り組みを展開しました。その詳細は、本年報

をご覧くださるようお願いします。

新型コロナウイルスの収束時期はいまだに見通せない状況ですが、

本学としては、みなさまに「早稲田文化」をより身近なものとして感

じていただけるよう更に力を入れてまいります。どうか、今後も本学

の文化事業へのご理解とご支援を賜りますよう、心からお願い申し上

げます。
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坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館

ご 挨 拶

2 0 2 1 年 度 の 演 劇 博 物 館 （ エ ン パ ク ） の 活 動

2021年度も、昨年同様、世界は新型コロナウイルス（COVID-19）

パンデミックという厚い霧に覆われた一年でした。そんな中でも、演

劇博物館（エンパク）は、前年度のように休館を余儀なくされること

なく、感染予防策を徹底しながら予定通り開館して企画展や特別展を

開催することができました。

春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の地

平」は、オンライン展示「失われた公演　コロナ禍と演劇の記録／記

憶」のリアル版として企画されましたが、それにとどまらず、コロナ

禍の渦中で試みられた新しい試みの数々に光を当てるとともに、過去

の演劇において疫病や感染症を演劇がどう描いてきたかを紹介しまし

た。テレビ、新聞、雑誌、ネットメディアなど多数の媒体に加えてニ

コニコ美術館でもご紹介いただき、オンライン展示同様、大反響をい

ただきました。図録には展示資料のほか、舞台芸術に携わる多くの方

がたの貴重な証言や論考、舞台芸術とコロナ禍をめぐる詳細な年表を

収録し、未来に伝えるべき生きたドキュメントとなったと自負してい

ます。博物館は過去の記録であるいわば「死んだ資料」を展示する場

所だと思われがちですが、この展示を通じて、現在進行しつつあるこ

とを正確に記録し未来に伝えていくこともまた博物館の重要な使命で

あることを実感しました。

春季特別展「別役実のつくりかた――幻の処女戯曲からそよそよ族

へ」は、劇作家として1960年代から日本の演劇界を牽引し、2020年

に惜しまれつつ逝去された別役実さんの新資料を中心に展示しまし

た。別役家から寄贈された膨大な資料の中でも、特筆すべきは、小中

高時代の作文や、幻の処女戯曲と言われてきた「ホクロ・ソーセーヂ」

の自筆原稿と、初期の傑作『象』の元になった散文「アカイツキ」を

初披露したことです。これらの資料により、小学校時代から類まれな

文才と想像力の片鱗を見せていた別役が大学時代にどのように演劇と

出会い、どのように劇作家になっていったかという軌跡を、かなり正

確に辿ることができたのではないかと思います。これら貴重な資料の

数々は、図録にも掲載しました。

秋季には、企画展「新派SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」

と特別展「家族の肖像―― 石井ふく子のホームドラマ」を開催しま

した。前者は、エンパクが収蔵する膨大な新派関連資料を中心に展示

し、一世紀以上の歴史をもつ新派に内在するアヴァンギャルド的なる

ものを炙り出そうとする試みでした。幾多の名優、名作を生み出し

百三十年をこえて命脈を保ちつづけてきた新派の歴史は、実は最新の

科学技術を用い風俗や世相を貪欲に取り入れた、新奇かつ衒奇的な舞

台に彩られてきたことを、改めてお示しできたと思います。これまで

新派をご存じなかったお客様にも、エンパクが誇る圧倒的な量の資料

を通じて、新派の豊饒な歴史と現在を感じていただけたのではないで

しょうか。

後者は、新派ともご縁が深く、95歳の現在に至るまで現役でご活躍

のテレビプロデューサー・石井ふく子さんの長年にわたるお仕事をと

おして、日本のホームドラマが家族をどのように描いてきたかを振り

返り、家族とは何かを改めて考える展示となりました。『カミさんと

私』、『女と味噌汁』、『肝っ玉かあさん』、『ありがとう』といった往年

の大ヒットドラマから、スペシャル版を含めれば約30年にわたって続

いた『渡る世間は鬼ばかり』や最新作の『あしたの家族』に至るホー

ムドラマの歴史を堪能していただけたことと思います。株式会社TBS

テレビ様にご後援いただき、「TBSレビュー」など多数のメディアで

取り上げていただきました。

ま た、2020年 度 に イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 開 設 し たJapan Digital 

Theatre Archives（JDTA）も順調に浸透し、多くの皆様に親しんでい

ただくことができました。JDTAに情報を掲載した舞台公演映像のエ

ンパクAVブースでの視聴も始まり、多くの皆様にご利用いただいて

います。エンパクのデジタル技術を使った取組については、共同通信

からのご依頼で「デジタル時代の舞台芸術」という題で５回連載させ

ていただき、JDTAやデジタル・アーカイブ・コレクションなどエン

パクのさまざまな先進的な取組を地方の方々にも知っていただけるよ

い機会となりました。

春季・秋季ともに、展示関連の配信事業やイベントも豪華ゲストを

お迎えすることができ、たいへん充実したものとなりました。また、

文部科学省から共同利用・共同研究拠点として認定されている演劇映

像学連携研究拠点も、デジタル資料の蓄積を活かして研究活動を行っ

て目覚ましい成果を上げ、その他の活動も、コロナ禍の影響を受けつ

つも無事やり遂げることができました。ご来場・ご参加くださいまし

た皆様、ゲストの皆様、ご協力くださいました皆様に、この場を借り

て厚く御礼申し上げます。

坪内博士記念演劇博物館館長　　岡 室　美 奈 子
（文学学術院教授）
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2 0 2 1 年 度 の 會 津 八 一 記 念 博 物 館

2021年度が始まっても依然としてコロナ禍は収束せず、緊急事態

宣言が継続され国立各館をはじめ都内各美術館が休館するなか、會津

博物館ではウィズコロナを前提にしながらも、展覧会事業を当初の年

間計画通り全うすることができました。

まず企画展示については、３月から年度を跨いで52日間にわたった

「松丸東魚篆刻作品等受贈記念　萬象、一刀の中にあり―篆刻家・松

丸東魚の仕事」展を皮切りに、春学期には「受贈記念　コレクター寺

田小太郎―難波田龍起、相笠昌義を中心に」、夏休み明けからは「山

内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学」、さらに12月から

１月末まで「小もの展　―會津八一の蒐集からみるひと・もの・こ

と」を開催。いずれもジャンルや切り口が大きく異なり、当館の多様

なコレクションをそれぞれの文化史的、芸術的位置づけを示しつつ公

開する場となりました。

「萬象、一刀の中にあり」は、昭和期に活躍した篆刻家、松丸東魚

の作品や関係資料1,382点を2019年に一括受贈したもののうち、東魚

刻印や中国の古印を模刻した橅刻印をはじめ、印譜、木活字、制作用

具など125点を展示しました。準備に当たっては広く学内外の歴史学、

中国文学、書法史、演劇史の専門の先生方の協力を仰ぎ、学術的にも

充実した展覧会図録になったものと自負します。会期後半は東京都の

緊急事態宣言を受けて、学外の方々の観覧はご遠慮いただく対応を取

らざるを得ませんでしたが、それでも約2,600人の来場があり、増刷

した図録の販売も好調でした。

近代美術部門の「コレクター寺田小太郎―難波田龍起、相笠昌義を

中心に」は、戦後日本美術・現代アートの有数のコレクターであった

故寺田小太郎氏のコレクションから150点余の作品を受贈したのを記

念した展覧会で、昨年５月に開催を予定して図録の印刷も終えていま

したが、コロナ拡大のために丸一年延期を余儀なくされ、ようやく実

現を見たものです。会期を前後に分けて一部の展示を入れ替えなが

ら、独自の画境を築いた表題の二人をはじめ、難波田史男、加納光於、

鈴木竹伯、李禹煥など幅広い作家たちの優品をお披露目しました。

「山内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学」は、先年受

贈した「日本先史考古学の父」として知られる山内清男博士の10万点

を超える厖大な研究資料のうち、データベース科研を得て整理を終え

たものを中心に公開を企画したものです。博士の研究の足跡をたど

り、特に縄文時代研究の方法論がどのように確立されたかを、多くの

原稿や紙焼き写真、縄文原体などを通して跡付けました。この展覧会

は本庄早稲田の杜ミュージアムに巡回展示され、より多くの方々に観

覧していただくことができました。

また展覧会にあわせて、シンポジウム『山内清男と縄紋文化』を10

月11日に小野記念講堂で開催できたことも喜ばしく、縄文時代研究の

意義と展望について５名の専門家による講演と熱い討議が繰り広げら

れました。世間の大方の学会や講演会がオンラインで行なわれている

なかで、参加人数を制限し感染予防対策に神経を使いながらも一堂に

会して実施できた意義は大きく、尽力くださった方々に感謝いたします。

年度最後の「小もの展―會津八一の蒐集からみるひと・もの・こと」

は異色の企画で、これまで一度も展示されることがなかった種々雑多

な資料― 模造品、民芸品、残欠や断片といったモノに焦点を当てて、

どのような意図で蒐集されたのか、そこから何がわかるかなどについ

て考える展示が、たいへん反響を呼びました。ユニークなデザインの

展覧会図録も好評で、例年最も来場者数が少ない冬場の会期にもかか

わらず、多数の来観者を得ました。

図録を制作・刊行するこれらの展覧会の他にも、富岡重憲コレク

ション展示室では「人のかたち」「しつらいの美」「青磁・白磁と単色

釉磁」「近世の禅書画― 東嶺・遂翁と春叢―」「茶のやきもの」「身近

な動物たち」と、それぞれのテーマのもとに構成した作品を各約40日

間の会期で展示、また近代美術展示室では、貴重な寄託資料を中心に

した「はじまりの渡欧画家・川村清雄と近代洋画の挑戦者たち」を春

学期に、また秋学期には一昨年に公開した大社コレクションのアン

コール展示をおこないました。さらに、11月末からはグランドギャラ

リーにおいて、墓葬関係の美術や考古資料、安藤更生らによるミイラ

研究の資料などを集めた特集展示「死と祈り」を開催しました。

このほか館蔵コレクションや展覧会を紹介解説する連続講座、企業

の外国人社員を対象とした日本文化研修の受託事業、會津八一に関す

る講演などのアウトリーチ的活動をいずれも対面でおこなうことがで

きたのは、コロナとの共存の術を当館も世間も徐々に身につけてきた

からこそです。

今後とも會津博物館へのご支援ご指導をよろしくお願い申し上げま

す。

會 津 八 一 記 念 博 物 館

會津八一記念博物館館長　　肥 田　路 美
（文学学術院教授）
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大 学 史 資 料 セ ン タ ー の 動 き （ 2 0 2 1 年 ）

大学史資料センターは、早稲田大学の歴史、創設者大隈重信および関係
者の事績を明らかにし、これを将来に伝承するとともに、比較大学史研究
を通じて、本学の発展に資することを目的としています。さらに、「早稲田
学」を開設して大学教育の一環としての自校史教育を担い、百五十年史編
纂事業の事務局として、その中心事務を担当しています。

2021年度には、以下に記載する業務を大学史資料センターとして行って
きました。2022年度以降は、大学の組織再編に伴い、大学史資料センター
は展示施設を持つ歴史館（早稲田キャンパス）とこれまでのセンター機能
を継承する東伏見アーカイブズ（東伏見キャンパス）からなる「早稲田大
学歴史館」として新たにスタートをいたします。今後も変わらぬご支援を
いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

（1）資料の収集・整理・保存・公開とレファレンス
本学の文書および本学関係者に関する資料を収集・整理して、保存・

公開を進めています。2021年度は、個人・団体からの寄贈43件（615
点）、本学各箇所からの移管４件（473点）がありました（新収資料の
合計は1,088点）。刊行物・テレビ等メディアからの掲載希望や所蔵写
真の使用に関する許可申請は2021年度も多数あり、それぞれについて
可否を判断しました。

高田早苗の多数の遺墨・遺品をはじめ、多くの貴重な資料を寄贈して
いただきましたことに、改めて厚くお礼申し上げます。また、移管資料
には、キャリアセンターから移管していただいた就職ガイダンス等のイ
ベント、求人情報や就職相談風景の写真及び大学職業指導研究会第二分
科会研究会の写真とネガフィルム465点が含まれます。

（2）企画展示・講演会等の開催
例年は、早稲田大学歴史館の企画展示ルームで、年３回の企画展示

（春季企画展・新収資料展・秋季企画展）を開催しています。2021年度
は、早稲田大学百五十年史編纂出版準備のため秋季企画展を休止し、２
回の企画展示（春季企画展・新収資料展）を開催しました。2020年度は、
新型コロナウイルスの影響により、秋季企画展のみの開催（期間を短縮
して開催）でしたので、春季企画展と新収資料展を２年ぶりに開催する
ことができたのは喜びでした。
①春季企画展

例年、３月下旬の卒業式の時期から新入生を迎える４月下旬の時期
にかけて開催しています。2021年度は、「学生たちのいる風景：写真
の中の早稲田　1882-2021」を2021年３月22日から４月26日まで
の１か月間、歴史館企画展示ルームで開催しました（入場者数1,248
人）。

②新収資料展
例年６月下旬から８月初めのオープンキャンパスにかけ、前年度に

校友・大学関係者など、さらには一般の方から寄贈された資料の一部
を展示するとともに、資料を通して本学の歩みを紹介しています。

2020年度は、コロナウイルスの影響により新収資料展の開催が休
止となったため、2021年度は、2019 ～ 2020年度の２年間分の受贈
資料展として「資料に映る折々の早稲田」を６月25日から７月31日
まで、歴史館企画展示ルームで開催しました（入場者数 2,629人）。

（3）出版・刊行事業
『早稲田大学史記要』：年１回、発行しています。2021年度は、第53

巻（A5判、164頁）を発行し、また、Web（図書館運営の「早稲田大学
リポジトリ」）で公開しました。同巻には、論文２本と、展示等の記録、

『早稲田大学百五十年史』の編纂と聞き取り記録などが掲載されていま
す。

（4）自校史教育の展開
①「早稲田学」：2021年度も、グローバルエデュケーションセンター設

置科目として「早稲田学」を開講し、学生に対して早稲田大学の歴史
を講義しました。クォーター科目として、2021年度は、『「早稲田学」
通史編α（近代史のなかの早稲田大学）』（春クォーター、登録者84
名）、『「早稲田学」通史編β（現代史のなかの早稲田大学）』（夏クォー
ター、同74名）、『「早稲田学」人物編α（「創設者」大隈重信の生涯）』

（秋クォーター、同142名）、『「早稲田学」人物編β（建学者の思想
と学生へのまなざし）』（冬クォーター、同142名）を開講しました。
また、早稲田大学校友会支援講座の『早稲田を知る２』（夏クォー
ター、同201名）も開講しました。

② 新 入 生 向 け 教 育 プ ロ グ ラ ム：オンデマンド講義「わせだライフ
ABC ～充実した学生生活を送るために～」のテーマ「早稲田大学の
歴史」を担当しました。

（5）百五十年史編纂事業
2021年度は、新型コロナウイルスの影響を受ける中ではありました

が、第１巻の刊行を具現化すべく原稿の執筆・編集の進捗をはかり年度
末に刊行に至りました。また、すでに第２巻の構成案の検討をすすめて
います。

データベースの構築・公開も、コロナウイルスによる影響はありまし
たが、早稲田人名データベース、『早稲田学報』記事データベースなど、
既存のデータベースの拡充をはかり、さらに、「「早稲田」の歴史総合
データベース」・「早稲田150年の歩み掲示板」など、新規データベース
のシステム構築を前年度から引き続いて進めました。

例年開催している「大学史セミナー」については、2020年度に引き
続き、コロナウイルス感染拡大防止の観点から、開催を見合わせました。

（6）共催・協力事業
各地域・団体の要請に応える協力事業として、例年講師を派遣してい

る佐賀市大隈重信記念館の「大隈祭」（５月に実施）は、2021年度、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため規模を縮小して開催されたので、
例年のような講師の派遣は行いませんでした。

しかしながら、佐賀市大隈重信記念館常設展示の展示パネルと館内放
映、令和３年度夏の企画展「義足と戦傷病者」、トークイベント「国立
駅南口駅前広場ウンチクあれこれ」投影資料、大隈重信没後100年・鉄
道開業150年記念特別展「陸蒸気を海に通せ！」展示パネル、令和３年
度佐賀市大隈重信記念館企画展「大隈重信の円と縁～円の誕生と郷里佐
賀との縁」展示パネルなど、開催されたものについては協力できました。

大 学 史 資 料 セ ン タ ー
（現 早稲田大学歴史館東伏見アーカイブズ）

大学史資料センター所長　　渡 邉　義 浩
 （現歴史館館長） 

（文学学術院教授）
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2 0 2 1 年 度 の 国 際 文 学 館 （ 村 上 春 樹 ラ イ ブ ラ リ ー ）

昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大の影響が全世界に及

んだ一年となりましたが、国際文学館（村上春樹ライブラリー）は、

皆さまから温かいご支援、ご協力を賜り、2021年10月１日に開館す

ることができました。来館者の皆様、館に関係する方々の健康と安全

を最優先に考えて入場者数を制限して運営しましたが、好評を博し、

開館から半年後の2022年３月31日までに、約13,000人の参観者をお

迎えすることができました。あらためて関係の皆さまには深く感謝申

し上げたいと存じます。

以下では、開館前の2021年４〜９月と開館後の2021年10月〜

2022年３月に分けて事業の年次報告をいたします。

【2021年４〜９月】

2021年度に入って早々に、館内併設カフェの自主的運営をはじめ

とし、国際文学館での活動を行う学生を支援するべく、「村上春樹ラ

イブラリー開館記念学生応援キャンペーン募金」をたちあげました。

募金の実施は４月１日から６月30日まででしたが、最初期から多くの

方々より温かいご支援をいただき、寄付額は14,795,909円になりま

した。

開館前から、メニュー開発やスタッフのトレーニングなどカフェの

準備が入念にでき、来館者の期待にこたえました。後述と重なります

が、音楽・文化企画の立案・ 実行もあり、学生たちにとっての重要な

学びの場になってきています。ご支援くださいました皆さまには、こ

の場をかりて、深く感謝申し上げます。

開館前の９月までは、館内環境整備、資料データ遡及入力、開館準

備（B1・１・２階、階段本棚、ギャラリーラウンジ、展示室、オーディ

オルーム、カフェ。ウェブサイト等）を継続的に実施いたしました。

前年度に引き続き、村上春樹氏からの寄託・寄贈資料を継続的に受け

入れ、整理作業を進めつつ、館蔵資料の公開利用について検討を重ね、

文化推進部関係部署と図書館の協力を得て、I.B.Museum に収蔵資料

データの蓄積を開始し、図書関連は「早稲田大学図書館システム 

WINE」にて、その他は「早稲田大学文化資源データベース」にて、

利用者の皆様に提供することとなりました。

９月中・下旬に予定していた寄付者・関係者内覧会は、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響により中止となりましたが、同月16〜17日

にはメディア内覧会を実施しました。同月22日には、早稲田大学国際

会議場・井深大記念ホールで開館記者会見を執り行いました。村上春

樹氏、柳井正氏、隈研吾氏、田中愛治総長、十重田が登壇し、メディ

ア関係者をはじめ、多くの方々が出席されました。新聞・テレビ等の

メディアやネットで大きく報じられたので、ご記憶の方々も少なくな

いかと存じます。

【2021年10月〜2022年３月】

10月１日には国際文学館（村上春樹ライブラリー）が開館、オープ

ニングイベントを実施しながら、来館者をお迎えしました。開館日か

ら2022年２月２日まで、企画展「建築のなかの文学、文学のなかの

建築」を２階の展示室で開催いたしました。

国際文学館顧問の橋本周司氏（早稲田大学名誉教授・早稲田大学前

副総長）、ロバート キャンベル氏（東京大学名誉教授・国文学研究資

料館名誉教授）を中心に、村上春樹氏のご提案を受けた朗読などのイ

ベント「Authors Alive! ～作家に会おう～」を10 ～ 12月に全６回実

施いたしました。詳細は35頁をご覧ください。

また、11月20日には、作家の小川洋子氏、李琴峰氏をお招きし、本

学からロバート キャンベル特命教授、榊原理智教授、由尾瞳准教授

が参加した開館記念国際シンポジウム「物語を拓こう、心を語ろう」

を開催（オンライン形式）、多くの方々にご参加いただきました。

このシンポジウムや2022年度に創刊予定の国際学術雑誌（2021年

度中に論文募集開始）で、当館所属の助手・助教が任に当たりました。

2022年３月22日には、小澤征良氏、小澤征爾音楽塾の皆様のご厚

意で、「キャンパス・ライブ　小澤征爾音楽塾ミニコンサート」を開

催いたしました。

また、学生たち主催の音楽のコンサートも実施することができまし

た。今後も学生たちの活動を支援しながら、文学をはじめ、芸術を共

有できる開かれた場を目指して参りたいと存じます。

国 際 文 学 館

国際文学館館長　　十 重 田　裕 一
（文学学術院教授）
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総　　括

早稲田大学では、本学が持つ有形・無形の文化資産をもって、文化面においても日本のリーディングユニバーシティであるよう、多岐にわたる
活動を行っています。それらの取り組みは、本学が一丸となって取り組みを行っている “Waseda Vision 150” の大きな柱のひとつとして位置付け
られており、学内各箇所が個別に実施してきた文化事業活動に優先・重点事業を設定し、より高い文化力を発揮できるように取り組んでいます。

１．“Waseda Vision 150” への取り組み　https://www.waseda.jp/inst/vision150/
本学では、アジアのリーディングユニバーシティとして確固たる地位を築くための中長期計画 “Waseda Vision 150” を策定しました。文化推進

部では、「核心戦略６　早稲田らしさと誇りの醸成をめざして─早稲田文化の推進」を担当し、以下の複数プロジェクトを実施。2021年度は
STAGE ２の４年目にあたり、STAGE １の５年間の成果を元に、引き続き多くの事業を遂行しています。

【 ９つのプロジェクト】
１）�文化・芸術の推進とキャンパスからの文化発信プロジェクト�  

（web サイトや Facebook、Twitter、Instagram、YouTube、メールニュース等で本学の文化・芸術活動を幅広く広報）
２）地域との連携による文化発信と施設の有効活用プロジェクト（本学に縁が深い都県を中心に、連携事業を実施）
３）�バーチャルミュージアム─文化資源データベース公開の強化・拡充プロジェクト�  

（文化資源データベースの公開：公開データベース数113、公開データ数100万件以上、バーチャルミュージアム機能の公開）（2022年３月
現在）

４）早稲田大学百五十年史編纂プロジェクト（百五十年史１～３巻の作成と関連シンポジウム等の開催）（2022年３月現在）
５）早稲田スポーツの新たな展開プロジェクト（早稲田アスリートプログラム（WAP）等の推進）
６）�早稲田らしさと誇りの探求プロジェクト�  

（早稲田大学歴史館、早稲田スポーツミュージアムの開館。「大隈重信自叙伝」「大隈重信と早稲田大学」の刊行）
７）ワセダ演劇の発信力強化プロジェクト（演劇博物館各種イベントの実施。早稲田小劇場どらま館での演劇公演）
８）国際文学館開設プロジェクト（2021年10月開館）
９）�柳井正イニシアティブの推進─日本文学・文化のグローバル化プロジェクト（LA での企画展示準備、各種関連イベント等の開催、Japan 

Past & Present（デジタルハブ）の構築準備）

２．キャンパスのミュージアム化と世界に向けての文化発信　─早稲田の文化を未来の世代へ─
早稲田大学は、1882年の創立以来、坪内逍遙らが文学・演劇研究を開拓し、図書館・博物館における文化的資料の収集・公開を進めるとともに、

芸術家、小説家、批評家、演劇人、映画人など、文化の発展に寄与する多くの人材を輩出してきました。また、国宝２件、重要文化財７件、重要
美術品８件を含む図書、図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録文書類など、500万点以上を所蔵しています。本学はこれらの「早
稲田文化」の資源の公開と活用を通して、大学の使命の一つである社会貢献に努めています。現在、価値観の多様化や広範な異文化間の交流、多
文化社会の形成等により、本学の文化的使命はますます大きくなっています。こうした社会状況のなかで、本学が積極的に取り組む独創的な事業
を紹介します。

（1）キャンパスのミュージアム化
学内の各所にすぐれた芸術・美術作品を展示し、「早稲田らしい品格のあるキャンパスの雰囲気」の場の形成を目的としています。学生・

教職員・来校者が直接に高い芸術性を持つ作品に触れられることは、豊かな心と教養を涵養し、人格形成にも役立つと考えています。また、
キャンパスがこうした芸術・美術作品に囲まれていることは、それ自体が誇らしいことでもあります。2014年には27号館地下１階に「ワセダ
ギャラリー」をリニューアルオープン、2015年には同館１階を改修してショーウィンドウスペースを設置するなど、着実に文化活動の拠点を
拡大してきました。2018年３月には既存の坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物館に加え、３つ目のミュージアム「早稲田大学歴史館」
を開館。本学の歴史（過去・現在・未来）に関する資料や情報を、単なる通史の平板な陳列ではなく、来館者がそれぞれの関心に応じて新た
な発見ができるよう、多様な切り口で提示しています。2019年３月に戸山キャンパスの「早稲田アリーナ」内に４つ目のミュージアム「早稲
田スポーツミュージアム」を開設、長い歴史を彩る栄光のシーンや象徴的なエピソード等を通じて、常に時代の先頭を走ってきた「早稲田ス
ポーツ」の個性や魅力を感じていただくことができます。2020年10月には、埼玉県本庄市と本学が共同し、早稲田リサーチパーク・コミュニ
ケーションセンターに、５つ目のミュージアム「本庄早稲田の杜ミュージアム」を開館し、本庄市で出土した貴重な資料の数々と、本学が所
有する多くの所蔵文化財（日本・エジプト・オセアニア関係等）を最新の研究成果とともに展示し、地域の歴史と文化などを未来の世代に受
け継ぐ取り組みを行っています。

（2）バーチャルミュージアムの実現
本学のバーチャルミュージアムは、本学が有する文化資源を三次元などの先端技術による仮想空間の中で精細かつ鮮明に再現し、時と空間

の制約を超えた体験を可能とすることを目指します。
2017年６月に公開した「早稲田大学文化資源データベース」は、実際には手に触れることが難しい美術工芸品や博物館資料をはじめとする

本学の貴重な文化的資産を、ワンストップで横断検索し、資料の画像情報や付属資料詳細に接することができます。公開データ数は現在101
万件を超え、今後も更なる充実を目指しています。

2020年７月には、文化資源データベースの幅広い層への利用を展開するため、キュレーションを軸として閲覧可能な機能である「バーチャ
ルミュージアム」の公開を開始。大学が有する貴重な文化資源を広く社会に発信し続けています。

３．早稲田大学国際文学館（通称「村上春樹ライブラリー」）の開館
2021年10月１日、世界的な建築家で本学特命教授である隈研吾氏によりリノベーションされた早稲田キャンパス４号館に、国際文学館（村上春

樹ライブラリー）が開館しました。
開館に先立つ９月には、村上春樹氏、国際文学館構想を支援する柳井正氏（株式会社ファーストリテイリング代表取締役会長兼社長）、隈研吾氏、

田中愛治総長、十重田裕一館長が揃って記者会見に臨みました。
国際文学館は、村上春樹氏から寄託・寄贈を受けた書籍、関係資料等を収蔵し、「物語を拓こう、心を語ろう」をコンセプトに掲げ、村上文学

を基点として国際文学を研究・発信し、研究者たちが交わる研究・交流拠点となることを目指しています。館内には、研究書庫の他ギャラリーラ
ウンジや階段本棚、オーディオルーム、ラボやカフェなどがあり、新型コロナ感染症対策のため事前予約定員制での開館となる中、多くの方にご
来館いただいております。また、朗読イベント「Authors Alive! ～作家に会おう～」を開催するなど文化交流イベントも開始しています。

国際文学館 記者会見当日
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文 化 事 業

2 0 2 1 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

１．坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館

（1）研究活動

演劇映像学連携研究拠点

●事業の主旨
演劇映像学連携研究拠点は、2009年度に文部科学大臣から認定を受けた「共同利用・共同研究拠点」である。2014年度には再認定を受けて2019

年度まで事業を推進してきた。さらに2020年度には３度目の認定を受け、新たな事業を開始した。今年度は昨年度に引き続きコロナ禍のため一次
資料を前に対面で共同研究を実施することが困難となったが、演劇博物館のデジタルアーカイブの実績を活かし、デジタルデータやオンライン
ツールを複合的に活用した新たな共同研究の推進を行った。
●共同研究事業　※（　）は研究代表者

○テーマ研究　　１課題
１．別役実草稿研究（梅山いつき）

○公募研究　　４課題
２．栗原重一旧蔵楽譜を中心とした楽士・楽団研究 ―― 昭和初期の演劇・映画と音楽（中野正昭）
３．映画宣伝資料を活用した無声映画興行に関する基礎研究（岡田秀則）
４．役者絵本の研究（桑原博行）
５．坂川屋旧蔵常磐津節正本板⽊の基礎的研究（竹内有一）

○特別テーマ研究　　２課題
１．新型コロナウイルス感染症の影響下における日本演劇界の調査研究（後藤隆基）
２．COVID-19影響下の舞台芸術と文化政策―欧米圏の場合（伊藤愉）

○奨励研究　　６課題
１．新出浄瑠璃本群の調査研究（原田真澄）
２．演劇博物館蔵資料調査による新派の基礎的研究（後藤隆基）
３．日英の女性劇作家たち ―― 16 世紀から20世紀中頃まで（石渕理恵子）
４．太田省吾関連資料の所蔵現状調査及びその活用方法研究 ―― 早稲田大学演劇博物館の所蔵資料を中心に（金潤貞）
５．演劇博物館所蔵の外国映画関連資料の調査と研究（川﨑佳哉）
６．大正期東京における映画配給網の基礎的研究（柴田康太郎）

●拠点主催事業
○くずし字判読支援事業

2016年度から凸版印刷と進めてきた「くずし字判読支援事業」の成果の教育利用の可能性を開拓する事業を行った。これまで蓄積したくず
し字字形データを凸版印刷が開発したオンラインくずし字翻刻支援システム「ふみのは ® ゼミ」と組み合わせ、 2020年度に本学大学院生を対
象に２回実施したワークショップを、お茶の水女子大学、カリフォルニア大学ロサンゼルス校の大学院生、研究者を交えた国際的ワーク
ショップとして開催した（11月17日、2022年１月26日）。

○デジタル化されたサイレント映画の活用
新派映画『うき世』を展示等で使用しやすくするため、①デジタルデータ上で、繋ぎ間違いのあるフィルムの場面順序を修正し、欠落部分

を字幕で補填した上で、②弁士１名と邦楽演奏者１名を招き、パフォーマンスを収録した（2021年11月１日）。この成果は今年度の秋季企画
展「新派 SHIMPA ―― アヴァンギャルド演劇の水脈」で公開した。

○コロナ禍における演劇に関する資料収集・調査事業
2020年度からの特別テーマ研究の成果を踏まえ、これを更に現代の国内外の演劇、芸術、社会の動向と広く関連づけ、多角的に議論する取

り組みに着手した。本年度は、大阪市立吹田資料館、および北海道の浦幌町立博物館の関係者を招き、国内の複数の資料館におけるコロナ禍
をめぐるアーカイビング事業の再検討を図るシンポジウム「コロナ禍と博物館の二年 ―― 資料の収集・展示をめぐる課題と展望」を実施した

（2022年３月８日）。

２．會 津 八 一 記 念 博 物 館

（1）研究活動

①中国仏教美術史（特に唐代敦煌壁画）
②タイ仏教美術（特に現代タイにおける地獄表現）
③日本近世美術における人体表現
④日本考古学（特に古代における瓦の研究）

（2）教育活動

・教育学部（学芸員資格関連科目）
・文学部、文化構想学部、文学研究科
・創造理工学部
・その他
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３ ．大 学 史 資 料 セ ン タ ー（現 早稲田大学歴史館東伏見アーカイブズ）

（1）研究活動

①『早稲田大学百五十年史』の編纂：早稲田大学史の研究
②大隈重信および関係者の事績研究
③比較大学史研究：高等教育をはじめとする比較大学史の研究
④大学行政文書の管理保存研究：大学アーカイブスの研究
⑤所蔵・寄贈資料の調査研究

（2）教育活動

①「早稲田学」通史編、「早稲田学」人物編：グローバルエデュケーションセンター設置科目
②わせだライフ ABC
③早稲田を知る：早稲田大学校友会支援講座

４．国 際 文 学 館

（1）研究活動

村上春樹作品年譜を作成、館内に展示した。また、公式ウェブページに掲載した。 

文 化 事 業

2 0 2 1 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　‌�６月１日（火）　18：30〜20：30

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

講師 　‌�阿部海太郎（作曲家）

聞き手 　‌ �石渕理恵子（演劇博物館助教）

2021年度シェイクスピア祭演劇講座

シェイクスピアの音楽をかくこと――蜷川幸雄の現場から

舞台やドラマ、映画で多くの音楽を手

掛けている阿部海太郎氏は、2008年以降、

演出家・蜷川幸雄が手がけたシェイクスピ

ア作品の音楽を担当してきた。この講座で

は、作曲家としてどのようにシェイクスピ

アを読み、どのように蜷川の要求に応えた

かをテーマに、様々な資料やピアノの実演

とともに語っていただいた。演出家との協

働作業を通して舞台音楽が立ち上がるプ

ロセスを作曲家の視点から考察していただ

き、刺激的な時間となった。

� ●参加人数　253名

展覧会 坪内博士記念演劇博物館

会期 　‌�６月３日（木）〜８月６日（金）

会場 　‌�演劇博物館２階　企画展示室

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

2021年度春季企画展

Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平

2020年の演劇界は、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大によって、数多の公演

が中止や延期を余儀なくされるという未曾

有の事態に直面した。最初の緊急事態宣

言解除後、劇場の扉は開きはじめたが、誰

もが薄氷を踏むような思いで苦境に立ち

向かっていた。しかし、2021年の年明け

早々、二度目の緊急事態宣言が発出。今日

もなお世界はパンデミックの渦中にあり、

誰もが当事者として、先の見通せない時代

を生きている。本展は、リアルタイムで進

行するコロナ禍下において、序盤戦ともい

うべき演劇界の１年余を記録し、未来に伝

えることを企図したものである。コロナ禍

によって失われた公演や新たな表現の可能

性に光をあてるとともに、過去の疫病や感

染症を演劇がどう描いてきたかを示す館蔵

資料も発掘・紹介した。

� ●来場者数　5,191名
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収録日 　‌�４月22日（土）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�中村壱太郎（歌舞伎俳優）、尾上右近（歌舞伎俳優）

聞き手 　‌ �児玉竜一（演劇博物館副館長）

2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の
地平」オンライン企画

トーク音声配信「なぜ表現しつづけるのか――コロナ禍と歌
舞伎をめぐる模索の軌跡」

トークシリーズ「コロナ禍と表現の現在

地／可能性」の第１弾。コロナ禍によっ

て、歌舞伎という長い歴史をもつジャンル

がいかなる影響を受けたのか。事態の渦中

で、気鋭の若手歌舞伎俳優たちが何を感じ

ながら、表現をつづけたのか。早い段階か

ら、ART歌舞伎、YouTubeチャンネルの開

設、紙芝居歌舞伎など、新たな可能性を模

索してきた中村壱太郎氏と尾上右近氏に、

歌舞伎や表現することに対する思い、多彩

な活動についてお話を伺った。

� ●再生回数　491回

催し物

収録日 　‌�５月８日（土）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�又吉直樹（芸人）

聞き手 　‌ �岡室美奈子（演劇博物館館長）

2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の
地平」オンライン企画

トーク音声配信「コロナ禍の物語／テレビドラマ――『不要
不急の銀河』を中心に」

トークシリーズ「コロナ禍と表現の現在

地／可能性」の第２弾。2020年、又吉直

樹氏が脚本を担当したテレビドラマ『不要

不急の銀河』（NHK、７月23日放送）は、

コロナ禍のなかでは、私たちをとりまくあ

らゆるものが「不要不急」である可能性を

孕みながら、結末で救いを感じさせる佳品

だった。本企画では『不要不急の銀河』を

ひとつの軸に、時々刻々と変化する状況の

なかで、物語を編むことや、表現するとい

う営為について、又吉氏にお話を伺った。

� ●再生回数　559回

催し物
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会期 　‌�６月３日（木）〜８月６日（金）

会場 　‌�演劇博物館１階　シアタールーム

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

協力 　‌�公益社団法人日本舞踊協会、株式会社KSR、株式会社ロジ

2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の
地平」関連企画

特別上映：日本舞踊協会 映像作品『地水火風空 そして、踊』、
『ART 歌舞伎』各ダイジェスト映像

中村壱太郎の発案により制作され、

2020年７月から配信された『ART 歌舞伎』

（2020年）は、尾上右近らを歌舞伎俳優や、

第一線で活躍する和楽器奏者、スタイリス

トが参加した「映像による歌舞伎」作品。

また、日本舞踊協会が制作した『地水火風

空 そして、踊』（2021年）は、2021年の

年始に「日本舞踊Neo」として日本舞踊協

会が配信した映像作品で、尾上菊之丞が

作・演出を手がけ、全編ロケ撮影で日本舞

踊の新たな魅力を発信したものである。本

企画では、これらのダイジェスト映像を上

映し、コロナ禍下での配信の取り組みを紹

介した。

展覧会

会期 　‌�６月17日（木）〜28日（月）

会場 　‌�ワセダギャラリー

主催 　‌�紙カンパニーproject

2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の
地平」関連企画

紙カンパニーproject企画展「Lost in Archives 〜未体験演
劇ゾーン ダミー・ダ・コリャ〜」

実際の上演以外の周辺情報を緻密に構築

して、「演劇公演の捏造」をめざす紙カン

パニーprojectが製作してきた演劇作品にま

つわるアーカイヴおよび未公開の作品アー

カイヴを展示した。〈存在はしないが、あっ

たかもしれない演劇〉というメタフィクショ

ン性と、コロナ禍で公演が失われていく現

実に対するパロディ性を帯びた取り組みで、

当館のオンライン展示「失われた公演」と

背中合わせにもなる表象を現出した。

催し物
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収録日 　‌�７月５日（月）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�井上芳雄（俳優）

聞き手 　‌ �後藤隆基（演劇博物館助教）

2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の
地平」オンライン企画

トーク音声配信「変わったこと、変わらないこと、劇場で生き
ること――井上芳雄さんに聞いた、コロナ禍と “演劇” の話」

トークシリーズ「コロナ禍と表現の現在

地／可能性」の第３弾。2020年、コロナ

禍のなかでデビュー20周年を迎えた、俳

優の井上芳雄氏。ミュージカル界を牽引

し、多方面に活躍の場をひろげ、混迷の時

間を走り続けていた。中止になった公演の

こと、緊急事態宣言下のこと、舞台に立つ

ということ――。『首切り王子と愚かな女』

の東京公演を終えたばかりの井上氏に、コ

ロナ禍に見舞われた一年と “演劇” につい

てお話を伺った。

� ●再生回数　1,916回

催し物

日時 　‌�８月５日（木）　17：30〜20：00

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館、新宿から発信する「コロナ以後の新しい博物館」プロジェクト

実行委員会

助成 　‌�令和３年度　文化庁 地域と共働した博物館創造活動支援事業

登壇者 　‌�山本太郎（長崎大学熱帯医学研究所教授）、吉見俊哉（東京大学大学院情報

学環教授）、相馬千秋（アートプロデューサー、NPO法人芸術公社代表理事、

東京藝術大学大学院准教授）、後藤隆基（演劇博物館助教）

司会 　‌�児玉竜一（演劇博物館副館長）

2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の
地平」関連プログラム

オンラインシンポジウム「コロナ時代の都市文化と演劇」

新型コロナウイルス感染症は、演劇（界）

のみならず、社会に大きな影響をもたらし

た。とくに、人が集まること（＝密）であ

る状況が禁忌とされた都市空間において、

まさに「密」が前提となる演劇は、どのよ

うに存在しうるのか。過去を知り、現状を

把握したうえで、未来に向けていかなる方

途を模索できるのか。疫禍の時代における

都市文化やメディア、その中の演劇のあり

ようについて、それらが営まれる時間／空

間の問題や持続可能な社会形成も視野に

入れて議論をおこなった。

� ●参加人数　205名

催し物
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会期 　‌�６月３日（木）〜８月６日（金）� ‌

※５月17日からの会期を変更して開催

会場 　‌�演劇博物館１階　特別展示室

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

特別展

別役実のつくりかた――幻の処女戯曲からそよそよ族へ

日本の現代演劇に多大な影響を与えた別

役実が劇作家として地歩を固めるまでの軌

跡を、新資料によってたどった。独特な文

体とユーモアが天才の片鱗をうかがわせる

小中学生時代の文集や多感な高校時代を想

像させる詩集、演劇と出会った早大自由舞

台時代の創作ノートなどをとおして、少年

から大人へと変容し、やがて劇作家となっ

てゆく別役のことばの遍歴を追いかけた。

幻の第一作といわれてきた「ホクロ・

ソーセーヂ」の自筆原稿を初披露。常に犯

罪や社会問題の背後にある不可視の構造

を洞察し、またコロナ禍を予言したかのよ

うな『街と飛行船』を書いた別役の声に耳

を傾ける機会となった。

� ●来場者数　5,191名

展覧会 坪内博士記念演劇博物館

収録日 　‌�７月31日（水）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�柄本明（俳優）

聞き手 　‌ �岡室美奈子（演劇博物館館長）

特別展「別役実のつくりかた――幻の処女戯曲からそよそよ族へ」記念企画
第１弾

動画配信　柄本明、「ホクロ・ソーセーヂ」を読む

数々の別役作品を演出し、自らも出演し

てきた柄本明氏を迎え、別役実・幻の第一

作といわれてきた「ホクロ・ソーセーヂ」

前半部分の朗読とインタビューを収録。別

役作品の象徴ともいえる電信柱とベンチを

背景にした、特別展会場での戯曲の初朗読

は大変貴重なものとなった。そして、初め

て出会った時の印象など別役との思い出も

語っていただいた。

� ●再生回数　929回

催し物
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収録日 　‌�８月３日（水）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�平田オリザ（劇作家、演出家、芸術文化観光専門職大学学長）

聞き手 　‌ �梅山いつき（近畿大学准教授）、岡室美奈子（演劇博物館館長）

特別展「別役実のつくりかた――幻の処女戯曲からそよそよ族へ」記念企画
第２弾

動画配信　平田オリザ、別役実を語る

別役実と親交が深かった平田オリザ氏を

お迎えし、幻の第一作とされてきた「ホク

ロ・ソーセーヂ」を中心に、別役作品の魅

力を熱く語っていただいた。別役との出会

いや劇作家協会の創設など、平田氏が見つ

めてきた別役の知られざる素顔が垣間見え

るエピソードもふんだんに語られた。

� ●再生回数　前編626回　後編352回

催し物

展覧会 坪内博士記念演劇博物館

会期 　‌�10月11日（月）〜2022年１月23日（日）

会場 　‌�演劇博物館２階　企画展示室

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

協力 　‌�松竹株式会社

助成 　‌�令和３年度　芸術文化振興基金

2021年度秋季企画展

新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈

本展は、新派がいかに「新」であったか、

そのコンテンポラリーな演劇としての相貌

を問いなおすために「アヴァンギャルド」

という視座を設定した。時代の先端をいく

表現。災害や戦争、スキャンダラスな事件

を実況的に扱う、社会の出来事や変化に対

する即応性。和洋の混淆する多様性――

じつに自由な世界がひろがっていた新派史

を、具体的な資料を通して通観することが、

本展のねらいであった。当館が所蔵する厖

大な数の新派関連資料を中心に、全４期に

わたって200余点を展観に供した。ある演

劇ジャンルにかんする種々多彩な資料を有

し、館蔵品を軸に豊かな展示が可能である

ことを改めて示しえたのは、当館90余年の

歴史が蓄積してきた誇りであると考える。

� ●来場者数　9,078名
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日時 　‌�12月15日（水）　17：30〜19：00

会場 　‌�大隈記念講堂小講堂

主催 　‌�演劇博物館、新宿から発信する「コロナ以後の新しい博物館」プロジェクト

実行委員会

助成 　‌�令和３年度　文化庁　地域と共働した博物館創造活動支援事業

原作 　‌�樋口一葉

脚色 　‌�久保田万太郎

構成・演出 　‌�齋藤雅文

出演 　‌�波乃久里子、柳田豊、伊藤みどり、喜多村緑郎

音調 　‌�堅田喜三代

2021年度秋季企画展「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」関
連公演

リーディング新派 in エンパク 『十三夜』

コロナ禍の影響により、当館では対面の

イベントを自粛していたが、本イベントで

で約１年ぶりにお客様を迎えることが叶っ

た。聴覚性に特化した試みで、あたかも

十三夜のごとき月に照らされた大隈記念講

堂小講堂に集った約130名（感染対策のた

め通常の約半数の定員）の観客は、静謐

かつ豊潤、情感と滋味あふれる声と音の世

界に身を浸していた。公演終了後、当館

YouTubeにて音声配信をおこなった。

� ●来場者数　128名
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演
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［注意事項］

・演劇博物館では、政府及び地方自治体の

方針を踏まえ、公益社団法人全国公立文

化施設協会等によるガイドラインをもと

に、医師の指導と併せ、最大限の感染予防

と拡大防止のための対策を実施した上で

主催イベントの開催に向けて準備を進め

ております。詳しくは演劇博物館webサイ

トをご覧ください。

・行政の指導、今後の感染状況や兆候等を

踏まえて早稲田大学が大学内の施設の使

用を制限する判断を行った場合等には、イ

ベントを中止や延期とさせていただく場

合もございます。

参加無料
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《お問い合わせ》

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館

〒169-8050東京都新宿区西早稲田1-6-1 

TEL：03-5286-1829（平日9:00-17:00）

E-mail：enpaku@list.waseda.jp

HP：https://www.waseda.jp/enpaku/

Twitter：@waseda_ENPAKU

「新派」展特設Twitterアカウント：@enpk_SHIMPA

［アクセス］

◉JR山手線・西武新宿線 高田馬場駅（早稲田口）から 

　都営バス「早大正門」行 終点下車 徒歩2分　

◉東京メトロ東西線 早稲田駅 徒歩5分　

◉都電荒川線 早稲田駅 徒歩5分
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収録日 　‌�12月23日（木）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

助成 　‌�令和３年度　芸術文化振興基金

出演 　‌�喜多村緑郎、河合雪之丞、齋藤雅文

聞き手 　‌ �後藤隆基（演劇博物館助教）

2021年度秋季企画展「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」開
催記念ポッドキャスト

新派の系譜を語る「新派を受け継ぎ、つくること」

音声配信によるトークシリーズ「新派を

受け継ぎ、つくること」第１弾。歌舞伎界

から劇団新派に移籍した二代目喜多村緑郎

氏と河合雪之丞氏。次代の立役と女形の入

団により、新派というジャンルに大きな変

化がもたらされ、文芸部の齋藤雅文氏が当

て書きをした、江戸川乱歩原作『黒蜥蜴』、

横溝正史原作『犬神家の一族』『八つ墓村』

といった新奇かつ衒奇的な舞台は話題を呼

んだ。本企画では、新派の歴史を継承しな

がら、新しいものをつくるということにつ

いて、お三方からお話を伺った。

� ●再生回数　52回

催し物
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収録日 　‌�2022年１月21日（金）

会場 　‌�小野記念講堂

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

原作 　‌�江戸川乱歩

脚色・演出 　‌�齋藤雅文

出演 　‌�喜多村緑郎、河合雪之丞、河合誠三郎、河合穗積、斉藤沙紀

音楽 　‌�新内多賀太夫

2021年度秋季企画展「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」関
連公演

朗読劇『黒蜥蜴―演劇博物館特別篇―』

2017年６月の三越劇場で初演された新

派版『黒蜥蜴』は、さまざまなバリエー

ションで上演を重ねてきたが、今回は「演

劇博物館特別篇」として朗読劇に生まれ

変わった。初演以降、視覚的愉悦に満ちた

賑々しさでエンターテインメント性の高い

舞台を提供してきた新派版『黒蜥蜴』は、

朗読劇というかたちを得て、せりふと物語

の強度を改めて確認させられた。実際にそ

の舞台を勤めてきた俳優陣の「言葉」に特

化した表現、音の世界は魅力に富んでいた。

機動性が高く、シンプルでありながら奥行

きのある朗読劇というパッケージは、種々

の空間に対応できる可能性を有しており、

今後の展開が期待される成果となった。

� ●来場者数　116名

催し物

収録日 　‌�12月23日（木）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�水谷八重子、波乃久里子、神山彰

聞き手 　‌ �児玉竜一（演劇博物館副館長）

2021年度秋季企画展「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」開
催記念ポッドキャスト

新派の系譜を語る「新派の来し方、行く末」

音声配信によるトークシリーズ「新派を

受け継ぎ、つくること」第２弾。初代水谷

八重子の娘である当代の八重子氏、初代の

薫陶を受け、技芸を継承している波野久里

子氏という現代新派の二枚看板にくわえ、

長年国立劇場で歌舞伎や新派の制作に携

わった後に新派等の研究をおこなっている

神山彰氏をお迎えし、新派のさまざまなエ

ピソードを語っていただいた。新派という

演劇ジャンルがいかに形成され、変化し、

今日にいたったのか。歌舞伎や新劇、新国

劇など他ジャンルとの交流によって醸成さ

れてきた新派の芸態や、個別の俳優、舞台

等の思い出を縦横に語っていただき、新派

史の証言としてきわめて貴重な機会となっ

た。� ●再生回数　 205回

催し物
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展覧会 坪内博士記念演劇博物館

会期 　‌�10月11日（月）〜2022年１月23日（日）

会場 　‌�演劇博物館１階　特別展示室

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

後援 　‌�株式会社 TBSテレビ

特別展

家族の肖像――石井ふく子のホームドラマ

テレビ草創期から日本のホームドラマの

歴史を創ってきたプロデューサー・石井ふ

く子の仕事に焦点を当て、石井が手がけて

きたホームドラマを台本やスチル写真、映

像などの諸資料を通じて振り返った。

脚本家・橋田壽賀子と作り上げた『渡

る世間は鬼ばかり』の関連資料を中心に、

『ありがとう』など懐かしいドラマ映像や

石井のインタビュー動画（早稲田大学GITI

制作）に加えて、石井作品にゆかりの深

い石坂浩二氏と、えなりかずき氏のインタ

ビュー動画も上映。日本の家族イメージの

形成に多大な影響を与えてきた石井作品を

とおして、家族とは何かを問い直すきっか

けとなるような空間作りを行った。

� ●来場者数　9,078名

坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　‌�①12月13日（月）　14：15〜15：10� ‌

②2022年１月14日（金）　10：20〜11：20

会場 　‌�①東京都立武蔵台学園� ‌

②東京都立鹿本学園

主催 　‌�演劇博物館、新宿から発信する「コロナ以後の新しい博物館」プロジェクト

実行委員会

助成 　‌�令和３年度　文化庁 地域と共働した博物館創造活動支援事業

講師 　‌�片岡一郎（活動写真弁士）、上屋安由美（楽士）

無声映画出張体験教室

演劇博物館では「本物の文化や芸にふ

れる」をテーマに、都内の特別支援学校に

出張して行うアウトリーチ型の体験教室を

長年続けている。13年目となる今年度は、

「無声映画出張体験教室」と称し、活動写

真弁士と楽士を学校へ派遣し無声映画の

ワークショップを行うことで、学校にいな

がら日本の伝統的な映像文化にふれていた

だく機会を設けた。参加者が弁士や楽士を

体験するワークショップでは、思い思いの

表現を楽しむことで会場に笑顔があふれ、

本教室が充実していたことを実感した。

� ●来場者数　①28名　②20名
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　‌�2022年１月24日（月）　17：30〜19：10

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館、新宿から発信する「コロナ以後の新しい博物館」プロジェクト

実行委員会

助成 　‌�令和３年度　文化庁　地域と共働した博物館創造活動支援事業

登壇者 　‌�成島洋子（SPAC-静岡県舞台芸術センター芸術局長）、木ノ下裕一（木ノ下歌

舞伎主宰）、岡室美奈子（演劇博物館館長）、松谷はるな（演劇博物館）、� ‌

中西智範（演劇博物館　デジタルアーカイブ室・写真室）

オンラインイベント「『Japan Digital Theatre Archives』か
らひろがる、舞台芸術アーカイブの未来」

現代演劇・舞踊・伝統芸能の三分野にわ

たる、舞台公演映像の情報検索特設Web

サイト『Japan Digital Theatre Archives』

の開設から１年、これからの舞台芸術アー

カイブに求められる役割や期待などについ

て、制作者の視線から意見が交わされた。

プラットフォーム としてのアーカイブの存

在が重要度を増すとともに、時間・空間・

身体的制約などにとらわれないバリアフ

リーの観点が重要となるなど、参加者から

も闊達な意見が交わされた。

� ●参加人数　130名

日時 　‌�2022年３月１日（火）　14：00〜16：00� ‌

【期間限定アーカイブ配信】2022年３月12日（土）〜３月16日（水）

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館　演劇映像学連携研究拠点� ‌

奨励研究６「大正期東京における映画配給網の基礎的研究」（柴田康太郎）

共催 　‌�演劇博物館　演劇映像学連携研究拠点

登壇者 　‌�片岡一郎（活動写真弁士）、堅田喜三代（劇団新派邦楽部）、柴田康太郎（演

劇博物館次席研究員）

オンライン上映会＋トーク「新派映画の声と音――演劇博物
館所蔵作品『うき世』を事例に」

演劇博物館の2021年秋季企画展「新派 

SHIMPA―アヴァンギャルド演劇の水脈」

を機に、演劇映像学連携研究拠点では、サ

イレント映画『うき世』（1916年）のデジ

タルデータ上での映像順序等を修正し、こ

れを活動写真弁士の片岡一郎氏、および劇

団新派の邦楽担当である堅田喜三代氏のパ

フォーマンスとともに収録した。この催し

ではこの成果を広く紹介するオンライン上

映と、片岡氏、堅田氏に大正期の新派映画

の上映に関するトークを配信した。

� ●リアルタイム視聴69名

� オンデマンド再生回数　2,364回
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日時 　‌�2022年３月７日（月）　13：30〜17：00

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館　演劇映像学連携研究拠点� ‌

令和３年度　公募研究３「映画宣伝資料を活用した無声映画興行に関する基

礎研究」（代表：岡田秀則）

出演 　‌�岡田秀則（国立映画アーカイブ主任研究員）、紙屋牧子（玉川大学非常勤講

師）、柴田康太郎（演劇博物館次席研究員）、片岡一郎（活動写真弁士）、� ‌

東家一太郎（浪曲師）、東家美（曲師）、湯浅ジョウイチ（指揮・三味線）、

丹原要（ピアニスト）、木ノ下亮子（ヴァイオリン）、忍田結梨（フルート）、

堅田喜三代（鳴物）

映画宣伝資料にみる無声映画興行の諸相

早稲田大学演劇博物館　演劇映像学連

携研究拠点の公募研究「映画宣伝資料を

活用した無声映画興行に関する基礎研究」

（代表：岡田秀則／2020-2021年度）主催

の公開研究会。研究メンバーたちがフィル

ムアーカイブ・デザイン史・映画学・音楽

学のアプローチから、日本映画史研究への

新たな可能性を拓く一歩とすべく、演劇博

物館所蔵「大正・昭和初期映画館チラシ」

を考察した。� ●参加人数　110名

坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　‌�2022年３月３日（木）　13：30〜16：15

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館　演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�柴田康太郎（演劇博物館次席研究員）、後藤隆基（演劇博物館助教）、� ‌

梅山いつき（近畿大学准教授）、白井史人（名古屋外国語大学准教授）、� ‌

紙屋牧子（玉川大学非常勤講師）、岩田秀行（跡見学園女子大学名誉教授）、� ‌

竹内有一（京都市立芸術大学教授）

早稲田大学演劇博物館 演劇映像学連携研究拠点　2021（令
和３）年度 研究成果報告会

2021年度の演劇映像学連携研究拠点に

おける各共同研究チームの成果報告、およ

び当拠点の主催事業の活動報告を行った。

本拠点では演劇博物館の所蔵資料を対象

とする共同研究として３種の研究が採択さ

れており、１件のテーマ研究チーム、４件

の公募研究チーム、そして１件の特別テー

マ研究チームが今年度の活動とその成果に

ついて発表したうえで、当拠点の運営委員

会のメンバーとのディスカッションを行っ

た。また、主催事業に関しては当拠点の次

席研究員から各プロジェクトとその実績を

報告し、運営委員会から講評をいただいた。

� ●参加人数　52名

講演会・シンポジウム
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　‌�2022年３月８日（火）　14：00〜15：30

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館　演劇映像学連携研究拠点

共催 　‌�演劇博物館　演劇映像学連携研究拠点� ‌

特別テーマ研究１  ‌�「新型コロナウイルス感染症の影響下における日本演劇界

の調査研究」（代表：後藤隆基）

シンポジウム「コロナ禍と博物館の２年：資料の収集・展示
をめぐる課題と展望」

2020年初頭からつづく新型コロナウイ

ルス感染症の猖獗は、誰もが当事者であ

り、フェーズを変えながら、今なお私たち

の世界を覆っている。現在進行形の災厄の

渦中で、博物館はどのような役割を担いう

るのか。資料や記録を後世にのこすことの

意味とは──。事態の初期段階からコロナ

関連資料の収集や展示をおこなってきた博

物館の取り組みを通してこの２年をふり返

り、資料の利活用、成果の公開・発信等も

含めた課題と展望について、それぞれの知

見や経験を共有する場となった。

� ●参加人数　60名

日時 　‌�2022年３月17日（木）　14：00〜15：30

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点� ‌

奨励研究６「大正期東京における映画配給網の基礎的研究」（研究代表者：

柴田康太郎）

協賛 　‌�科学研究費補助金 基盤研究（C）20K00380「20世紀前半の中国映画が果たした

政治的役割：制作と受容の連動関係からの再考」（研究代表者：菅原慶乃）、

令和３年度　大学発アーバンイノベーション神戸「神戸の映画館文化の振興

に向けた参加型デジタル・アーカイブ構築」（研究代表者：上田学）、演劇博

物館　演劇映像学連携研究拠点

出演 　‌�柴田康太郎（演劇博物館次席研究員）、近藤和都（大東文化大学講師）、� ‌

上田学（神戸学院大学准教授）、菅原慶乃（関西大学教授）

オンラインシンポジウム「デジタル時代の映画館プログラム：
データベース公開と活用の可能性」

戦前日本の映画館で配布されていた「映

画館プログラム」と呼ばれる簡易パンフ

レットは、弁士や音楽家の情報、観客の投

稿欄など様々な情報が掲載されており、同

時期の映画体験の研究には欠かせない資

料である。近年、映画館プログラムは複数

の大学や資料館でデータベース公開が進め

られているが、演劇博物館のデータベース

もリニューアル準備中である。このシンポ

ジウムでは、このように資料環境の変容す

る状況を背景に、改めて映画館プログラム

という資料とそのデータベース公開が持つ

意味や可能性を議論した。

� ●参加人数　53名

講演会・シンポジウム
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　‌�2022年３月18日（金）　14：00〜16：00

会場 　‌�オンライン（Zoom）

主催 　‌�演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

講師 　‌�児玉竜一（演劇博物館副館長）、後藤隆基（演劇博物館助教）

第83回　逍遙祭　逍遙をかたる人々〜逍遙祭のあゆみ

逍遙の朗読は、シェイクスピア作品の２

つ「ハムレット」「ベニスの商人」がよく

知られているが、今回は児童劇「商人と猿

の群れ」を聞く機会を設けた。また、逍遙

周辺の人々が残した録音から、逍遙への思

い、逍遙の影響などをたどる試みで、坪内

士行の逍遙ばりの朗読をはじめ、逍遙祭や

演博の周年行事のゲストの肉声など、逍遙

に連ねる声の系譜を伝えた。

� ●参加人数　44名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�３月１日（月）〜４月30日（金）

会場 　‌�會津八一記念博物館２階　グランド ギャラリー

主催 　‌�會津八一記念博物館

松丸東魚篆刻作品等受贈記念

萬象、一刀の中にあり ―篆刻家・松丸東魚の仕事 

松丸東魚（1901〜1975）は昭和期に活

躍した篆刻家で秦漢古印の研究や書籍の

出版を手掛け、日本の篆刻界に大きな足跡

を残した。2019年度、東魚のご子息であ

る松丸道雄氏（東京大学名誉教授）より、

東魚が手掛けた印譜、書作品、製作用具、

刊行物など、篆刻作品等計1,382点を一括

して受贈した。本企画展はこれを記念した

もので、文字を刻することに生涯を捧げた

東魚の仕事の全貌を大学博物館ならではの

多角的な視点でたどる展示とした。

� ●来場者数　2,592名
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展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�３月１日（月）〜４月30日（金）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

人のかたち

古墳時代の埴輪女子像、唐三彩の神将

像や胡人像、江戸時代の伊万里の人形、寺

畑助之丞のブロンズ彫刻《母子像》、佐々

木大樹の木彫《天女像》など、古代から近

代までの人の形をした作品を展示した。

� ●来場者数　1,748名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�４月19日（月）〜７月30日（金）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　近代美術展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

はじまりの渡欧画家・川村清雄と近代洋画の挑戦者たち

川村清雄（1852〜1934）は明治から昭

和時代の初めにかけて近代日本洋画界の先

駆けとして活躍した画家。勝海舟とも親交

が深く、徳川家の肖像画などを多数手がけ

一方で装幀意匠家としても知られ、小説や

文芸誌の表紙などをデザインした。川村の

作品を中心に、彼と同じく渡欧し西洋に果

敢に挑んだ芸術家たちの息吹を感じる展示

とした。

� ●来場者数　2,709名
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展覧会 會津八一記念博物館

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�５月17日（月）〜７月30日（金）

会場 　‌�會津八一記念博物館２階　グランド ギャラリー

主催 　‌�會津八一記念博物館

会期 　‌�５月17日（月）〜６月22日（月）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

コレクター寺田小太郎―難波田龍起、相笠昌義を中心に―

しつらいの美

2010年・2019年に故寺田小太郎氏のコ

レクションから合計150余点の作品を受贈

し、これを記念した展覧会。本企画展では、

難波田龍起、その次男である史男、そして

相笠昌義の作品を中心に、加納光於、鈴木

竹柏、村上友晴、李禹煥など寺田氏が収集

した幅広い作家たちの作品を展示した。

� ●来場者数　1,986名

衣桁に掛けられた衣装を描いた《誰が袖

図屏風》、狩野洞雲の《王昭君図》、貫名海

屋の《湖東清月図》、季節の草花を描いた

漆足付盆など、江戸時代の室内を飾った絵

画と工芸作品により、彩りゆたかな空間を

再現した。

� ●来場者数　1,059名
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展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�７月８日（木）〜９月30日（木）� ‌

（但し７月31日から９月１日まで夏季休館）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

青磁・白磁と単色釉磁

富岡重憲コレクションの中国陶磁の特色

として清代の淡色釉の作品が多いことが挙

げられる。淡い水色から緑がかった青まで

さまざまな色合いの青系統のうわぐすりが

かかった壺や瓶を中心に、宋から清の青磁

と白磁、清の単色釉磁器を展示した。

� ●来場者数　1,080名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�９月27日（月）〜11月14日（日）

会場 　‌�會津八一記念博物館２階　グランド ギャラリー

主催 　‌�會津八一記念博物館

山内清男コレクション受贈記念

山内清男の考古学

「日本先史考古学の父」として知られる

山内清男博士は、旧制早稲田中学校で学

び、在学中には會津八一の薫陶を受けた。

縄文時代研究の方法論を確立し、日本の考

古学界に大きな足跡を残した人物である。

その遺族から受贈した10万点を超える旧

蔵資料の中から現在までに整理を終えた資

料を中心に公開し、資料と共に博士の歩ん

だ考古学の足跡を辿る展示を行った。

� ●来場者数　1,916名
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日時 　‌�10月11日（月）

会場 　‌�小野記念講堂

主催 　‌�會津八一記念博物館

協力 　‌�総合人文科学研究センター、文学部考古学コース、先史考古学研究所

登壇者 　‌�中村五郎（福島県文化功労者）、岡本東三（千葉大学名誉教授）、戸田哲也（玉

川文化財研究所）、大村裕（元中央大学兼任講師）、高橋龍三郎（文学学術院

教授）

山内清男コレクション受贈記念シンポジウム

山内清男と縄紋文化

山内清男が確立した縄紋時代研究の今後について５名の研究者等が講演し、総合討議

を行った。

「山内清男の人類学・先史考古学」中村五郎

「山内清男『論文集』･『博士論文』刊行とその後」岡本東三

「山内清男の細別型式について」戸田哲也

「山内清男の方法論―山内論文の読み方―」大村裕

「山内清男のサケ・マス論の成立過程」高橋龍三郎

� ●来場者数　64名

講演会・シンポジウム

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�10月11日（月）〜11月27日（土）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　近代美術展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

大社コレクション展

2018年に受贈した大社（おおこそ）コ

レクションの優品、柳原義達のブロンズ彫

刻作品や素描をはじめ、中川一政、難波田

龍起、ブールデル、ヘンリー・ムーア、バ

ゼーヌといった内外の作家たちの、それぞ

れに個性のある作品を展示。これらはいず

れも、本学法学部名誉教授大社淑子氏と

玲子氏姉妹が、作品を制作した芸術家たち

との交流のなかで長年にわたって一点ずつ

集め、身近に飾って愛しんだ作品群である。

� ●来場者数　1,887名
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展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�10月11日（月）〜11月27日（土）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

近世の禅書画―東嶺・遂翁と春叢―

東嶺圓慈と遂翁元盧はともに江戸時代

に臨済禅を中興した白隠慧鶴の弟子となり

「鵠林二大神足」と並び称され、師に倣っ

て禅画を多数描いている。この二人と東嶺

の弟子・春叢紹珠の禅書画を展示した。

� ●来場者数　1,614名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�11月29日（月）〜2022年１月31日（月）

会場 　‌�會津八一記念博物館２階　グランド ギャラリー（常設・企画大展示室）

主催 　‌�會津八一記念博物館

死と祈り

古代より人間は祈ることによってその恐

怖や不安から逃れようとしてきた。死後の

世界での安寧や故人の冥福を祈ることは、

この世に生きる人間にとって一つの救い

のかたちでもある。この展示では「死と祈

り」をテーマに、會津八一葬儀関係資料や

副葬品、墓碑拓本、仏教美術作品など人々

が “死” と向き合う中で制作された作品資

料を展示した。

� ●来場者数　2,179名
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展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�12月６日（月）〜2022年１月23日（日）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　會津八一コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

小もの展　會津八一の蒐集からみるひと・もの・こと

會津八一コレクションのなかには今まで

一度も展示されることがなかったものも多

くあり、それらは模造品であったり、民芸

品や土産品であったり、仏像などの石膏型

抜であったり、いわゆる「名品」とはいえ

ないようなものである。本企画展では、こ

うした「小もの」に焦点を当て、會津八一

の蒐集という視点からひと・もの・ことに

ついて考える機会とした。

� ●来場者数　2,051名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�12月６日（月）〜2022年１月31日（月）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

茶のやきもの

富岡重憲氏は茶を嗜み、50もの茶碗を

蒐集している。その中から唐津、瀬戸、志

野、織部、信楽、楽の和物茶碗に高麗茶

碗を合わせて20あまり、そして水指、茶

入、灰器など、茶に用いられた近世のやき

ものを展示した。

� ●来場者数　1,969名
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展覧会 會津八一記念博物館

会期 　‌�2022年３月１日（火）〜４月25日（月）

会場 　‌�會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　‌�會津八一記念博物館

身近な動物たち

中国漢代の緑釉犬や唐三彩の馬、朝鮮

時代の漆器にあらわされた葡萄と栗鼠、埴

輪の鶏や猪、牛を描く許由・巣父図屏風か

ら鶏の禅画、鶴の親子を描いた近代日本

画まで、私たちの暮らしに比較的身近な動

物や鳥をテーマにした作品を集めて展示し

た。

� ●来場者数　2,331名

展覧会 大学史資料センター
（現 早稲田大学歴史館東伏見アーカイブズ）

会期 　‌�３月22日（月）〜４月26日（月）

会場 　‌�早稲田大学歴史館（１号館）『企画展示室』エリア

主催 　‌�大学史資料センター

春季企画展「学生たちのいる風景：写真の中の早稲田　
1882-2021」

1882年、80人の男子学生を擁してはじ

まった本学には、いまや世界中から約５万

人の多種多様な学生が集っている。本企画

展では、創立以来、140年にいたる早大生

の歩みを、大学史資料センター（現・歴史

館）所蔵写真の中に辿った。展示構成は

「１. “早大生” が生まれる　開校〜1920年

代」「２．モダニズムと戦争の時代　1930

年代〜戦時期」「３．新生の時　敗戦〜

1950年代」「４．雑踏とエネルギー　高度

成長期〜1970年代」「５．百周年、そして

コロナ禍の現在　1980年代〜」の５章で

ある。

� ●来場者数　1,248名
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国際文学館催し物

日時 　‌�10月１日（金）

会場 　‌�国際文学館

主催 　‌�国際文学館

出演 　‌�ロバート キャンベル（特命教授、国際文学館顧問）、七里圭（映画監督）

国際文学館オープニングイベント

国際文学館開館のオープニングイベン

トとして、七里圭監督のライブラリー・イ

メージ映像「物語を拓こう、心を語ろう」

上映会、ロバート キャンベル顧問、七里

圭監督それぞれのトークイベントを行い、

オンライン配信も行った。

� ●来場者数　55名

展覧会 国際文学館

会期 　‌�10月１日（金）〜2022年２月２日（水）

会場 　‌�国際文学館

主催 　‌�国際文学館、柳井イニシアティブ グローバル・ジャパン・ヒューマニティー

ズ・プロジェクト

協力 　‌�隈研吾建築都市設計事務所、株式会社丹青社、株式会社熊谷組、金箱構造設

計事務所、設計組織プレイスメディア

「建築のなかの文学、文学のなかの建築」展

村上春樹の作品世界との呼応を意図す

る建築コンセプトのもと、建築家・隈研吾

氏（1954−）によるリノベーションを経

て、４号館は大きく様変わりした。象徴的

な流線形をした外観トンネルや階段本棚、

館内サインのひとつひとつに至るまで、何

度も話し合いが重ねられ、その都度、方向

転換をしながら進められてきた。本展では、

こうした過程に結びついた「コミュニケー

ション」を探り、数々の製作者たちの作業

の痕／製作者一人ひとりの存在を示すこと

を目指した。� ●来場者数　9,585名

展覧会

会期 　‌�６月25日（金）〜７月31日（土）

会場 　‌�早稲田大学歴史館　企画展示室

主催 　‌�大学史資料センター

大学史資料センター新収資料展「資料に映る折々の早稲田」

大学史資料センターでは、早稲田大学

の歴史にかかわる様々な資料を収集してお

り、それらの多くは校友や大学に関わった

方からの寄贈によるものである。寄贈を受

けた資料は整理・調査のうえ、大学史の資

料として保存管理し、展覧会等を介して公

開、活用している。本展覧会では、2019

年度、2020年度に寄贈された資料の一部

を公開した。

� ●来場者数　2,629名

大学史資料センター
（現 早稲田大学歴史館東伏見アーカイブズ）
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国際文学館催し物

会期 　‌�①10月９日（土）� ‌

②10月16日（土）� ‌

③10月23日（土）� ‌

④11月13日（土）� ‌

⑤11月27日（土）� ‌

⑥12月18日（土）

会場 　‌�国際文学館

主催 　‌�国際文学館

協力 　‌�エフエム東京

出演 　‌�①村上春樹×小川洋子� ‌

②村上春樹×村治佳織� ‌

③川上弘美×ロバート キャンベル� ‌

④村上春樹「音楽について」� ‌

⑤伊藤比呂美「ポエトリーワークショップ」� ‌

⑥村田沙耶香×朝井リョウ

Authors Alive！ 〜作家に会おう〜

作家を招いての朗読を中心としたイベン

ト「Authors Alive! 〜作家に会おう〜」を

６回にわたって開催した。

企画・タイトルは村上春樹氏が提案し、

ロバート キャンベル早稲田大学特命教授

やゲストの協力で実現し、国際文学館のコ

ンセプトである「物語を拓こう、心を語ろ

う」を具現化するイベントとなった。

感染拡大防止の観点から公募による参加

者は限定したが、エフエム東京の協力で、

当日の模様を収録し、一部は後日TOKYO 

FMを通じてラジオ番組として放送された。

� ●来場者数　90名

国際文学館講演会・シンポジウム

会期 　‌�11月20日（土）

会場 　‌�国際文学館

主催 　‌�国際文学館

共催 　‌�スーパーグローバル大学創成支援事業 早稲田大学国際日本学拠点

協力 　‌�柳井イニシアティブ グローバル・ジャパン・ヒューマニティーズ・プロジェ

クト

登壇者 　‌�第一部　小川洋子（作家）、ロバート キャンベル（特命教授、国際文学館顧問）‌

第二部　‌�李琴峰（作家）、由尾瞳（文学学術院准教授）、榊原理智（国際学術

院教授、国際文学館副館長）

開館記念国際シンポジウム「物語を拓こう、心を語ろう」

国際文学館のコンセプトである「物語を

拓こう、心を語ろう」をテーマにシンポジ

ウムを開催した（オンライン）。第一部は、

「物語と心──ストーリーが生まれ人々に届

くことをめぐる一つの語り合い」をテーマ

に対談を行い、第二部は、「越境する文学

──創作と翻訳」をテーマに鼎談を行った。

参加者が直接現役作家や翻訳者、研究

者の話を聞ける機会となり、日本文学また

は日本語文学の現状、翻訳を通して越境す

る文学に理解を深めた。

� ●参加者数　200名
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国際文学館催し物

日時 　‌�2022年３月22日（火）

会場 　‌�国際文学館

主催 　‌�国際文学館

協力 　‌�エフエム東京

出演 　‌�ヴァイオリン：有働里音、塚本禎� ‌

ヴィオラ：岡田桃佳� ‌

チェロ：黒川真洋� ‌

小澤征良（作家）、デイヴィッド・ニース（オペラ演出家）、原田禎夫（小澤

征爾音楽塾副塾長）

早稲田キャンパス・ライブ 小澤征爾音楽塾ミニコンサート 
＠ The Haruki Murakami Library

国際文学館は風通しの良い国内外に開か

れた「文学の家」を目指し、文学や音楽な

どの各種イベントを開催し、みなさまと語

り合い、発信する場を作っている。その企

画の一つとして「早稲田キャンパス・ライ

ブ」を始めた。

第１弾目は、小澤征爾音楽塾と小澤征良

氏のご協力により、演奏会を行った。

演奏曲

シューベルト：弦楽四重奏曲第13番イ短

調「ロザムンデ」より第１、２楽章

モーツァルト：ディヴェルティメントニ長

調K136　 ほか� ●来場者数　15名

文化企画課催し物

日時 　‌�６月30日（水）　17：30〜19：00

会場 　‌�大隈記念講堂大講堂

主催 　‌�文化推進部・総長室

協力 　‌�早稲田大学校友会・リーガロイヤルホテル東京

出演 　‌�野村万作、野村萬斎他

第12回　早稲田狂言の夕べ

2015年に文化功労者顕彰を受けた、本

学校友で人間国宝の野村万作氏、ご子息

で推薦校友の野村萬斎氏をはじめとする豪

華出演者による狂言公演。2010年４月よ

り本学学生・教職員・招待校友を対象とし

て毎年開催している。昨年の第11回は新型

コロナウイルスの影響により中止したが、

12回目が開催した。

公演では、石田幸雄氏の解説に続き、

「魚説法」（飯田豪出演）、「靭猿」（野村万

作、野村萬斎出演）の二演目が上演され

た。� ●来場者数　527名
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早稲田大学の５つのミュージアム（演劇博

物館、會津八一記念博物館、早稲田大学歴史

館、早稲田スポーツミュージアム、本庄早稲

田の杜ミュージアム）やミュージアム化が進

むキャンパスの魅力を体感していただくこと

を目的に実施。2021年度は、イベント開始以

来初のオンライン開催をした。映像コンテン

ツの公開、SNSを利用した企画、360度バー

チャル空間で体験する企画など、趣向を凝ら

した企画を展開した。

Museum Week2021 参加者数

企画名 参加者

学生オリパラプロジェクトpresents　ミュージアム
ワードパズル 282

文化推進学生アドバイザーpresents　ワセダベアを
さがせ！ in VRミュージアム 96

文化推進学生アドバイザーpresents　写真を投稿！
みんなでつくるフォト・ミュージアム 234

漫画研究会presents　オンラインde似顔絵体験 30

早稲田大学周辺飲食店応援企画！文化推進学生アド
バイザーpresents　ワセメシスタンプラリー 255

生協コラボメニュー 1,812

ホイッスルカフェコラボメニュー 60

HIGH FIVE SALADコラボメニュー 73

Hiro’s cafe コラボメニュー 25

武蔵野アブラ学会コラボメニュー －

VRミュージアムツアー －

【動画配信】早大生サークルオンラインLIVE －

【動画配信】‌�ミュージアムから配信！ Vol.1 ワセオケ
コンサートVol.2 三味線コンサート －

【動画配信】‌�怪獣同盟presents　早稲田文化を守れ！
早稲田戦士 －

計 2,867名

※‌�Museum Week期間中は、緊急事態宣言に伴いミュージアムの一般公開を中止したため、
来館者数の集計はしていない。

文化事業
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M u s e u m  W e e k  2 0 2 1

会期 　‌�５月17日（月）〜５月28日（金）

会場 　‌�オンライン（演劇博物館、會津八一記念博物館、早稲田大学歴史館、 早稲田スポーツ

ミュージアム、本庄早稲田の杜ミュージアムほか）、早稲田大学周辺飲食店舗 

主催 　‌�文化推進部

協力 　‌�早稲田大学生活協同組合、早稲田大学周辺連合会、ジモア編集部、アシックスジャパ

ン株式会社、本庄市教育委員会
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早稲田文化芸術週間2021参加者数
No. 企画名 日程 参加者
1 文化推進学生アドバイザー presents　ミュージアムワードパズル 10月11日（月）〜21日（木） 332‌

2 文化推進学生アドバイザー presents　ワセダベアをさがせ！ 10月11日（月）〜21日（木） 258‌

3 写真を投稿！早稲田スポーツ BEYOND125 プレゼント企画 ９月18日（土）〜10月24日（日） 145

4 文化推進学生アドバイザー presents　ワセメシスタンプラリー 10月４日（月）〜24日（日） 376‌

5 早稲田スポーツ新聞会 presents　早稲田スポーツ展 10月11日（月）〜21日（木） －

6 【動画】早稲田大学・明治大学　合同応援デモンストレーション 10月13日（火） －

7 WAVOCappella 中止 －

8 【ライブ配信】WASEDA Anniversary Concert 2021 10月16日（土） 430‌

9 【動画】早稲田スポーツ・アニバーサリーステージ 10月21日（木） －

10 漫画研究会 presents　オンライン de似顔絵体験 10月13日（水）・16日（土）・19日（火） 27‌

11 文化推進学生アドバイザー presents　UV レジンでオリジナルキーホルダー作り！ 中止 －

12 ミュージカルの 1シーンをオンラインで！ ZOOMusical を創ってみるワークショップ 10月21日（木） 10

13 山内清男コレクション受贈記念シンポジウム　山内清男と縄紋文化 10月11日（月） 80

14 詩の翻訳、詩になる翻訳 10月15日（金）・17日（日） 334

15 早稲田大学高等研究所　若手研究者企画 2021 温泉音楽学入門 旅先のエンターテイナーたち 10月12日（火） 105

16 どらま館招聘公演　円盤に乗る派「『ウォーターふるーふを追いかけて』クリエイション
トークイベント」 10月17日（日） 30

17 生協コラボメニュー　辛みそ文化丼（辛みそ豚丼） 10月11日（月）〜21日（木） 1,458

18 Whistle CAFEコラボメニュー　戸山の丘パスタ（ベーコンと芽キャベツの明太クリームパ
スタ） 10月12日（火）〜21日（木） 30

19 Hiro’s cafeコラボメニュー　BG限定復活！おろしポン酢ソーキ丼 10月11日（月）〜21日（木） 30

20 高田馬場・早稲田ラーメンラリー2021 10月11日（月）〜21日（木） 2,700

21 演劇博物館　新派 SHIMPA——アヴァンギャルドの水脈 10月11日（月）〜21日（木）
1,207

22 演劇博物館　家族の肖像——石井ふく子のホームドラマ 10月11日（月）〜21日（木）

23 會津八一記念博物館　山内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学 10月11日（月）〜21日（木）
489

24 會津八一記念博物館　近世の禅書画 —東嶺・遂翁と春叢— 10月11日（月）〜21日（木）

25 早稲田大学歴史館　ワセダの漫画家たち 10月11日（月）〜21日（木）
426

26 早稲田大学歴史館　みんなでつくるフォトミュージアム 10月11日（月）〜21日（木）

27 早稲田スポーツミュージアム　体育各部セレクション第８期展示 10月11日（月）〜21日（木） 262

28 本庄早稲田の杜ミュージアム　大隈重信と渋沢栄一展 10月11日（月）〜21日（木） 968

29 国際文学館　建築のなかの文学、文学のなかの建築 10月11日（月）〜21日（木） 330

30 ヒトラーに抗した学生たち　ミュンヘン・白バラ 10月11日（月）〜21日（木） 20

●合計　10,017名

文化事業

2 0 2 1 年度　展覧会・催し物

早稲田文化芸術週間 2 0 2 1

早稲田文化芸術週間は本学の文化普及・社会貢献・地域振興活動を社会に発信することを目的に2010
年度より開始、本学最大級の文化芸術フェスティバルとなっている。大学と地域が一体となり、講演会や
コンサート、ワークショップなど約30のイベントを一挙展開。バーチャル空間を利用した参加型企画やイ
ベントの同時配信、Zoomの活用など、多くの企画をオンラインで開催した。

会期 　‌�10月11日（月）〜10月21日（日）

会場 　‌�オンライン（演劇博物館、會津八一記念博物館、早稲田大学歴史館、 早稲田スポーツミュー

ジアム、本庄早稲田の杜ミュージアム）、早稲田大学周辺飲食店舗、小野講堂　ほか

主催 　‌�文化推進部

協力 　‌�早稲田大学生活協同組合、早稲田大学周辺連合会、ジモア編集部
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文化企画課催し物

日時 　‌�①パフォーマンス「シュールとリアル」　11月23日（火）〜12月31日（金）� ‌

②ワークショップ「言葉と音楽」Vol.12　12月10日（金）　18：30〜20：30

会場 　‌�オンライン

主催 　‌�文化推進部文化企画課� ‌

スーパーグローバル大学創成支援事業　早稲田大学国際日本学拠点� ‌

文化構想学部文芸・ジャーナリズム論系松永美穂研究室

出演 　‌�多和田葉子（作家）、高瀬アキ（ジャズピアニスト）

多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス＆ワークショップ

二言語で創作する作家多和田葉子とヨー

ロッパのジャズシーンを牽引する高瀬ア

キ。テキスト朗読と音楽により、新しい

パフォーマンスの可能性を探る本イベン

トは、今年で12回目。前年に引き続き、

2021年度もオンラインで開催した。

「パフォーマンス」は、昨年好評だった

「シュールとリアル」を今回も配信した。

メキシコの著名な画家「フリーダ・カーロ

（1907〜54）」の作品や生き様を題材に、

ベルリンで撮影した映像作品。作家、ピア

ニストの二人が作品を制作していく過程を

垣間見ることができる貴重な映像である。

ワークショップにはZoomWebinar形式

で、早大生ら13チーム15名が発表した。

「シュールとリアル」をテーマに、映像作

品の発表、またはライブで朗読パフォー

マンスを披露した。オンラインでの発表

がより洗練された印象であった。多和田さ

ん・高瀬さんからコメントをいただき、パ

フォーマンスの意図を学生と共有しなが

ら、言葉と音楽とは？ シュールとは何か？

リアルとの違いがあるのか。答えのない

テーマに向き合い、そこから生まれた個

性豊かな世界が繰り広げられた。ワーク

ショップの視聴者数は60名であった。

�●パフォーマンスビデオ視聴回数　379回

ワークショップZoomWebinar

� 視聴者数　60名

展覧会 文化企画課

早稲田大学歴史館

会期 　‌�５月14日（金）〜６月20日（日）

会場 　‌�早稲田大学歴史館　企画展示室

主催 　‌�「石橋湛山記念　早稲田ジャーナリズム大賞」事務局

協力 　‌�一般財団法人石橋湛山記念財団、文化推進部文化企画課

「石橋湛山記念 早稲田ジャーナリズム大賞」 20年の歩み

「石橋湛山記念 早稲田ジャーナリズム大

賞」は、社会的使命・責任を自覚した言論

人の育成と、自由かつ開かれた言論環境の

形成への寄与を目的として2000年に創設

された。創設の翌年から毎年、広く社会文

化と公共の利益に貢献したジャーナリスト

個人の活動を発掘し、顕彰している。創設

20周年を記念し、本賞のこれまでの歩み

を振り返る。

� ●来場者数　2,348名
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展覧会 文化企画課

早稲田大学歴史館

早稲田大学歴史館

会期 　‌�11月20日（土）〜12月19日（日）

会場 　‌�早稲田大学歴史館　企画展示室

主催 　‌�早稲田大学歴史館、美濃加茂市民ミュージアム

美濃加茂市・早稲田大学 文化交流事業 坪内逍遙大賞受賞記念展

白石加代子と「百物語」の世界

俳優・白石加代子氏（1941−）が第18

回坪内逍遙大賞（岐阜県美濃加茂市主催）

を受賞したことを記念し、白石氏が創り出

す舞台の世界を紹介。白石氏は1967年に

早稲田小劇場（現SCOT）に入団し、看板

俳優として活躍。退団後も舞台のみなら

ず、映画やテレビなど幅広いジャンルにお

いて活動を続け、その卓越した演技力と圧

倒的な存在感で国内外から高い評価を得て

いる。本展では、白石氏の代表作ともいえ

る朗読劇「百物語」を取り上げ、その魅力

に迫る。� ●来場者数　2,858名

会期 　‌�2022年１月10日（月）〜４月17日（日）

会場 　‌�早稲田大学歴史館　企画展示室

主催 　‌�早稲田大学歴史館（文化推進部文化企画課）

没後100年記念展　大隈重信―後世に残した言葉

近代日本国家の形成を先導し、早稲田

大学の創設者である大隈重信。大隈の没

後100年にあたる2022年、早稲田大学歴

史館では、その生涯を改めて振り返る展覧

会を開催。いまから百数十年前に大隈が当

時の人々に残したメッセージの数々を紹介

し、大隈が学問や教育、また、社会の在り

方をどう考えたか、後世に何を伝えたかっ

たかを浮き彫りにする。現代にも通ずる普

遍性を持った大隈の言葉には、我々が人生

の目標や指針を見いだすためのヒントが満

ち満ちている。� ●来場者数　7,407名
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早稲田大学歴史館

会期 　‌�９月18日（土）〜2022年８月７日（日）

会場 　‌�早稲田大学歴史館　「聳ゆる甍」エリア

主催 　‌�早稲田大学歴史館（文化推進部文化企画課）

テーマ展示「ワセダの漫画家たち」

常設展示「聳ゆる甍」エリアでは、早稲

田の誇る傑出した校友や関係者の多彩な人

物像を、政治、経済、文化・芸能、スポー

ツなどの分野別に幅広く紹介している。今

期は、漫画の分野で功成り名を遂げた早稲

田の校友たちを取り上げる。作品イラスト

や書籍、さらには貴重な原画など、本学出

身の漫画家の卓越した才能を感じ取れる展

示を行っている。

� ●来場者数　15,929名
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早稲田スポーツミュージアム

会期 　‌�第６期：３月１日（月）〜６月８日（火）� ‌

第７期：６月12日（土）〜10月３日（日）� ‌

第８期：10月７日（木）〜2022年２月１日（火）� ‌

第９期：2022年３月25日（金）〜８月７日（日）

会場 　‌�早稲田スポーツミュージアム

主催 　‌�文化企画課

体育各部セレクション

「体育各部セレクション」では、体育各

部44部を数部ずつ定期的に入れ替えなが

ら紹介し、往時のユニフォームや写真のほ

か、トロフィーや競技道具など、その活躍

ぶりがうかがえる貴重な資料を展示した。

［第６期］	弓道部・スケート部・空手部・

フェンシング部・バドミントン

部・日本拳法部

［第７期］	水泳部・バスケットボール部・

バレーボール部・レスリング部・

航空部・ラクロス部

［第８期］	ゴルフ部・少林寺拳法部・野球

部・競走部・ア式蹴球部・自動

車部

［第９期］	庭球部・漕艇部・相撲部・卓球

部・米式蹴球部・応援部

� ●来場者数　5,322名
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早稲田スポーツミュージアム

展覧会 文化企画課

早稲田スポーツミュージアム

会期 　‌�10月７日（木）〜2022年２月１日（火）

会場 　‌�早稲田スポーツミュージアム

主催 　‌�文化企画課

東京2020オリンピック・パラリンピック関連展示

1964年に続いて２度目の開催となった

東京2020オリンピック・パラリンピック。 

本学からオリンピックに30人（うち在学生

８人）、パラリンピックに５人（うち在学生

１人）が出場し、活躍した。35人の競技結

果一覧のほか、選手ご本人から特別に協力

を得て、公式ユニフォームとサイン色紙を

展示した。

〈ユニフォーム・色紙展示〉

山内大夢（陸上）、須﨑優衣（レスリン

グ）、大塚達宣（バレーボール）、本橋菜子

（バスケットボール）、鈴木孝幸（パラ競

泳）、加納虹輝 （フェンシング）、松山恭助

（フェンシング）

� ●来場者数　2,543名

会期 　‌�11月26日（金）〜12月21日（火）

会場 　‌�早稲田スポーツミュージアム

主催 　‌�文化企画課

スポーツ功労者　日比野弘氏　追悼展示

早稲田大学スポーツ功労者、名誉教授

の日比野弘氏が2021年11月14日に逝去さ

れた。

日比野氏は1970年から８期にわたり本

学ラグビー蹴球部監督に就任、日本選手権

を制覇したのち、数々の記録を樹立し、早

稲田ラグビーの全盛期を築かれた。1976

年には日本代表監督に就任し、日本ラグ

ビーの発展と国際的な活躍に寄与。1981

年からは本学体育局と人間科学部で教鞭を

とり、後進の指導育成に尽力された。その

功績を偲び、パネル、トロフィー、楯の展

示を行った。

� ●来場者数　663名



44 45

文化事業

2 0 2 1 年度　展覧会・催し物

文
化
事
業

総
括

展
覧
会
・
催
し
物

研
究
活
動
・
教
育
活
動

出
品
・
展
示
協
力
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本庄早稲田の杜ミュージアム

展覧会 文化企画課

早稲田スポーツミュージアム

会期 　‌�2022年３月25日（金）〜2022年８月７日（日）

会場 　‌�早稲田スポーツミュージアム

主催 　‌�文化企画課

2022年北京オリンピック・パラリンピック競技結果一覧展示

本学からオリンピックに18人（うち在学

生６人）、パラリンピックに２人（うち在学

生１人、ガイドスキーヤーとして校友１人）

が出場し、活躍した。 20人の競技結果一

覧を展示した。

� ●来場者数　275名

� （2022年３月25日〜31日）

会期 　‌�９月11日（土）〜11月14日（日）

会場 　‌�本庄早稲田の杜ミュージアム　早稲田大学展示室

主催 　‌�文化推進部

共催 　‌�本庄市教育委員会

後援 　‌�深谷市・深谷市教育委員会・（公社）温故学会

協力 　‌�（公財）渋沢栄一記念財団渋沢史料館・渋沢栄一記念館・埼玉県立歴史と民

俗の博物館・浄土宗實相寺・早稲田大学図書館・大学史資料センター

本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年記念
大隈重信と渋沢栄一展

大隈重信は2022年１月に没後100年を、

渋沢栄一は2021年11月に没後90年を迎え

ました。本展覧会では、早稲田大学図書館

が所蔵する『大隈文書』と大学史資料セン

ターの『大隈関係文書』の翻刻の成果を基

に、大学が所蔵する渋沢栄一書簡を公開

し、両者の交流資料のほか、交流があった

明治維新の志士らの遺墨や錦絵、写真資

料をはじめ、関係団体が所蔵する貴重な資

料を展示し、大隈と渋沢の出会いと交流、

その歩みを通じて、教育者、起業家育成者

としての視点からその事績を紹介した。

� ●来場者数　6,811名

本庄早稲田の杜ミュージアム開館 1周年記念

大隈重信と
渋沢栄一展

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

で
き
る
だ
け
多
く
の
幸
福
を

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」実
現
の
た
め
、

資
本
主
義
を
支
え
る
産
業
育
成
と

議
会
制
民
主
主
義
を
支
え
る

国
民
の
教
育
に
か
け
た
熱
き
思
い

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」実
現
の
た
め
、

資
本
主
義
を
支
え
る
産
業
育
成
と

議
会
制
民
主
主
義
を
支
え
る

国
民
の
教
育
に
か
け
た
熱
き
思
い

9月11日　～
11月14日

2021年

9：00～16：30
会期中一部展示替えを行います

休館日：月曜日（休日の場合は翌日）
観覧料：無料

会場：

本庄早稲田の杜ミュージアム
早稲田大学展示室
早稲田大学本庄キャンパス　93号館１階　

主催：早稲田大学（文化推進部）　共催：本庄市教育委員会 　後援：深谷市、深谷市教育委員会、（公社）温故学会
協力：（公財）渋沢栄一記念財団渋沢史料館、渋沢栄一記念館、埼玉県立歴史と民俗の博物館、浄土宗實相寺、早稲田大学図書館、早稲田大学大学史資料センター

本展示は、「早稲田文化募金」の助成を受けています。 https://kifu.waseda.jp/contribution/w_culture/
写真：（左）大隈重信／（右）渋沢栄一　早稲田大学大学史資料センター所蔵　背景画像：横浜一覧之真景　早稲田大学図書館所蔵

B2ポスター（515×728mm）

日

土
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日時 　‌�10月９日（土）　14：00〜15：45

会場 　‌�本庄市民文化会館

主催 　‌�本庄早稲田の杜ミュージアム

協力 　‌�文化推進部

講師 　‌�渡邉義浩（本庄早稲田の杜ミュージアム名誉館長／文化推進担当理事・文学

学術院教授）

日時 　‌�10月17日（日）　14：00〜15：45

会場 　‌�本庄市民文化会館

主催 　‌�本庄早稲田の杜ミュージアム

協力 　‌�文化推進部

講師 　‌�近藤二郎　（文学学術院教授・エジプト学研究所所長）

本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年記念講演会

邪馬台国─『三国志』の中の魏志倭人伝

本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年記念講演会

早稲田大学のエジプト調査の歩み

本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年

を記念し、三国志など古典中国学が専門で

開館から名誉館長を務める渡邉義浩による

講演会を開催した。中国の史書の記載とし

て魏志倭人伝をどのようにとらえて解釈し

たらよいのか、最新の研究と発掘成果をも

とに判りやすく説明し論じた。

� ●来場者数　182名

本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年

を記念し、エジプト学、考古学、文化財学

が専門で同館の運営委員会委員を務める

近藤二郎による講演会を開催した。早稲田

大学のこれまでのエジプト発掘調査と研究

の歩みをわかりやすく説明し、最新の研究

成果と課題についても論じた。

� ●来場者数　110名

講演会・シンポジウム

講演会・シンポジウム
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本庄早稲田の杜ミュージアム

会期 　‌�12月７日（火）〜2022年５月29日（日）

会場 　‌�本庄早稲田の杜ミュージアム　早稲田大学展示室

主催 　‌�文化推進部・會津八一記念博物館

共催 　‌�本庄早稲田の杜ミュージアム

山内清男コレクション受贈記念

山内清男の考古学

山内清男博士は、「日本先史考古学の父」

として知られ、縄文時代研究の方法論を確

立するとともに、科学的に体系化し、日本

の考古学界に大きな足跡を残しました。會

津八一記念博物館は、2017年度に博士の

ご遺族から、博士の旧蔵資料を一括して寄

贈を受けました。今回の企画展では、今ま

で一般に公開されたことがなかった多数の

研究メモ、原稿や草稿、紙焼き写真などか

ら現在までに整理を終えた資料を中心に公

開し、博士が考古学と共に歩んだ足跡を、

資料に沿って紹介した。

� ●来場者数　3,631名（３月31日迄）

2021年12月7日（火）～2022年5月29日（日）

山
内
清
男
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
受
贈
記
念

入 

館 

無 

料

山
内
清
男
の
考
古
学

開館時間　9：00～16：30 （会期中一部展示替えを行います。）
休  館  日　月曜日（休日の場合は翌日）、 １２月２７日（月）～１月３日（月）
会　　場　本庄早稲田の杜ミュージアム 早稲田大学展示室
共　　催　本庄早稲田の杜ミュージアム、早稲田大学 會津八一記念博物館

〒367-0035 埼玉県本庄市西富田1011
早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター（早稲田大学93号館）1F

TEL.0495 -71-6878
Website  https://www.hwmm.jp/   E-mail  hwmm@city.honjo.lg.jp

山内清男コレクション受贈記念講演

山内清男と縄紋文化（仮）
早稲田大学文学学術院 教授 高橋龍三郎
2022年0月0日（土） 14:00～（仮）
早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター ３階 レクチャールーム１
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
本庄早稲田の杜地域連携展覧会  ２階 情報資料室　
旧石器・縄文時代の児玉・深谷地域
2022年1月4日（火）～3月27日（日）  同時開催

日時 　‌�2022年３月21日（月・祝）　14：00〜15：30

会場 　‌�早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター（93号館）３階　レク

チャールーム１

主催 　‌�文化推進部・ 會津八一記念博物館

共催 　‌�本庄早稲田の杜ミュージアム

講師 　‌�高橋龍三郎　（文学学術院教授）

山内清男コレクション受贈記念講演

山内清男のサケマス論と縄文社会論―カルフォルニア・イン
ディアンとの比較

パプアニューギニアの民族誌調査や縄文

時代の社会構造を研究するなど、先史考古

学界を牽引する高橋龍三郎教授を講師に

迎え、山内清男が提唱した「サケマス論」

から縄文社会の実態に迫まった。

� ●来場者数　39名

講演会・シンポジウム
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本庄早稲田の杜ミュージアム

会期 　‌�2022年１月４日（火）〜３月27日（日）

会場 　‌�早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター（93号館）２階　情報

資料室

主催 　‌�文化推進部・本庄市・美里町・神川町・上里町・深谷市

第２回本庄早稲田の杜地域連携展覧会

旧石器・縄文時代の児玉・深谷地域

今回の本庄早稲田の杜地域連携展覧会

では、児玉・深谷地域の遺跡の発掘調査に

よって出土した資料を出品し、人々の暮ら

しがはじまった旧石器時代から縄文時代と

なり定住化がはじまり、豊富な森林資源や

河川をめぐる多様な資源を背景にムラと呼

んでよい竪穴住居のまとまりが形造られる

ようになる児玉・深谷地域の旧石器・縄文

時代の人々の生活と文化を紹介した。

� ●来場者数　2,660名

児 玉・深谷地域では、丘陵部を中心に、旧石器時代から人々の暮らしが

始まりました。旧石器時代から縄文時代草創期・早期にかけては、

人々の暮らしの跡は、遺跡に残されたわずかな石器や土器におおむね限られま

すが、児玉・深谷地域のほぼ全域にわたって、様々な時期、段階の遺物がみら

れます。

縄文時代前期以降になると、主に丘陵部に竪穴住居跡がみられるようになり、

ムラと呼んでよい竪穴住居のまとまりが形作られるようになります。この豊富

な森林資源や河川をめぐる多様な資源を背景とする定住化と集住化の傾向は、

縄文時代中期には、大規模なムラの出現として最盛期を迎えました。

縄文時代後・晩期には、遺跡の数は減少しますが、湧水や池沼の周辺、低地に

遺跡がみられるようになり、新たな環境が切り開かれつつある様がうかがわれ

ます。また、土偶や土製の装身具、石棒や石剣などの祭祀具などに、精巧な作

りの製品がみられるようになります。

この展覧会では、主に発掘調査によって出土した資料を出品し、児玉・深谷地

域における旧石器・縄文時代の人々の生活と文化を紹介します。

本庄早稲田の杜ミュージアム第２回企画展｜本庄早稲田の杜地域連携展覧会

❶深谷市出土縄文土器（深谷市）
❷旧下久保コテージ付近出土深鉢（神川町）
❸平遺跡出土注口土器（神川町）

❶

❷ ❸

講演会

■新幹線　JR上越・北陸新幹線　本庄早稲田駅南口から　徒歩３分

■電車　　JR高崎線　本庄駅南口から　はにぽんシャトル（所要時間

　　　　　１３分）バス停「本庄早稲田駅北口」下車　徒歩５分

　　　　　または　本庄駅南口からタクシー１０分

■車　　　関越自動車道　本庄児玉ＩＣから５分

　　　　　無料駐車場あり

講演時間

会　    場

※新型コロナウイルスの感染状況により、

　変更または中止する場合があります。

交通案内

本庄早稲田駅

本庄駅

至伊勢崎

至熊谷

至熊谷

至寄居至児玉

本庄児玉 IC
関越自動車道

北泉小

市民文化会館

本庄早稲田駅
入口

JR 上越・
北陸新幹線

若泉 2 東台 5

駅南 2

けや木 2

本庄総合公園

本庄市役所

JR 高崎線

P P
P

462
17

31

午後２時～３時３０分

早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター

（元早稲田大学考古資料館学芸員）

（神川町教育委員会生涯学習課）

（深谷市教育委員会文化振興課）

３階レクチャールーム１

第１回　令和４年１月２９日（土）

「大久保山遺跡出土の縄文土器をめぐる諸問題」

講師　細田　勝　氏

第２回　令和４年２月５日（土）

「神川町の縄文時代」

講師　北山　直人　氏　

第３回　令和４年２月１２日（土）

「深谷市の縄文時代」

講師　平野　哲也　氏

第１回～第３回共通

どなたでも

５０名（先着順）

無料

令和４年1月１４日（金）午前９時から

①～③いずれかの方法で申込

①電話（０４９５-７１-６８７８）

②ファックス（０４９５-７１-６８７９）

③本庄早稲田の杜ミュージアム窓口

対       象

定       員

費       用

申込方法
旧石器・縄文時代
児玉・深谷地域

の



48 49

文化事業

2 0 2 1 年度　展覧会・催し物

文
化
事
業

総
括

展
覧
会
・
催
し
物

研
究
活
動
・
教
育
活
動

出
品
・
展
示
協
力

日時 　‌�第１回 2022年１月29日（土）　14：00〜15：30� ‌

第２回 ２月５日（土）　14：00〜15：30� ‌

第３回 ２月12日（土）　14：00〜15：30

会場 　‌�早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター（93号館）３階　レク

チャールーム１

主催 　‌�文化推進部・本庄市・美里町・神川町・上里町・深谷市

講師 　‌�第１回「大久保山遺跡出土の縄文土器をめぐる諸問題」　講師　細田勝（元

考古資料館学芸員）� ‌

第２回「神川町の縄文時代」　講師　北山直人（神川町教育委員会生涯学習課）‌

第３回「深谷市の縄文時代」　講師　平野哲也（深谷市教育委員会文化振興課）

本庄早稲田の杜地域連携展講演会

児玉・深谷地域の旧石器・縄文時代の

人々の生活と文化を紹介した本庄早稲田の

杜地域連携展覧会「旧石器・縄文時代の

児玉・深谷地域」の関連講演会として開催

した。それぞれの地域の縄文時代の様相と

最新の発掘調査の成果を報告するとともに

縄文土器をめぐる文化交流の課題について

判りやすく解説した。

� ●来場者数　計126名

講演会・シンポジウム
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【坪内博士記念演劇博物館】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

９月23日〜11月3日 企画展「美男におわす」 埼玉県立近代美術館

11月27日〜2022年１月24日 企画展「美男におわす」 島根県立石見美術館

11月20日〜12月19日
早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業坪内逍遙大賞受賞記念展
白石加代子と「百物語」の世界

早稲田大学文化推進部文化企画課

12月６日〜2022年１月23日 小もの展　會津八一の蒐集からみるひと・もの・こと 早稲田大学會津八一記念博物館

2022年１月１日〜12月15日 宝塚歌劇の殿堂 阪急電鉄株式会社

2022年１月10日〜４月17日 没後100年記念展大隈重信―後世に残した言葉 早稲田大学文化推進部文化企画課

【會津八一記念博物館】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

２月20日〜８月29日 没後70年　南薫造
東京ステーションギャラリー、広島県立美術
館、久留米市美術館

６月10日〜７月20日 弥生時代の貝塚 大田区立郷土博物館

６月26日〜８月９日 アイヌの装いとハレの日の着物―国立アイヌ民族博物館の開館によせて 渋谷区立松濤美術館

７月６日〜９月23日 学規と教育 新潟市會津八一記念館

７月10日〜11月21日 寺田小太郎　いのちの記録　―コレクションよ、永遠に― 多摩美術大学美術館

７月17日〜９月１日 へそまがり日本美術　禅画からヘタウマまで 北海道立近代美術館

７月24日〜２月27日 らくがく縄文館　―縄文土器のマナビを楽しむ―
市川歴史博物館、八千代市立郷土博物館、
袖ケ浦市郷土博物館

９月７日〜10月17日 白馬、翔び立つ　―黒田清輝と岡田三郎助― 佐賀県立美術館

10月９日〜12月12日 華＊花　―四季の花と中国陶磁史― 愛知県陶磁美術館

【大学史資料センター（現 早稲田大学歴史館東伏見アーカイブズ）】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

７月14日〜９月12日 令和３年度夏の企画展「義足と戦傷病者」 しょうけい館

10月22日 トークイベント「国立駅南口駅前広場ウンチクあれこれ」 くにたち郷土資料館

11月12日〜2022年１月23日 大隈重信没後100年・鉄道開業150年記念特別展「陸蒸気を海に通せ！」 佐賀県立佐賀城本丸歴史館

12月18日〜2022年３月21日 令和３年度佐賀市大隈重信記念館企画展
「大隈重信の円と縁〜円の誕生と郷里佐賀との縁〜」 佐賀市大隈重信記念館

【文化企画課】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

３月20日〜５月23日 デビュー50周年記念　諸星大二郎展　異界への扉 北九州市漫画ミュージアム

11月27日 史跡探訪「県内の古墳を訪ねる」前山１号墳、東谷古墳 埼玉県立さきたま史跡の博物館
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文化推進部は、本学の優れた文化資源を公開し各地の

教育研究活動に役立て、また本学が有する人的資源を地

域社会の教育や文化推進に活用し社会貢献するため、さ

まざまな文化事業を展開している。本学のキャンパスが

所在する地域や包括協定・文化交流協定を締結した地域

で、大学が所蔵する貴重な文化財を巡回展覧会により公

開している。また、地域の行政・企業・住民と連携して、

本学の学生・教職員に校友も加わり、演劇・映画・映像・

音楽・文学・芸術・科学・スポーツなどの多様なイベン

トを協働で実施している。

福島県白河市と早稲田大学の文化振興ならびに早稲田文化を多くの地域に広げたいという目的のもと、2014年度より開始した地
域交流である。本学公認サークルである Street Corner Symphony（2014年度・2015年度）、早稲田大学グリークラブ（2016年度・
2017年度）、早稲田大学混声合唱団・津軽三味線愛好会三津巴の二団体（2018年度・2019年度）の協力を得てコンサートを行なっ
た。

■白河市・早稲田大学交流事業

2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止となった。

　１．福島県白河市

杉原千畝出身地である岐阜県八百津町と早稲田大学が、文化振興の交流ならびに早稲田文化を多くの地域に広げたいという目的
のもと、2016年度から実施された地域交流である。これまで早稲田大学混声合唱団（2016年度～2018年度）やグリークラブ（2019
年度）を派遣し、コンサート前日には出演学生が町内の２つの中学校の生徒と歌の交流を行うほか、杉原千畝記念館にも訪問し、
見識を深めている。

■岐阜県八百津町交流事業「ワセダ・ヒューマニティ・コンサート’21」
2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止となった。

　３．岐阜県加茂郡八百津町

早稲田大学は2006年12月19日、大隈重信の出身地である佐賀県と「連携協同による基本協定」を締結し、さまざまな教育・研究
の共同事業を展開している。また、佐賀市には大隈候生誕125周年を記念して開館した大隈重信記念館と、国の指定史跡である大
隈重信旧家（生家）がある。大隈重信記念館とは、毎年交流を行っており、毎年開催される大隈祭に合わせて、年間の企画展示報
告・今後の展示等の予定の情報共有を行っている。また、大学史資料センターおよび中央図書館等から大隈重信記念館で実施され
る企画展への資料提供なども行っている。

■令和３年度　大隈祭

2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、規模を縮小しての実施となった。

　２．佐賀県佐賀市

早稲田大学のキャンパス所在地域である、東京都新宿区との地域交流事業として、以下の事業を行っている。

（１）催し物の後援・協力（文化推進部）
新宿区との地域交流事業として、毎年は以下の催し物の後援・協力を行っている。

■令和３年度　新宿区夏目漱石コンクール
　読書感想文コンクール�
「わたしの漱石、わたしの一行」（中学生部門・高校生部門）
　絵画コンクール�
「どんな夢を見た？あなたの『夢十夜』」（小学生部門）
応募期間：６月28日（月）～９月10日（金）
表彰式：12月18日（土）

　４．東京都新宿区
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熱海市、熱海稲門会、演劇博物館は、毎年坪内逍遙顕彰事業の一環として、「逍遙忌記念祭」を開催し、記念講演会を行ってい
る。また記念祭に合わせ、熱海市教育委員会・熱海稲門会・美濃加茂市・演劇博物館などの逍遙ゆかりの機関・施設が参加する意
見交換会を行っている。熱海は坪内逍遙終焉の地で、終の棲家となった双柿舎や墓所の海蔵寺があるほか、逍遙自ら作詞した市歌
や、創立に尽力したとされる市立図書館など、逍遙の足跡が多く残る。

■第51回逍遙忌記念祭
日　　時：2022年２月28日（月）14：00～14：20
会　　場：熱海市海蔵寺　坪内逍遙墓前
主　　催：熱海市、熱海稲門会、演劇博物館
内　　容：お慕いのことば（熱海市長、熱海稲門会会長、演劇博物館館長）
　　　　　献花（熱海市長、熱海稲門会会長、演劇博物館館長）
　　　　　読経（海蔵寺住職：熱海稲門会主催）
※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため規模を縮小して実施

　５．静岡県熱海市

会　　場：新宿区立漱石山房記念館
主　　催：新宿区・新宿区教育委員会　※本学は後援

（２）令和３年度　文化庁補助事業　新宿から発信する「コロナ以後の新しい博物館」プロジェクト実行委員会�
　（演劇博物館）

2020年度に引き続き、今年度も文化庁「地域と共働した博物館創造活動支援事業」に採択されたことを受け、新宿区の文化観光
課や教育委員会、公益財団法人新宿未来創造財団などと連携し、コロナ禍においても新宿を中心とした地域文化・観光の振興、人
材育成、国際交流の推進や演劇博物館の多言語化などを目指してさまざまな活動を実施した。

企画名称 期間 会場 講師・出演者など

オンラインによる展覧会紹介の多言語サービス
事業

６月３日（木）～
2022年３月31日（木）

演劇博物館公式ホーム
ページ

オンラインシンポジウム「コロナ時代の都市文
化と演劇」

８月５日（木） Zoom

登壇者：山本太郎（長崎大学熱帯医学研究所教授）、
吉見俊哉（東京大学大学院情報学環教授）、相馬千
秋（アートプロデューサー、NPO 法人芸術公社代
表理事、東京藝術大学大学院准教授）、後藤隆基（演
劇博物館助教）、児玉竜一（演劇博物館副館長）

無声映画出張体験教室
12月13日（月）、
2022年１月14日（金）

都立武蔵台学園、都立
鹿本学園

講師：片岡一郎（活動写真弁士）、上屋安由美（楽士）

リーディング新派 in エンパク『十三夜』 12月15日（水） 大隈記念講堂小講堂

脚色：久保田万太郎、構成・演出：齋藤雅文
出演：波乃久里子（俳優）、柳田豊（俳優）、伊藤
みどり（俳優）、喜多村緑郎（俳優）
音楽：堅田喜三代

オ ン ラ イ ン イ ベ ン ト「『Japan Digital Theatre 
Archives』からひろがる、舞台芸術アーカイブ
の未来」

2022年１月24日（月） Zoom

登壇・発表者：成島洋子（SPAC- 静岡県舞台芸術
センター芸術局長）、木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎主
宰）、岡室美奈子（演劇博物館館長）、松谷はるな（演
劇博物館）、中西智範（演劇博物館）

（３）新宿歴史博物館（會津博物館）
令和３年は新宿ゆかりの人物で、歌人・書家・美術史家として活躍した會津八一（1881～1956）の生誕140年にあたる。新宿歴

史博物館の要請に応え、會津八一記念博物館長が會津八一の学問とその魅力を主題に講演を行った。
【日時】令和３年11月14日（日）　14：00～15：30
【会場】新宿歴史博物館　２階講堂
【講師】肥田路美（早稲田大学會津八一記念博物館館長）
【参加者数】42名
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鴨川市と本学の間で「鴨川市太海多目的公益用地に関する基本合意書」（セミナーハウスの誘致）の締結をしたことを契機に、鴨
川市民に本学を理解していただくため、1998年より開始した交流事業。安房地域の小学生を対象とした理工学術院教職員の指導に
よる「おもしろ科学実験教室」の開催を中心に、さまざまな事業を実施している。

■鴨川市・早稲田大学交流事業
　「おもしろ科学実験教室」

2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止となった。

　６．千葉県鴨川市

2007年４月、文化推進部発足を機に、本学は坪内逍遙と津田左右吉の生誕地である美濃加茂市と「文化交流協定」を締結した。
美濃加茂市は逍遙の功績を称え市民文化の向上を図るため、1994年に「坪内逍遙大賞」を創設し、演劇分野において坪内逍遙の功
績を再認識させるような優秀な活動・著作を表彰している。本学は文化交流協定の一環として2007年に「早稲田大学坪内逍遙大賞」

（53ページ参照）を制定し、互いに隔年で授賞することとなった。このほか、以下のさまざまな交流事業を実施している。

（１）学生演劇公演（文化推進部）
　学内公募で選ばれた本学の学生劇団が、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアムに約１週間合宿し野外公演を行う企画
で、2008年より毎年９月に実施。滞在中に県立加茂高等学校などでの演劇ワークショップ、坪内逍遙博士顕彰会との交流、坪内
逍遙に関する学習なども行ってきた。

■�第14回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業 学生演劇公演�
早稲田大学Seiren Musical Project「シャッターチャンス」
2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、映像作品を制作し配信した。
作・演出：緑川雅貴
出　　演：Seiren Musical Project
主　　催：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム、文化推進部文化企画課
協　　力：坪内逍遙博士顕彰会
視聴数（公開後１か月間のべ）：778回
内　　容：今回は初めての試みとして「映像作品」の制作に取り組んだ。美濃加茂市へ赴くことは叶わなかったが、坪内逍遙や、
氏の生誕地である岐阜県美濃加茂市に思いを巡らせ、オリジナル作品を制作した。
主人公が人との出会いを通して「頑張ることの意味」を再発見するストーリーで、歌やダンスを交え、子どもから大人まで楽し
めるミュージカル作品を配信した。

（２）「坪内逍遙大賞受賞者記念事業」協力（文化推進部、演劇博物館）

■第18回坪内逍遙大賞記念事業
日　　時：2022年１月28日（金）18：30～19：40（予定）
会　　場：かも～る（美濃加茂市文化会館）
内　　容：白石加代子　朗読劇
主　　催：美濃加茂市
協　　力：文化推進部、演劇博物館、坪内逍遙博士顕彰会
※新型コロナウイルス感染症の急拡大の状況を踏まえ中止

　７．岐阜県美濃加茂市

本学本庄キャンパスも設置されている埼玉県本庄市にて定期的に開催している「生涯学習推進大会」内において、2018年度より、
本学学生団体による公演を実施することとなった。

■Big Band Jazz Special Live“早稲田大学ハイソサエティ・オーケストラ”

2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止となった。

　８．埼玉県本庄市
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宮崎県出身の歌人、若山牧水（1885〜1928年）を顕彰する
短歌コンクール。若山は旧制延岡中学を経て、早稲田大学英
文科卒（1908年）。同級生の北原白秋（射水）、中林蘇水と親
交を厚くし、「早稲田の三水」と呼ばれる。

毎年、全都道府県から広く短歌を募集し、短歌大賞・優秀

賞などを決定している。早稲田大学は「審査員特別賞 早稲田
大学賞」として、３名を顕彰している。2021年度は３名を表
彰した。
※�式典自体は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止と

なった。

　２．若山牧水青春短歌大賞（宮崎県延岡市）

梓立祭（しりつさい）は、「学苑創立の母」といわれる小野
梓（1852～1886年）の誕生日２月20日（新暦の３月10日）を
記念日として祝う祭典である。小野梓を顕彰しその研究をと
おして、教育文化・芸術の向上を図りながら、宿毛の偉人た
ちも順次顕彰し、過去の偉人達の足跡に学びながら青少年の

健全育成や宿毛の文化・教育の発展に寄与することを目的と
する。

梓立祭では、作文・絵画コンクールを実施し、最優秀賞・
優秀賞・奨励賞として、小学生、中学生各１名を顕彰してい
る。2021年度は９名を表彰した。

　３．梓立祭作文・絵画コンクール（高知県宿毛市）

旺文社が、「全国の小・中・高校生の研究・アートおよび文
芸の振興奨励と、青少年の個性の育成」を目的として、1957
年から主催している顕彰事業である。

このコンクールでは、幅広く多様な分野に部門を設け、児
童・生徒が自身の得意分野の作品で応募でき、毎年全国から
多数の応募がある。優秀作品には、内閣総理大臣賞・文部科

学大臣賞・環境大臣賞などが授与される。早稲田大学は「早
稲田大学総長賞」として、文芸Ⅰ（小説・詩部門）の最優秀
者を表彰している。2021年度は早稲田大学総長賞を１名表彰
した。
※�式典自体は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止と

なった。

　４．旺文社主催「全国学芸サイエンスコンクール」

上越市が生んだ日本児童文学の父、小川未明（1882〜1961
年）の作品および業績を広く市内外に紹介するとともに、子
供の感性や想像力を育むといった理念で設立された顕彰事業。
未明は早稲田大学英文科在学中より執筆活動を開始し、1905

年に卒業。生涯で1,000点 以上の作品を世に送り出し、「日本
のアンデルセン」として読者に親しまれている。小川未明文
学賞は、小学生を対象にした創作児童文学に与えられる文学
賞である。文化推進部は、後援顕彰事業を行っている。

　５．小川未明文学賞（新潟県上越市）

2007年に迎えた創立
125周年を記念して、近
代日本の文芸・文化の
創造者ともいうべき坪
内逍遙の偉業を顕彰す
ると同時に、その精神
を広く未来の文化の新
たな創出につなげると
いう願いから、文芸をはじめとする文化芸術活動において著
しい貢献をなした個人（もしくは団体）を顕彰すべく、「早稲
田大学坪内逍遙大賞」を創設した。また、これからの文化の
担い手である若い才能を応援すべく、奨励賞を併せて創設し
た。あまたある文芸・文化関係の賞の中で、広く開かれた独
自の意義を担う賞を目指していきたいと考えている。文芸・
文化・芸術活動の中から、隔年で「大賞」１名、「奨励賞」１
名を選んで顕彰する。副賞として記念のメダルと大賞100万円、
奨励賞50万円を贈呈している。

早稲田大学は、文化推進部が2007年４月に発足したのを機
に、美濃加茂市との間で同年春に文化交流協定を締結した。
この協定の精神には本学の地域連携の理念がある。具体的に
は早稲田大学と美濃加茂市とが、隔年で独自の選考基準に基
づきつつも坪内逍遙大賞を選考し、結果的に毎年の授賞を実
現しようというものである。美濃加茂市坪内逍遙大賞が演劇
人の顕彰であるのに対して、早稲田大学坪内逍遙大賞は坪内
逍遙の業績に鑑み、文芸をはじめとする文化全般に貢献した
人々を顕彰することを目指している。

第８回（2021年）授賞式10月20日（水）
大　賞
桐野　夏生

【授賞理由】社会のメカニズムに巻き込まれ、
あるいは逆に利用しながらしたたかに生きて
いく人間の営みを、善悪を超えた視点から描き

続ける作家・桐野夏生氏。人間社会を覆う抑圧と服従状態を
「かつて」の「遠い場所」ではなく、読者が「いま」いる世界

から現前させる小説家として知られる。出世作『OUT』以来、
多くの小説は複数の外国語に翻訳され、語られざる日本のあ
りようを示し、グローバルに問題提起している。今春、女性
初の日本ペンクラブ会長に選出された。本賞を授賞するのに
真にふさわしい芸術家である。

奨励賞
マーサ・ナカムラ

【授賞理由】この数年、マーサ・ナカムラ氏の
詩作は急速な深化を遂げている。第一作『狸の
匣』から顕著だった詩と散文の融合、あるいは
日常のうちに潜む異界への親炙は維持しなが
ら、第二作『雨をよぶ灯台』では、その異界を
自身の内側に取り込んでしまうような生々しさ
を獲得している。しかしこの詩人の最大の魅力は、現代詩の
枠を踏み越えそうな勢いを冷静に抑えて言葉を軋ませる、よ
い意味での落ち着きと図太さにあるだろう。若さの使いこな
しの特異さに、大きな期待を寄せたい。

過去の受賞者
受賞年度 坪内逍遙大賞 奨 励 賞

2007（第１回） 村上　春樹 川上美映子
2009（第２回） 多和田葉子 木内　　昇
2011（第３回） 野田　秀樹 円城　　塔

2013（第４回） 小川　洋子
小野　正嗣
山田　　航

2015（第５回） 伊藤比呂美 福永　　信
2017（第６回） 柴田　元幸 アーサー・ビナード
2019（第７回） 是枝　裕和 福嶋　亮大
2021（第８回） 桐野　夏生 マーサ・ナカムラ

　１．早稲田大学坪内逍遙大賞

（C）Keiichi SUTO
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2008年度からスタ―トした学術研究書出版制度は、「大学の
研究教育の内容やその水準を直接に体現する手段のひとつで
あり、当該大学にとって枢要な使命を担う」と位置付け、そ
の充実こそが、大学全体のアカデミック・ステイタスの維持・
向上に直結するという考えを示してきた。これまで研究教育

活動や多様な文化事業の成果を効果的に発信するために、早
稲田大学と早稲田大学出版部は連携してきた。

出版事業が学術情報発信の基盤をなすという認識から、大
学が直接これに関わって、自らの使命を果たすことが、学術
研究書出版制度の趣旨であるといえる。

　１．学術情報発信の基盤としての出版事業

学術研究書出版制度については2015年度に以下の内容にあらためて整備し、現在に至っている。2021年度には６冊の学術研究書
を発行した。

（１）２種類の学術研究書シリーズ―学術叢書とエウプラクシス叢書

「早稲田大学学術叢書」は、本学のアカデミック・ステイタスの維持・向上を目的とし、良質な学術研究書の出版機会を提供している。
また、以前の「早稲田大学モノグラフ」に替わって、新鋭研究者のための叢書「早稲田大学エウプラクシス叢書」（「エウプラク

シス」は、ギリシャ語で「成功を収めた実績」の意味）を発刊し、出版経験の少ない研究者に対して出版機会を提供するため、出
版部の専門の編集者が入稿から刊行まで、原稿の完成に向けて支援する体制を作っている。いずれも上製本の A5判とし、ペ―ジ数、
字数などの詳細は募集要項に記載している。

（２）審査のプロセスと採否の最終決定について

「書面審査」では、学内外の複数の専門審査員に、原稿と提出書類に基づく審査および評価を行っている。専門審査員は、応募分
野の専門研究者を中心に研究者デ―タベ―スなどから抽出し選定している。学位論文をベ―スにしている場合は、指導教員などの
関係者は除き、公正性を維持している。「書面審査」による評価点に、出版物としての市場性の観点から出版部編集者の意見を加
え、研究推進担当副総長および文化推進担当理事が最終決定を行っている。

（３）出版企画委員会の役割

委員会は、文化推進を担当する理事からの諮問を受けて、レベルの高い学術文化情報の発信、国際社会における本学のアカデ
ミック・ステイタスの向上を目指して、この制度における学術書と学内外の優れた学術研究成果の応募促進のために審議する。

（４）応募資格の拡大について

上記の改善に伴い、「早稲田大学学術叢書」および「早稲田大学エウプラクシス叢書」の応募資格を当初より拡大し、募集要項、
審査要領などの内容を見直し、現在に至る（募集要項の詳細については、ウェブサイト「早稲田文化」の学術研究書出版支援の欄
を参照）。

　２．学術研究書出版制度について

刊行№ 書　　　名
学術叢書１ 濱川栄『中国古代の社会と黄河』
学術叢書２ 真辺将之『東京専門学校の研究』
学術叢書３ 中垣啓『命題的推論の理論』
学術叢書４ 堀真清『一亡命者の記録』
学術叢書５ 藤井千春『ジョン・デューイの経験主義哲学における思考論』
学術叢書６ 鳥越皓之『霞ヶ浦の環境と水辺の暮らし』
学術叢書７ 山内晴子『朝河貫一論』
学術叢書８ 金孝淑『源氏物語の言葉と異国』
学術叢書９ 鈴木勘一郎『経営変革と組織ダイナミズム』
学術叢書10 佐藤洋一『帝政期のウラジオストク』
学術叢書11 五十嵐誠一『民主化と市民社会の新地平』
学術叢書12 内田悦生・下田一太 ( コラム執筆 )『石が語るアンコール遺跡』
学術叢書13 青木雅浩『モンゴル近現代史研究』
学術叢書14 飯山知保『金元時代の華北社会と科挙制度』
学術叢書15 上野和昭『平曲譜本による近世京都アクセントの史的研究』
学術叢書16 Ayako Yoshino『Pageant Fever』
学術叢書17 河西宏祐『全契約社員の正社員化』
学術叢書18 市川熹『対話のことばの科学』
学術叢書19 伊藤りさ『人形浄瑠璃のドラマツルギー』
学術叢書20 石濱裕美子『清朝とチベット仏教』
学術叢書21 黒崎剛『ヘーゲル・未完の弁証法』

刊行№ 書　　　名
学術叢書22 片木淳『日独比較研究 市町村合併』
学術叢書23 Rieko Suzuki『Negotiating History』
学術叢書24 杵渕博樹『人類は原子力で滅亡した』
学術叢書25 奥野武志『兵式体操成立史の研究』
学術叢書26 井黒忍『分水と支配』
学術叢書27 岩佐壯四郎『島村抱月の文藝批評と美学理論』
学術叢書28 高橋弘幸『企業競争力と人材技能』
学術叢書29 高橋勝幸『アジア冷戦に挑んだ平和運動』
学術叢書30 小松志朗『人道的介入』
学術叢書31 渡邉将智『後漢政治制度の研究』
学術叢書32 石井裕晶『制度変革の政治経済過程』
学術叢書33 森佳子『オッフェンバックと大衆芸術』
学術叢書34 北山夕華『英国のシティズンシップ教育』
学術叢書35 Yoshio Ueno『An Automodular View of English Grammar』
学術叢書36 森祐司『地域銀行の経営行動』
学術叢書37 竹中晃二『アクティブ・ライフスタイルの構築』
学術叢書38 渡邊詞男『格差社会の住宅政策』
学術叢書39 岩田圭一『アリストテレスの存在論』
学術叢書40 藤岡典夫『環境リスク管理の法原則』
学術叢書41 陳丹舟『中国独占禁止法 ― 法体系とカルテル規制の研究』
学術叢書42 上野義雄『An Automodular View of Ellipsis』

学術叢書刊行一覧（2009年３月～2021年３月）
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刊行№ 書　　　名
学術叢書43 小松寛『日本復帰と反復帰―戦後沖縄ナショナリズムの展開』
学術叢書44 工藤龍太『近代武道・合気道の形成 ―「合気」の技術と思想』

学術叢書45 牟倫海『戦後日本の対外文化政策 ― 1952年から72年におけ
る再編成の模索』

学術叢書46 楯身智志『前漢国家構造の研究』

学術叢書47 李軍『日中漢字文化をいかした漢字・語彙指導法 ─「覚える」
から「考える」へ』

学術叢書48 湯浅有希子『柔道整復師―接骨術の西洋医学化と国家資格への歩み』

学術叢書49 谷口建速『長沙走馬楼呉簡の研究 ― 倉庫関連簿よりみる孫
呉政権の地方財政』

刊行№ 書　　　名
学術叢書50 上野義雄『現代日本語の文法構造 ― 形態論編』
学術叢書51 上野義雄『現代日本語の文法構造 ― 統語論編』
学術叢書52 前田徹『初期メソポタミア史の研究』

学術叢書53 新保敦子『日本占領下の中国ムスリム ― 華北および蒙疆に
おける民族政策と女子教育』

学術叢書54 柏雅之他５名『地域再生の論理と主体形成 ― 農業・農村の
新たな挑戦』

学術叢書55 上野義雄『意味の文法』

学術叢書刊行一覧（2021年４月～2022年３月）
刊行№ 書　　　名

学術叢書56 Yasuo Hasebe『Towards a Normal Constitutional State ― The Trajectory of Japanese Constitutionalism』

エウプラクシス叢書刊行一覧（2016年４月～2021年３月）
刊行№ 書　　　名

エウプラクシス叢書１ 島崎崇史『ヘルスコミュニケーション ― 健康行動を習慣化させるための支援』
エウプラクシス叢書２ 酒井雅子『クリティカル・シンキング教育 ― 探求型の思考力と態度を育む』
エウプラクシス叢書３ 坂口可奈『シンガポールの奇跡 ― 発展の秘訣と新たな課題』
エウプラクシス叢書４ 楢山満照『蜀の美術 ― 鏡と石造遺物にみる後漢期の四川文化』
エウプラクシス叢書５ 飯尾美沙『小児気管支喘息の患者教育 ― 子どもと家族への健康心理学的アプローチ』
エウプラクシス叢書６ 鄭榮蘭『日韓文化交流の現代史 ― グローバル化時代の文化政策：韓流と日流』
エウプラクシス叢書７ 陳雅賽『中国メディアの変容 ― ネット社会化が迫る報道の変革』
エウプラクシス叢書８ 森下之博『中国賃金決定法の構造 ― 社会主義秩序と市場経済秩序の交錯』
エウプラクシス叢書９ 野口真広『植民地台湾の自治 ― 自律的空間への意志』

エウプラクシス叢書10 Petra Karlová『Japan’s Pre ― War Perspective of Southeast Asia; Focusing on Ethnologist Matsumoto Nobuhiro’s Works 
During 1919-1945』

エウプラクシス叢書11 水野忠尚『プレデール立地論と地政学 ― 経済のグローバル化と国家の限界』
エウプラクシス叢書12 柳川響『藤原頼長―「悪左府」の学問と言説』
エウプラクシス叢書13 森達也『思想の政治学―アイザィア・バーリン研究』
エウプラクシス叢書14 李慧敏『日中電力産業の規制改革―競争政策からみた自由化への歩み』
エウプラクシス叢書15 鄭東俊『古代東アジアにおける法制度受容の研究―中国王朝と朝鮮三国の影響関係を中心に』
エウプラクシス叢書16 林佳恵『六朝江南道教の研究―陸修静の霊宝経観と古霊宝経』
エウプラクシス叢書17 酒井貴広『犬神考―迷信に対する人々の意識の変容』
エウプラクシス叢書18 張碧惠『中華民国と文物―国家建設に果たした近代文物事業の役割』
エウプラクシス叢書19 金小英『平安時代の笑いと日本文化―『土佐日記』『竹取物語』『源氏物語』を中心に』
エウプラクシス叢書20 山本孝司『アメリカ進歩主義教育の源流―ブロンソン・オルコット思想研究』
エウプラクシス叢書21 山本幸正『松本清張が「砂の器」を書くまで―ベストセラーと新聞小説の一九五〇年代』
エウプラクシス叢書22 中野千野『複数言語環境で生きる子どものことば育て―「まなざし」に注目した実践』
エウプラクシス叢書23 佐藤雄亮『トルストイと「女」―博愛主義の原点』
エウプラクシス叢書24 藤原整『ブータンの情報社会―工業化なき情報化のゆくえ』
エウプラクシス叢書25 岩崎淳『グローバル化が変える国際基準―検証・G20とバーゼルⅢ』
エウプラクシス叢書26 寺﨑新一郎『多文化社会の消費者認知構造―グローバル化とカントリー・バイアス』
エウプラクシス叢書27 加藤一郎『倭王権の考古学―古墳出土品にみる社会変化』
エウプラクシス叢書28 松本剛次『21世紀型能力と日本語教育―批判的日本語教師研修モデルの提案』

エウプラクシス叢書刊行一覧（2021年４月～2022年３月）
刊行№ 書　　　名

エウプラクシス叢書29 石野由香里『他者の発見―演劇教育から人類学、ボランティアと地域活性論への架け橋』
エウプラクシス叢書30 春口淳一『小規模大学の留学生政策―エンロールメント・マネジメントと日本語教育の可能性』
エウプラクシス叢書31 阿内春生『教育政策決定における地方議会の役割―市町村の教員任用を中心として』
エウプラクシス叢書32 前川一貴『ニーチェの文化的戦略―概念装置としての「生理学」』
エウプラクシス叢書33 阿部亘『李贄―明末〈異端〉の言語世界』
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文化推進部の各機関では、所蔵資料の目録、展覧会の図録、研究紀要などを定期的に発行している。2021年度に刊行されたもの
は以下の通りである。なお、価格は2022年３月31日現在のものである。

【演劇博物館】
（1）別役実のつくりかた
――幻の処女戯曲からそよそよ族へ

（3）ロスト・イン・パンデミック
――失われた演劇と新たな表現の地平

（5）演劇博物館報 
enpaku book 118号

（2）「COVID-19 影響下の舞台芸術と文化政策
――欧米圏の場合」報告冊子

（4）新派 SHIMPA
――アヴァンギャルド演劇の水脈

（6）演劇研究 第四十五号
2021 演劇博物館 紀要

発行：2021年５月17日
A5判　112ページ
価格：1,500円（税込）

発行：2021年６月30日
B5判　320ページ
価格：1,800円（税込）

発行：2022年３月31日
B5判　76ページ
価格：700円（税込）

発行：2021年５月17日
B5判　55ページ
価格：無料

発行：2021年10月27日
B5判　144ページ
価格：1,800円（税込）

発行：2022年３月25日
A5判　281ページ
価格：無料

本展は、日本の現代演劇に多大な影響を与えた別
役実氏が劇作家として地歩を固めるまでの軌跡を、
新資料によってたどる。図録には、幻の第一作
といわれ長らく所在不明であった「ホクロ・ソー
セーヂ」全文を採録したほか、傑作『象』の元に
なった「アカイツキ」の草稿の一部など貴重な新
発見資料を収録。小中学生時代の文集や多感な高
校時代を想像させる詩集、演劇と出会った早稲田
大学自由舞台時代の創作ノート、自筆原稿など、
初期別役を知るためには決定的とも言える豊富な
資料図版とともに、多彩な寄稿文や氏の「略年譜・
全戯曲・著作一覧」、そして巻末には『童話・そ
よそよ族伝説』より、別役自身が描いたとされる

「おおうみの図」の図版を掲載している。劇作家別
役実誕生の瞬間を感じられる一冊となっている。
購入特典として、別役実さん／べつやくれいさん
が描いたイラストの缶バッチ付き。

春季企画展の図録を兼ねた書籍『ロスト・イン・
パンデミック ―― 失われた演劇と新たな表現の地
平』は、展示資料の図版にくわえ、100人をこえ
る関係者の証言や論考、コロナ禍をめぐる社会状
況と演劇界の動向を紐づける年表、中止・延期公
演リスト等から成る記録集でもあり、現物展示と
対になって、春季企画展の総体を形成するもので
ある。

今号では、2021年度の演劇博物館の活動について
企画展と特別展を中心に紹介する。
演劇博物館では、春に企画展「Lost in Pandemic
―― 失われた演劇と新たな表現の地平」と特別展

「別役実のつくりかた ―― 幻の処女戯曲からそよ
そよ族へ」、秋に企画展「新派 SHIMPA ―― アヴァ
ンギャルド演劇の水脈」と特別展「家族の肖像――
石井ふく子のホームドラマ」を開催した。これら
の展示についての報告・レビューのほか、貴重な
資料のグラビアや連載、そして2021年４月に逝去
された鳥越文藏元館長の追悼記事を掲載している。
表紙は「新派 SHIMPA」展で展示した錦絵『恋の
ピストル』（明治33年）。

早稲田大学演劇博物館演劇映像学連携研究拠点特
別テーマ研究２「COVID-19 影響下の舞台芸術と
文化政策――欧米圏の場合」（代表：伊藤愉）で
は、2021年度春季企画展に合わせて冊子を作成し
た。５月17日から延期となっていた企画展は６月
３日に開幕し、会場で冊子を配布していたが、そ
の開幕に先行して同内容の PDF データを Web 公開
した。なお、本冊子は2021年３月に公開した報告
書にその後の情報を追記した上で、加筆更新した
ものである。

新派の揺籃期である明治20年代から現代にいた
るまで、およそ130年におよぶ新派史を「アヴァ
ンギャルド」という視座から検証する展示の図録
であり、厖大な数にのぼる館蔵の新派関連資料を
ふんだんに用いることで、新派の新奇性や多様性
に肉迫した。現代新派を牽引する演出家、俳優の
インタビューや寄稿、評論家や研究者の論考等に
よって多角的に新派の実態を描出した。

研究論文
・�「新富座妖怪引幕」の来歴をめぐって　…児玉竜一
・�浮世絵・草双紙にみる歌舞伎『仮名手本忠臣蔵』

十一段目　…高橋和日子
資料紹介
・�早稲田大学坪内博士記念演劇博物館所蔵「肉筆

上方芝居絵帖」1　…埋忠美沙
・�『葛巻昌興日記能楽関係記事稿』（貞享五年正

月～六月分）
　…�入口敦志、江口文恵、田草川みずき、深澤希

望、柳瀬千穂、竹本幹夫
・�三村竹清日記「不秋草堂日暦（三十）」…三村竹

清日記研究会
・〈坪内逍遙宛諸家書簡７〉坪内逍遙宛
　�五十嵐力・中島雅楽之都・吉江喬松書簡　…柳

澤和子、濱口久仁子、松山　薫
研究論文
・正面性への抵抗：
　　――�ミハイル・フォーキンのバレエ改革の一

側面　…北原まりこ
・沈黙する主人公
　　――�太田省吾作『小町風伝』（1977）の「老

婆」…金　潤貞
・�ドルイド・シアター・カンパニーにおけるサイ

クル上演
　　「ドルイド・マーフィ」の場合　…三神弘子
研究ノート
・欧陽予倩の日本成城中学在籍時期および
　清国留学生に関する考察　…謝　敏
　　翻訳：�張　宇博・郭　済飛・劉　茜、陳　哲

銘・岡崎至秀
　　監訳：平林 宣和
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【會津八一記念博物館】
（1）「受贈記念 コレクター寺田小太郎─ 難波田
龍起、相笠昌義を中心に─」

（2）「山内清男コレクション受贈記念山内清男の
考古学」

発行：2020年５月18日
A4判　71ページ
価格：1,500円（税込）

発行：2021年９月27日
A4判　80ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2021年３月25日
A4判　160ページ
価格：1,000円（税込）

第1章　會津八一の蒐集前夜
第2章　�會津八一コレクショ

ンと実学論
第3章　�日の目を見なかった

小ものたち－諸国人
物偶像

終　章　ものからわかること

【エッセー】
いま 父を思う
寺田小太郎さんのこと
寺田小太郎氏を思う

【作品図版・解説】
難波田龍起作品との出会い
モノクロームの世界
見えざるものへの思い
日本的なるもの
コレクター寺田小太郎と相笠昌義

【特別寄稿】
思い出の中から－父の宝もの－（山内ひみ子）
山内清男の考古学と早稲田（高橋龍三郎）
山内清男先生の足跡、聞書と共に（中村五郎）
遺されしモノへの想い－山内清男資料の顛末
記－（岡本東三）

第１章　一寸ノ竜
第２章　竜驤麟振
第３章　伏竜鳳雛
第４章　飛竜乗雲
第５章　画竜点睛

（4）「早稲田大学 會津八一記念博物館 研究紀要」第23号
【巻頭言】

2021年度の會津八一記念博物館を振り返って（肥田路美）

【論文】
山内清男と先史考古学・人類学（中村五郎）
山内清男『論文集』・『博士論文』刊行とその後（岡本東三）
山内清男の細別型式について（戸田哲也）
山内清男の方法論―山内論文の読み方―（大村裕）
山内清男のサケ・マス論の成立過程（高橋龍三郎）
詩酒篆刻の風雅―松丸東魚の『日本麥酒集』と『日本麥酒詩印』に
ついて―（稻畑耕一郎）

「青花唐子図壺」に描かれた子どものモチーフについて（龔楊飄飄）

【研究ノート】
晴巌道人賛《骸骨之図》と生動する骸骨図像について（山田麻里
亜）

【資料紹介】
富岡重憲コレクションおよび近年受贈の寺畑助之丞作品（下野玲
子）
富田万里子コレクション追加寄贈資料について（山田麻里亜）
會津八一記念博物館所蔵の下総龍角寺の瓦―三次元計測を用いた瓦
の資料報告⑴―

（谷川遼・髙橋亘・宮崎澪菜・北村成世・横山真・千葉史）
中村彝に宛てた會津八一の葉書のことなど（丹尾安典）

【シンポジウム報告】
山内清男コレクション受贈記念シンポジウム　『山内清男と縄紋文
化』

（3）「小もの展　會津八一の蒐集からみるひと・
もの・こと」

発行：2021年12月６日
A5判　61ページ
価格：1,000円（税込）
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【文化企画課】

（4）早稲田に歴史あり1 （5）早稲田に歴史あり2

発行：2015年４月６日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

発行：2015年４月６日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

（1）�キャンパスが
　　ミュージアム
vol.1《早稲田キャンパス編》

（2）�キャンパスが
　　ミュージアム
vol.2《大隈庭園編》

（3）�キャンパスが
　　ミュージアム
vol.3《藪野 健の芸術》

発行：2015年７月31日
A5判　24ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年４月６日

発行：2015年７月31日
A5判　13ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年４月６日

発行：2015年７月31日
A5判　22ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年６月20日

岩波書店より刊行。大隈重信の思想が日本の
発展にいかに影響を与えたかを理解し、卒業
後の社会生活においても役立てることができ
るようにとの意向から、記念会堂（戸山キャ
ンパス）建替えにより全体卒業式を実施でき
ない2016年３月より３年間、学部を卒業する
全学生を対象に配付することとした。なお、
配布に際しては早稲田大学校友会の支援を得
ている。

（6）の演説談話集と同じく岩波書店より刊行。
演説談話集が、老境の大隈が若い世代に語っ
たものが、日本にどう影響を与えたかを示そ
うとしたのに対し、本書は、主に大隈の回顧
談資料から自伝的な内容をまとめ、大隈自身
の成長と活躍の過程を、自叙伝の形式にまと
めようとしたものである。なお、両書を美装
ケースに収めた「大隈重信選集」も早稲田大
学歴史館内で販売した。

（6）大隈重信演説談話集 （7）大隈重信自叙伝

発行：2016年３月16日
A6判　509ページ

発行：2018年３月16日
A6判　528ページ

【大学史資料センター】

（1）早稲田大学史記要第五十三巻

発行：2022年２月28日
B5判　164ページ
非売品

論文（廣木尚「日本歴
史地理学会と吉田東伍
下 」、「2021年 度 春 季
企画展「学生たちのい
る風景―写真の中の早
稲田 1882～2021」）、展
示等記録、早稲田大学
百五十年史、大学史資
料センター彙報など収
録。
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早稲田大学では、多くのオリジナルグッズを制作・販売している。ここでは、特に文化推進部の各機関が2021年度に制作・販売
したミュージアムグッズについて記録する。なお、価格は2022年３月31日現在のものである。

【演劇博物館】
（1）卓上カレンダー2022

本文用紙12枚、裏表紙、台紙、帯
縦型：横10㎝×縦21㎝×厚さ７㎝

（使用時）
500円（税込）
※好評につき完売

（2）グリーティングカード2022

専用封筒、中紙（挨拶状）付き表紙の錦
絵に関する解説付（日本語・英語）
横型：横21㎝×縦11㎝（二つ折り時）
200円（税込）

（3）一筆箋

縦18㎝×横８㎝
310円（税込）

（4）チケットホルダー

演劇博物館舞台写真
横23㎝×縦10㎝
310円（税込）

（7）クリアファイル

都座役者衣装
縦型：横22㎝×縦31㎝
210円（税込）

（5）クリアファイル

演劇博物館外観スケッチ
縦型：横22㎝×縦31㎝
200円（税込）

（8）メッセージカード

「新富座妖怪引幕」（専用封筒、中紙（挨拶状）
付き表紙）
横型：横21㎝×縦11㎝（二つ折り時）
210円（税込）

（6）クリアファイル

演劇博物館　館内
縦型：横22㎝×縦31㎝
210円（税込）

（9）ダブルポケットファイル

絵本太功記　十段目
妹背山婦女庭訓　吉野川
縦型：横16㎝×縦22.5㎝
310円（税込）

（10）ポストカードケースのみ

演劇博物館　正面写真
300円（税込）

（11）ポストカードセット

ポストカード２～９の中から選ば
れた６枚セット
520円（税込）

（12）クリアファイル

演劇博物館外観写真　横22㎝×縦31㎝
210円（税込）

（13）コースター

演劇博物館ロゴマーク10枚入り
横９㎝×縦９㎝
210円（税込）

（14）エコバッグ

ベケット
横26㎝×縦32.5㎝
300円（税込）

（15）ぽち袋

隈取シリーズ（３枚入り）
横6.9㎝×縦11.8㎝
400円（税込）
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（16）ぽち袋

曲馬シリーズ（３枚入り）
横6.9㎝×縦11.8㎝
400円（税込）

（19）ポストカード２

北洲画「一世一代当狂言　三代
目中村歌右衛門の五斗兵衛」
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（17）マスキングテープ

「新富座妖怪引幕」
幅３㎝×長さ10m
500円（税込）

（20）ポストカード３

北洲画「一世一代当狂言　三代
目中村歌右衛門のおその」
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（18）クリアファイル

横型外観スケッチ（藪野　健
氏）
横型：横31㎝×縦22㎝
200円（税込）

（21）ポストカード４

歌川豊国画「三代目中村歌
右衛門の石橋」
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（22）ポストカード５

歌川豊国画「三代目中村歌右
衛門の普賢菩薩・江口の君」
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（23）ポストカード６

山車人形「關羽」原舟月作
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（28）はがき２

演劇博物館　夜景
横型：横15㎝×縦10㎝
100円（税込）

（29）はがき３

旧演劇博物館　夕景
横型：横15㎝×縦10㎝
100円（税込）

（24）ポストカード７

能面「翁」六世野村万蔵作
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（25）ポストカード８

大羽子板　六代目尾上菊五
郎の娘道成寺）
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（26）ポストカード９

瓦版「人魚図」
横型：横15㎝×縦10㎝
100円（税込）

（27）はがき１

演劇博物館　昼景
横型：横15㎝×縦10㎝
100円（税込）

（30）はがき４

演劇博物館　館内
縦型：横10㎝×縦15㎝
100円（税込）

（31）グリーティングカード
（No.25, 27, 29, 30～40, 43～46）

横型：横21㎝×縦11㎝（二つ折り時）
200円（税込）
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【文化企画課】

《藪野健　大隈講堂 絵画シリーズ》

（1）カレンダー

A3判　壁掛け　
500円（税込）

（8）�「集り散じて」 
ポストカード

100円（税込）

（9）�ブックカバー 
（藪野健 WASEDA MAP）

300円（税込）

（5）ミニメモパッド

1冊30枚　W7.5㎝× H7.5㎝
150円（税込）

W11.5㎝× H16㎝
180円（税込）

（4）ミニクリアファイル

（6）�大隈講堂 
一筆箋

１冊40枚　410円（税込）

（2）クリアファイル

A4判
210円（税込）

（7）�大隈講堂 
ポストカード

100円（税込）

（3）ポストカード

全13種類　100円（税込）

【會津八一記念博物館】
（1）「猿猴捉月図」付箋

１種類（白隠慧鶴「猿猴捉月図」
付箋）
250円（税込）

（4）ポストカード

30種類　ハガキサイズ
100円（税込）

（10）一筆箋

300円（税込）

（9）クリアファイル

２種類（布袋すたすた坊主）
A5サイズ　250円（税込）

（2）マスキングテープ

２種類（書）（盆石図巻）
18㎜×５ｍ　300円（税込）

（7）クリアファイル

２種類（学規）
A4サイズ　200円（税込）

（8）クリアファイル

２種類（蛤蜊観音図）
A5サイズ　250円（税込）

（5）ポストカード

２種類　円形
150円（税込）

（6）クリアファイル

２種類（明暗）
A4サイズ　200円（税込）

（3）會津八一「学規」色紙

24㎝×27㎝
2,200円（税込）
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　文化推進部の広報活動として、定期的に掲載してい
るものを紹介する。以下のほか、文化推進部では演劇

博物館、會津博物館がイベント案内を中心としたメー
ルニュースを発行している。

　１．W a s e d a  O n l i n e（ワセダオンライン）　（https://yab.yomiuri.co.jp/adv/wol）

　2008年５月から、Yomiuri Online（読売新聞社、インター
ネット版）ワセダオンラインとして掲載。早稲田大学のニュー
ス、研究力などの分野に分かれており、その中の「文化」の欄

で記事を掲載している。
※2021年度より、早稲田大学の WEB ニュースを掲載

年　月　日 記　事　題　名 執　筆　者

９月１日 演劇博物館 2021年度春季企画展「Lost in Pandemic――失われた演劇と新たな表現の地平」を終えて 後藤隆基（演劇博物館助教）

９月29日 【本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年記念】企画展「大隈重信と渋沢栄一展」・記念講演会のお知らせ ―

10月14日 早稲田文化の魅力を発信「早稲田文化芸術週間2021」開催！（10/11~21） ―

10月21日 早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」 ―

11月２日 国際文学館（村上春樹ライブラリー）開館記念国際シンポジウム「物語を拓こう、心を語ろう」（11月20日） ―

11月17日 演劇博物館 2021年度秋季企画展「新派 SHIMPA ―― アヴァンギャルド演劇の水脈」 ―

12月21日 小もの展　會津八一の蒐集からみるひと・もの・こと ―

2022年１月31日 「没後100年記念展　大隈重信 ― 後世に残した言葉」開催に寄せて（早稲田大学歴史館） Chang Boye（文化推進部文化企画課学芸員）

　２．メ ー ル ニ ュ ー ス （ 文 化 企 画 課 ）
発行号数 発行日 主　な　記　事

118 4 月 19 日

・《NEW》特設 WEB サイト「早稲田文化ラボ」公開中
・《NEW》早稲田大学歴史館 次回企画展「石橋湛山記念 早稲田ジャーナリズム大賞―20 年の歩み」
・《まもなく終了》早稲田大学歴史館 企画展「学生たちのいる風景――写真の中の早稲田 1882 ～ 2021」
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「今に息づく早稲田建築」
・早稲田スポーツミュージアム 「体育各部セレクション」第６期展示
・本庄早稲田の杜ミュージアム 世界をつなぐやきもの
・本庄早稲田の杜ミュージアム　開館半年で来館者１万人を突破
・大隈記念講堂の魅力や秘話が明らかに！　４月 24 日（土）のテレビ東京「新美の巨人たち」で特集されます
・10/1 国際文学館開館・学生応援キャンペーン募金（返礼品なくなり次第終了）

119 5 月 17 日

・《NEW》Museum Week 2021 本日よりスタート！
・早稲田大学歴史館 企画展「石橋湛山記念 早稲田ジャーナリズム大賞―20 年の歩み」
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「今に息づく早稲田建築」
・《まもなく終了》早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第６期展示
・本庄早稲田の杜ミュージアム 世界をつなぐやきもの
・10/1 国際文学館開館・学生応援キャンペーン募金（返礼品なくなり次第終了）

－ 5 月 24 日
★ Museum Week 2021 開催特別号★
開催企画のご案内

120 6 月 16 日

・《NEW》早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第７期展示
・《まもなく終了》早稲田大学歴史館 企画展「石橋湛山記念 早稲田ジャーナリズム大賞―20 年の歩み」
・《NEW》早稲田大学歴史館 大学史資料センター新収資料展「資料に映る折々の早稲田」
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「今に息づく早稲田建築」
・本庄早稲田の杜ミュージアム 世界をつなぐやきもの
・早稲田大学のミュージアムにおける一般（学外者）公開再開について
・Museum Week 2021 オンラインコンテンツ公開中
・10/1 国際文学館開館・学生応援キャンペーン募金（返礼品なくなり次第終了）

121 7 月 19 日

・早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第７期展示
・《まもなく終了》早稲田大学歴史館 大学史資料センター新収資料展「資料に映る折々の早稲田」
・《まもなく終了》早稲田大学歴史館 テーマ展示「今に息づく早稲田建築」
・本庄早稲田の杜ミュージアム 世界をつなぐやきもの
・早稲田大学歴史館・早稲田スポーツミュージアム 夏季休館のお知らせ

122 9 月 17 日

・《NEW》本庄早稲田の杜ミュージアム開館１周年記念企画展「大隈重信と渋沢栄一展」
・《NEW》早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・《NEW》「早稲田文化芸術週間 2021」開催！
・（9/18 より先行スタート）写真を投稿！早稲田スポーツ BEYOND125 プレゼント企画【早稲田文化芸術週間 2021】
・（10/4 より先行スタート）ワセメシスタンプラリー【早稲田文化芸術週間 2021】
・ミュージアムワードパズル【早稲田文化芸術週間 2021】
・ワセダベアをさがせ！【早稲田文化芸術週間 2021】
・《まもなく終了》早稲田スポーツミュージアム 「体育各部セレクション」第７期展示
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発行号数 発行日 主　な　記　事

123 10 月 14 日

・「早稲田文化芸術週間 2021」開催！
・ミュージアムワードパズル【早稲田文化芸術週間 2021】
・ワセダベアをさがせ！【早稲田文化芸術週間 2021】
・写真を投稿！早稲田スポーツ BEYOND125 プレゼント企画【早稲田文化芸術週間 2021】
・ワセメシスタンプラリー【早稲田文化芸術週間 2021】
・大隈講堂から生配信！早稲田大学交響楽団 WASEDA Anniversary Concert 2021【早稲田文化芸術週間 2021】
・《NEW》早稲田スポーツミュージアム 特別展「東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連展示」
・《NEW》早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第８期展示
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・本庄早稲田の杜ミュージアム 開館１周年記念企画展「大隈重信と渋沢栄一展」
・早稲田大学カレンダー 2022 発売開始
・第８回早稲田大学坪内逍遙大賞 大賞に桐野夏生氏、奨励賞にマーサ・ナカムラ氏が決定

124 11 月 17 日

・《NEW》多和田葉子・高瀬アキ パフォーマンス＆ワークショップ
・《NEW》早稲田大学歴史館「早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業 坪内逍遙大賞受賞記念展 白石加代子と「百物語」の世界」
・�《NEW》【YouTube 配信開始】早稲田大学 Seiren Musical Project「シャッターチャンス」（第 14 回早稲田大学・美濃加茂市文

化交流事業 学生演劇公演）
・早稲田スポーツミュージアム 特別展「東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連展示」
・早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第８期展示
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・学術研究書の近刊が栄えある賞を受賞
・早稲田大学カレンダー 2022 発売開始

125 12 月 17 日

・《NEW》早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信 ─ 後世に残した言葉」
・《NEW》本庄早稲田の杜ミュージアム「山内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学」
・�《まもなく終了》早稲田大学歴史館「早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業坪内逍遙大賞受賞記念展 白石加代子と「百物語」

の世界」
・早稲田スポーツミュージアム 特別展「東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連展示」
・早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第８期展示
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・【年末年始 休館のお知らせ】早稲田大学歴史館・早稲田スポーツミュージアム
・早稲田大学カレンダー 2022 発売中

126 2022 年 1 月 26 日

・早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信 ─ 後世に残した言葉」
・本庄早稲田の杜ミュージアム「山内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学」
・《まもなく終了》早稲田スポーツミュージアム 特別展「東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連展示」
・《まもなく終了》早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第８期展示
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・入試期間中もオープン 早稲田大学歴史館
・「大隈重信没後100年記念式典」（2022 年１月 10 日開催）アーカイブ配信のご案内

127 2022 年 2 月 17 日

・【ツアー動画公開】文化推進学生アドバイザー presents ここがすごい！演劇博物館
・早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信 ─ 後世に残した言葉」
・本庄早稲田の杜ミュージアム「山内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学」
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・入試期間中もオープン 早稲田大学歴史館

128 2022 年 3 月 28 日

・《New》早稲田スポーツミュージアム「体育各部セレクション」第９期展示
・《４/17 まで》早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信 ─ 後世に残した言葉」
・本庄早稲田の杜ミュージアム「山内清男コレクション受贈記念　山内清男の考古学」
・早稲田大学歴史館 テーマ展示「ワセダの漫画家たち」
・《プレイバックニュース》背景画像プレゼント！ Vol.8 春の早稲田編
・早稲田スポーツミュージアム フォトコーナーに体育各部共通ロゴの背景が新たにお目見え

　３．新聞・雑誌・テレビで取り上げられた主なもの
掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取扱箇所
３・４月号　269号 墨（書専門誌） 展覧会告知「篆刻家・松丸東魚の仕事」 會津博物館

４月１日 朝日新聞デジタル 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 FNN プライムオンライン 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 産経ビズ 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 サンスポ 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 時事ドットコム 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 TBS NEWS 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 日刊スポーツ 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 YahooNews 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月１日 ヨコハマ経済新聞 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館
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掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取扱箇所
４月１日 読売オンライン 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月２日 朝日新聞（朝刊） 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月２日 産経新聞（朝刊） 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月２日 東京新聞（朝刊） 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月２日 読売新聞（朝刊） 村上氏　入学式芸術功労者表彰 国際文学館

４月５日 演劇界５月号 かぶきの至宝「浄瑠璃評注書『難波みやげ』と近松門左衛門の文机（模造）」｜児玉竜一 演劇博物館

４月５日 演劇界５月号 芝居のなかの子どもたち「子役の領分・子役が魅せる演目二十選　時代物」｜児玉竜一 演劇博物館

４月５日 演劇界５月号 二～三月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

４月７日 WEB 版美術手帖 最初の緊急事態宣言から１年。早稲田演博がコロナ禍で中止・延期となった公演資料の現物を展示へ 演劇博物館

４月７日 CINRA.NET コロナ禍の演劇を未来に伝える企画展『Lost in Pandemic』開催 演劇博物館

４月７日 日本経済新聞 不要不急と呼ばれて③　客席のロボット　私の分身　―文化 演劇博物館

４月７日 日本経済新聞　電子版 新型コロナ _ 演奏会、手拍子するのは分身ロボット　時空を超えて 演劇博物館

４月８日 NEWS23 そこが聞きたい　村上春樹文学の拠点 国際文学館

４月９日 NHK おはよう日本 ▼コロナ禍の舞台芸術団体を支援　映像アーカイブ 演劇博物館

４月９日 NHK NEWS WEB 舞台芸術支援へ 演劇や舞踊など デジタルアーカイブ構築 _ 新型コロナウイルス【JDTA】 演劇博物館

４月13日 橋本麻里さん Twitter コロナ禍で中止・延期となった公演資料のオンライン展示（早稲田大学演劇博物館）が、「Lost in Pandemic―失われた演劇と新たな表現の地平」と銘打ち、現物展示のリアル展覧会として、５月17日〜８月６日に開催されることに。 演劇博物館

４月14日 カレントアウェアネス・ポータル 早稲田大学演劇博物館、2021年度春季企画展「Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平」を開催 演劇博物館

４月15日 毎日新聞 夕刊 「篆刻家・松丸東魚の仕事」の図録が刊行 會津博物館

４月16日 埼玉新聞 本庄早稲田の杜ミュージアム来館１万人を突破 本庄早稲田の杜ミュージアム

４月16日 日本経済新聞　電子版 別役実の幻の第１作発見　早大演劇博物館で展示へ 演劇博物館

４月16日 読売新聞 夕刊 ［書の景色］篆刻の楽しさ　子どもに ─「篆刻家・松丸東魚の仕事」展 ─ 會津博物館

４月19日 ステージナタリー コロナ禍の “いま・ここ” を演劇通して見つめ直す、企画展「Lost in Pandemic」 演劇博物館

４月19日 日本経済新聞 舞台のネット配信に光明　知財弁護士らアーカイブに尽力 演劇博物館

４月19日 日本経済新聞　電子版 舞台のネット配信に光明　知財弁護士らアーカイブに尽力 演劇博物館

４月20日 デザイン・アートの展覧会 & イベント情報 _ JDN Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平 演劇博物館

４月24日 テレビ東京 テレビ東京　新美の巨人たち　早稲田大学大隈記念講堂×内田有紀…東京アートウォーク第４弾 文化企画課

４月25日 毎日新聞（朝刊） 村上春樹をめぐるメモらんだむ　入学式で語った「心」と「物語」 国際文学館

４月26日 NHK NEWS WEB 名作を未来に　舞台芸術アーカイブの意義は｜サイカルジャーナル 演劇博物館

４月28日 ステージナタリー 早稲田大学演劇博物館で特別展「別役実のつくりかた」 演劇博物館

５月１日 悲劇喜劇５月号 特別展「別役実のつくりかた─幻の処女戯曲からそよそよ族へ」 演劇博物館

５月１日 悲劇喜劇５月号 Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平 演劇博物館

５月１日 日本経済新聞（夕刊） 別役実の幻の第１作発見　早大演劇博物館で展示へ 演劇博物館

５月１日 日本経済新聞　電子版 別役実の幻の第１戯曲発見 演劇博物館

５月３日 東京人６月号 春季企画展「Lost in Pandemic ー失われた演劇と新たな表現の地平」 演劇博物館

５月４日 毎日新聞（朝刊） 国際文学館の取り組み 国際文学館

５月５日 演劇界６月号 家で楽しむ歌舞伎　この一冊「藝能懇話」｜児玉竜一 演劇博物館

５月５日 演劇界６月号 かぶきの至宝「帝国劇場設計図面と復元模型」｜児玉竜一 演劇博物館

５月５日 演劇界６月号 三～四月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

５月５日 演劇界６月号 追悼　鳥越文藏｜児玉竜一 演劇博物館

５月７日 THE NEWS JAPAN 村上 T シャツとの関連 国際文学館

５月18日 高田馬場経済新聞 早稲田大学で「Museum Week」、２年ぶりに開催へ　今年はオンラインで 文化企画課

５月25日 一般社団法人新宿観光振興協会 WEB 企画展「Lost in Pandemic ロスト・イン・パンデミック ―失われた演劇と新たな表現の地平」 演劇博物館

５月28日 毎日新聞 朝刊 芸術さんぽ　早稲田大学・會津八一記念博物館（東京都新宿区）美術、考古　実学の館 會津博物館

６月１日 演劇界７月号 早稲田大学演劇博物館で企画展「Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平」開催 演劇博物館

６月３日 NHK NEWS WEB 首都圏のニュース コロナ禍の舞台芸術への影響 早稲田大学演劇博物館で企画展 演劇博物館

６月３日 NHK 首都圏ネットワーク 18：30～32 “コロナが舞台に影響” 企画展　早稲田大学演劇博物館 演劇博物館

６月３日 NHK シブ５時 コロナ禍の舞台芸術への影響 早稲田大学演劇博物館で企画展 演劇博物館

６月３日 NHK NEWS WEB コロナ禍が舞台芸術に及ぼした影響を展示 早稲田大演劇博物館 _ 新型コロナウイルス 演劇博物館

６月５日 演劇界７月号 かぶきの至宝「三遊亭圓朝自筆五代目尾上菊五郎宛書簡」｜児玉竜一 演劇博物館

６月５日 演劇界７月号 四～五月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

６月６日 読売新聞 よみほっと ニッポン 絵ものがたり「丹田と呼吸法」 會津博物館

６月18日 朝日新聞 演劇のアーカイブ化、コロナで相次ぎ形に　舞台映像1,300本、戯曲550本 演劇博物館

６月18日 朝日新聞デジタル 演劇のアーカイブ化、コロナで相次ぎ形に　舞台映像1,300本、戯曲550本 演劇博物館

６月25日 高田馬場経済新聞 早大演劇博物館で春季企画展　コロナ禍で中止・延期された舞台をテーマに 演劇博物館

６月25日 Yahoo! ニュース（みんなの経済新聞ネットワーク） 早大演劇博物館で春季企画展　コロナ禍で中止・延期された舞台をテーマに 演劇博物館

６月26日 NHK めざせ！埴輪職人－ミニ埴輪をつくろう 本庄早稲田の杜ミュージアム

６月27日 日本経済新聞朝刊　NIKKEI The STYLE 古川ロッパの日記をたどる 演劇博物館

６月29日 日本経済新聞 DJ 村上春樹 ラジオ愛語る 国際文学館

６月30日 Amazon.co.jp 売れ筋ランキング 演劇・舞台ノンフィクションの中で最も人気のある商品です　―ロスト・イン・パンデミック 失われた演劇と新たな表現の地平 演劇博物館

６月30日 歌舞伎美人 【歌舞伎美人編集部×早稲田大学坪内博士記念演劇博物館　共同企画】「コロナ禍に立ち向かう歌舞伎」 演劇博物館

６月30日 新宿フィールドミュージアム冊子 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館

６月30日 春陽堂書店ネットショップ 新着 ロスト・イン・パンデミック 失われた演劇と新たな表現の地平 演劇博物館
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６月30日 ステージナタリー 「ロスト・イン・パンデミック」本日刊行、舞台関係者100名以上の声を収録 演劇博物館

６月30日 nippon.com 芸術・文化は不要不急か（3）：岐路に立つ伝統演劇を未来につなげるために考えるべきこと _（児玉竜一） 演劇博物館

６月30日 毎日のトップ 「ロスト・イン・パンデミック」本日刊行、舞台関係者100名以上の声を収録 演劇博物館

７月１日 新宿フィールドミュージアム冊子 別役実のつくりかた――幻の処女戯曲からそよそよ族へ 演劇博物館

７月１日 新宿フィールドミュージアム冊子 Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平 演劇博物館

７月２日 一個人 早稲田大学坪内博士記念博物館を訪ねて　安野光雅の舞台宣伝美術から見える井上ひさしと日本近代演劇史（後藤助教） 演劇博物館

７月３日 新潟日報（共同通信） 感染禍　演劇界の歩み　衣装、模型　年表でたどる　東京・早大演劇博物館で企画展 演劇博物館

７月４日 日経 TRENDY ８月号（ ７月発売） 早稲田 vs 慶應　大学ブランド研究 国際文学館

７月５日 演劇界８月号 かぶきの至宝「九代目團十郎・梅蘭芳揮毫衝立」｜児玉竜一 演劇博物館

７月５日 演劇界８月号 五～六月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

７月９日 埼玉新聞 世界がつながる焼き物を展示　来月29日まで世界をつなぐやきもの展紹介 本庄早稲田の杜ミュージアム

７月13日 東京新聞 コロナ禍　演劇界の苦闘　舞台装置の個室化　口元隠れる衣装 演劇博物館

７月13日 東京新聞 TOKYO Web コロナ禍　演劇界の苦闘　舞台装置の個室化　口元隠れる衣装　新宿の演博で企画展　来月６日まで 演劇博物館

７月13日 47NEWS コロナ禍　演劇界の苦闘　舞台装置の個室化　口元隠れる衣装　新宿の演博で企画展　来月６日まで 演劇博物館

７月15日 artscape レビュー_カタログ＆ブックス _［近刊編］ロスト・イン・パンデミック　失われた演劇と新たな表現の地平 演劇博物館

７月16日 日本経済新聞電子版 コロナ禍の舞台芸術、喪失と模索の記録　演博が企画展 演劇博物館

７月19日 ニコニコ生放送 19：00開始　早稲田大学演劇博物館 企画展「Lost in Pandemic ―失われた演劇と新たな表現の地平」を巡る【ニコニコ美術館】 演劇博物館

７月19日 2021年度版地域文化ネット施設紹介リーフレット PDF 版 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館

７月20日 NHK ハートネット TV 「いまを生きるヒロインを ～シェイクスピア翻訳家 松岡和子～」 演劇博物館

７月25日 東京新聞 東京新聞「夏のミュージアム巡り」（早稲田大学歴史館） 早稲田大学歴史館

７月27日 しんぶん赤旗 早大演劇博物館「Lost in Pandemic ――失われた演劇と新たな表現の地平」展　演劇界はコロナ禍にどう立ち向かったか 演劇博物館

７月27日 本庄ケーブルテレビ 市民ニュース：ミニ企画展「これでキミも考古学者」、こども学芸員講座 本庄早稲田の杜ミュージアム

７月27日 FONTPLUS ギャラリー 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 _JDTA 演劇博物館

７月29日 ほとんど０円大学 デジタルアーカイブを楽しむ（3）: 約1,300本もの舞台公演映像が検索できる！ 早稲田大学演劇博物館の特設サイト 演劇博物館

７月30日 Amazon.co.jp 売れ筋ランキング 演劇・舞台ノンフィクション の中で最も人気のある商品です「ロスト・イン・パンデミック」 演劇博物館

８月３日 『地球の歩き方aruco 東京ひとりさんぽ』シリーズ：地球の歩き方 arucoシリーズ 館情報 国際文学館

８月４日 東京無料23 早稲田大学演劇博物館特別展「別役実のつくりかた―幻の処女戯曲からそよそよ族へ」 演劇博物館

８月４日 東京無料23 早稲田大学演劇博物館 2021年度春季企画展「Lost in Pandemic―失われた演劇と新たな表現の地平」 演劇博物館

８月５日 演劇界９月号 家で楽しむ歌舞伎　この一冊　今月のおすすめ「ロスト・イン・パンデミック ー失われた演劇と新たな表現の地平」 演劇博物館

８月５日 演劇界９月号 映像配信情報「Lost in Pandemic ―失われた演劇と新たな表現の地平」 オンライン企画「なぜ表現しつづけるのか－コロナ禍と歌舞伎をめぐる模索の軌跡」（音声配信）壱太郎・尾上右近、児玉竜一 演劇博物館

８月５日 演劇界９月号 かぶきの至宝「二代目市川左團次旧蔵『ジユリヤス・シーザー』の甲冑」｜児玉竜一 演劇博物館

８月５日 演劇界９月号 六～七月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

８月16日 いろどり９月号別冊（富士フィルム広報誌） てくてくマップ　東京都新宿区編 會津博物館

８月31日 ステージナタリー 柄本明と平田オリザが別役実「ホクロ・ソーセーヂ」を読む、語る 演劇博物館

９月１日 早稲田界隈 ノスタルジックさんぽ 「学びの杜で知性を磨く」 會津博物館

９月３日 SPICEWeb 劇作家・別役実の幻の第一作を展示した早稲田大学演劇博物館が、オンライン企画で柄本明による朗読や平田オリザによる談話を配信 演劇博物館

９月５日 演劇界10月号 家で楽しむ歌舞伎　視覚と内容で魅了する　この一冊「藝能懇話」｜児玉竜一 演劇博物館

９月５日 演劇界10月号 演劇博物館で「新派 SHIMPA」展開催 演劇博物館

９月５日 演劇界10月号 かぶきの至宝　鳥居清忠筆「初代中村吉右衛門　当り芸屏風」｜児玉竜一 演劇博物館

９月５日 演劇界10月号 芸談を考察する｜児玉竜一 演劇博物館

９月５日 演劇界10月号 七～八月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

９月８日 読売新聞夕刊 追悼抄　若山弦蔵さん　初代ボンド役　低音が武器 演劇博物館

９月10日 旅の手帖10月号 館情報 国際文学館

９月13日 東京大人のミュージアム 早稲田大学演劇博物館　膨大な展示資料を通して演劇の魅力を紹介 演劇博物館

９月13日 まち歩き地図東京　2022 館情報 国際文学館

９月16日 ぴあ MOOK 秋ぴあ2021　首都圏版 巻頭企画 国際文学館

９月17日 高田馬場経済新聞 早稲田大学歴史館に600枚のフォトミュージアム　「一つ一つに投稿者の思い」 早稲田大学歴史館

９月24日 ADF Webmagazine 建築家 隈研吾設計デザインの早稲田大学 村上春樹ライブラリーが10月１日に開館 国際文学館

９月25日 新宿フィールドミュージアム 「家族の肖像――石井ふく子のホームドラマ」 演劇博物館

９月25日 新宿フィールドミュージアム 「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」 演劇博物館

９月27日 高田馬場経済新聞 早大で「早稲田文化芸術週間」オンライン企画がメイン、ワセメシスタンプラリーも 文化企画課

９月28日 ノジュール10月号 今月のインフォメーション＆プレゼント 国際文学館

９月28日 婦人公論 石井ふく子氏インタビュー「特集　友達は、歳をとるほどありがたい」 演劇博物館

９月29日 朝日新聞 早大坪内逍遥大賞、桐野さん 文化企画課

９月29日 毎日新聞 「教授岡室美奈子の私の体はテレビでできている」ドラマが映す家族像の進化 演劇博物館

９月29日 読売新聞 坪内逍遥大賞に桐野夏生さん 文化企画課

９月30日 まち歩き地図 東京さんぽ2022 早稲田　文学の香りを感じるアカデミックなエリア 演劇博物館

10月１日 新宿 Plus vol.13 高田馬場駅出発おすすめ散歩コース　早稲田大学演劇博物館 演劇博物館

10月１日 SPOT レクリム 国際文学館

10月１日 婦人公論 .jp 石井ふく子氏インタビュー「京マチ子、奈良岡朋子、若尾文子…おひとりさまが同じマンションに住み、お惣菜を分け合う暮らし」 演劇博物館

10月１日 BRUTUS（948号） 特集　村上春樹　上 国際文学館

10月１日 早稲田界隈ノスタルジックさんぽ 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館「学びの杜で知性を磨く」 演劇博物館
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10月１日 WAmazing 書迷建築迷別錯過！早稻田大學「村上春樹圖書館」實訪全記錄 国際文学館

10月２日 産経新聞 坪内逍遥大賞に桐野夏生さん 文化企画課

10月４日 毎日新聞 大隈重信と渋沢栄一展：大隈重信と渋沢栄一の縁　２人の事績紹介　本庄で11月14日まで　錦絵や書簡、文書展示／埼玉 本庄早稲田の杜ミュージアム

10月４日 レッツエンジョイ東京 スポットレポート 国際文学館

10月５日 演劇界11月号 「家族の肖像――石井ふく子のホームドラマ」展 演劇博物館

10月５日 演劇界11月号 かぶきの至宝　守田座「櫓看板と手あぶり」｜児玉竜一 演劇博物館

10月５日 高田馬場経済新聞 第８回早稲田大学坪内逍遙大賞決定　大賞は作家の桐野夏生さん 文化企画課

10月５日 演劇界11月号 特集　女たちの絆と宿命　「競い合う女形たち」｜児玉竜一 演劇博物館

10月５日 週刊女性 ニュースグラフ「村上春樹ライブラリー開館」 国際文学館

10月５日 演劇界11月号 八～九月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

10月７日 朝日新聞 直筆脚本に伝わる橋田さんの思い「おしん」など続々公開 演劇博物館

10月７日 朝日新聞デジタル おしん、渡鬼…橋田寿賀子さんの直筆脚本公開　手渡し貫いた「宝物」 演劇博物館

10月８日 カーサブルータス11月号 A Wall Newspaper〈村上春樹ライブラリー〉がついに誕生！隈研吾へ独占インタビュー 国際文学館

10月８日 埼北よみうり 早大２教授が講演　本庄早稲田の杜ミュージアム、開館１周年記念講演会 本庄早稲田の杜ミュージアム

10月８日 松竹大谷図書館ニューズレターNo.283 「早稲田大学演劇博物館の秋季企画展に新派の辻番付を展示提供しました」 演劇博物館

10月12日 東京中日スポーツ 「渡鬼」直筆脚本や幸楽のれんなど早大で特別展 演劇博物館

10月12日 東京中日スポーツ web 石井ふく子さん「こんなに作ってきたのか」“渡鬼” の自筆脚本など展示 特別展「家族の肖像」始まる 演劇博物館

10月13日 民間放送 特別展「家族の肖像――石井ふく子のホームドラマ」 演劇博物館

10月15日 BRUTUS（949号） 特集　村上春樹　下 国際文学館

10月16日 まるっと！サタデー 「読書の秋」テーマ特集 国際文学館

10月18日 SPICEWeb enpaku（早稲田大学演劇博物館）が “新派はアヴァンギャルドだった説” ～「新派 SHIMPA ——アヴァンギャルド演劇の水脈」開催中 演劇博物館

10月18日 SPICEWeb 家族とは何か？～早稲田大学演劇博物館で特別展「家族の肖像――石井ふく子のホームドラマ」 演劇博物館

10月20日 CAMPUS NOW 「国境を越える文学」逍遙像写真 演劇博物館

10月20日 婦人画報 web 「染織、日本美術の展覧会８選」 演劇博物館

10月21日 メディア芸術カレントコンテンツ 少し立ち止まり、整えることで広がる視界　コロナ禍におけるパフォーミングアーツ分野の試み 演劇博物館

10月22日 READYFOR クラウドファンディング 「演劇博物館の新派企画展へ資料を展示提供しました」 演劇博物館

10月24日 東京新聞 「秋のミュージアム巡り」（早稲田大学歴史館 テーマ展「ワセダの漫画家たち」） 早稲田大学歴史館

10月25日 芸術新潮 goods&Shop 1村上春樹文学の聖地誕生！早稲田大学国際文学館 国際文学館

10月25日 東京トレンドランキング 読書がはかどる快適空間　Pick up 欄 国際文学館

10月27日 毎日新聞・経済プレミア 村上春樹ライブラリー訪問記（全３回） 国際文学館

10月27日 民放 Online 「家族の肖像―石井ふく子のホームドラマ」 演劇博物館

10月28日 GOOD NEIGHBORS TOKYO PASSPORT 館情報 国際文学館

10月28日 めざましテレビ 「イノ調」 国際文学館

10月29日 高田馬場経済新聞 早大演劇博物館、「新派」をテーマに秋季企画展　館蔵品180点など公開 演劇博物館

10月29日 ヘイルメリーマガジン vol.067 12月号 JSA TODAY（館情報） 国際文学館

10月30日 Yahoo! ニュース（みんなの経済新聞ネットワーク） 早大演劇博物館、「新派」をテーマに秋季企画展　館蔵品180点など公開 演劇博物館

11月１日 AERA 2021年11月８日号 「16人を支える本80冊本」（館長インタビュー） 国際文学館

11月１日 読売新聞シティライフ 「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」展示会概要 演劇博物館

11月３日 東京人11月号 二代目松本白鸚ロングインタビュー①　播磨屋の祖父、志ん生、円生がいた「ほんとうに贅沢な時間」─｜聞き手・児玉竜一、文・後藤隆基 演劇博物館

11月５日 演劇界12月号 「新派 SHIMPA――アヴァンギャルド演劇の水脈」演劇博物館でサイレント映画を上映 演劇博物館

11月５日 演劇界12月号 かぶきの至宝「寛延期江戸芝居狂言画本」｜児玉竜一 演劇博物館

11月５日 演劇界12月号 九～十月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

11月５日 読売新聞 都内版 23面 TOKYO ウィークエンド　イベント情報ギャラリー欄　「大社コレクション展」 會津博物館

11月６日 Elle Deco　日本版 No,173 旅先 AAD 国際文学館

11月７日 ドキュメンタリー解放区 村上春樹が語る ～図書館ができるまでの物語～ 国際文学館

11月７日 本庄ケーブルテレビ 本庄早稲田の杜ミュージアムのたのしみ方⑨開館１周年記念（ミュージアムの１年振り返り） 本庄早稲田の杜ミュージアム

11月10日 月刊文藝春秋12月号 有働由美子対談35　ロバートキャンベル（日本文学研究者）村上春樹と井上陽水の「日本語」 国際文学館

11月11日 東京新聞 「ようこそ渡鬼ワールド」 演劇博物館

11月11日 東京新聞 Web ようこそ「渡鬼」ワールド　早稲田大学演劇博物館で石井ふく子さんのドラマ展 演劇博物館

11月15日 ウェブ版美術手帖 News/HEADLINE 国際文学館

11月25日 有点日本 早稻田大学国际文学馆：村上春树图书馆 国際文学館

11月27日 THE NEWYORK TIMES STYLE MAGAZINE: JAPAN Composing a Place 村上春樹が始めた、未来への場づくり 国際文学館

11月27日 T JAPAN 村上春樹インタビュー　人と人をつなぐ場を、未来へ〈前編〉 Composing A Place 国際文学館

12月 台湾聯合文学雑誌 走進　村上春樹図書館 国際文学館

12月 防水ジャーナル No.601 表紙利用 国際文学館

12月１日 T JAPAN 村上春樹インタビュー　人と人をつなぐ場を、未来へ〈後編〉Composing A Place 国際文学館

12月３日 時空旅人 別冊出雲と大和 特集「出雲と大和」ページ内「ハニワ大集合」コラム内に掲載 本庄早稲田の杜ミュージアム

12月５日 NHK スペシャル 新・ドキュメント太平洋戦争「1941 第１回 開戦（後編）」資料及びクレジット 演劇博物館

12月５日 演劇界１月号 かぶきの至宝　伏木英秀筆「十五代目市村羽佐衛門　舞台袖軸」｜児玉竜一 演劇博物館

12月５日 演劇界１月号 劇評　芝翫型の「熊谷陣屋」｜児玉竜一 演劇博物館

12月５日 演劇界１月号 十～十一月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

12月９日 ほとんど０円大学 こんな大学図書館、今までなかった！ 世界が注目する「村上春樹ライブラリー」の魅力に迫る 国際文学館
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掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取扱箇所
12月15日 読売新聞 「渡る世間」小道具など110点　早大、１月まで石井ふく子さん展 演劇博物館

12月18日 埼玉新聞 デジタル時代の舞台芸術 演劇博物館

12月20日 SWITCH Vol.39 村上春樹ライブラリーの「音」未来につたえていくべきもの 国際文学館

12月20日 高田馬場経済新聞 新派俳優による朗読「十三夜」、大隈記念講堂小講堂で公演 演劇博物館

12月20日 東京新聞 Web 早大で「茶のやきもの」展　織部焼の名品など30点　時代超えた茶器　歴史感じて 會津博物館

12月20日 Yahoo! ニュース（みんなの経済新聞ネットワーク） 新派俳優による朗読「十三夜」、大隈記念講堂小講堂で公演 演劇博物館

12月25日 ELLE No,448 BIBLIOPHILE 国際文学館

12月28日 朝日新聞 「私のイチオシコレクション」 演劇博物館

12月28日 NHK 太平洋戦争80年プロジェクトスペシャル番組 「ロッパグラム～転生したら戦時中の喜劇王だった件～」 演劇博物館

12月29日 産経新聞 土器など190点展示（地域連携展開催告知） 本庄早稲田の杜ミュージアム

2022冬号 図書館だより　つるさんのおたより 早稲田大学国際文学館　村上春樹ライブラリー探訪記　後編 国際文学館

2022年１月に順次 Facebook GO TOKYO カフェ、外観 国際文学館

2022年１月１日 GA JAPAN No.174 2022,1, ２月号 早稲田大学（村上春樹ライブラリー） 国際文学館

2022年１月１日 366日の東京アートめぐり 演劇のすべてがわかる稀有な大学博物館　早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館

2022年１月１日 TOKYO METRO NEWS 特集コラム 国際文学館

2022年１月１日 TOKYO METRO NEWS（2022年１月号） 沿線だより「ENJOY TOKYO TIME MORA」 會津博物館

2022年１月３日 東京人１月号 二代目松本白鸚ロングインタビュー②　文学座との共演、東宝への移籍、ブロードウェイー「演劇の垣根を越えて。」｜聞き手・児玉竜一、文・後藤隆基 演劇博物館

2022年１月３日 東京人 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館　2021年度秋季企画展新派SHIMPAアヴァンギャルド演劇の水脈 演劇博物館

2022年１月５日 演劇界２月号 家で楽しむ歌舞伎　視覚と内容で魅了する　この一冊「藝能懇話」｜児玉竜一 演劇博物館

2022年１月５日 演劇界２月号 かぶきの至宝　伏木英秀筆「十五代目市村羽佐衛門　舞台袖軸」｜児玉竜一 演劇博物館

2022年１月５日 演劇界２月号 七～八月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

2022年１月８日 SPICEWeb 「新派の波乃久里子、喜多村緑郎の朗読劇「リーディング新派inエンパク『十三夜』」開催～早稲田大学演劇博物館イベントレポート」 演劇博物館

2022年１月９日 TBS レビュー 〈特集〉 「家族」を描く〜ドラマプロデューサー石井ふく子〜前編 演劇博物館

2022年１月13日 東京新聞 「冬のミュージアム巡り」（早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信─後世に残した言葉」） 早稲田大学歴史館

2022年１月13日 日経 web 人文学の AI 活用広がる（柳井イニシアティブ主催） 国際文学館

2022年１月16日 TBS ラジオ 安住紳一郎の日曜天国 youtube 「TBS ラジオ　安住紳一郎の日曜天国」にち10　おでかけリサーチ 演劇博物館

2022年１月19日 アフター６ジャンクション カルチャートーク：岡室美奈子さん（舞台芸術のアーカイヴについて） 演劇博物館

2022年１月20日 カレントアウェアネス・ポータル 【イベント】オンラインイベント「『Japan Digital Theatre Archives』からひろがる、舞台芸術アーカイブの未来」（１/24・オンライン） 演劇博物館

2022年１月23日 TBS レビュー 〈特集〉「家族」を描く〜ドラマプロデューサー石井ふく子〜後編 演劇博物館

2022年１月24日 高田馬場経済新聞 「早大小野記念講堂で朗読劇「黒蜥蜴」若手が受け継ぐ新派の水脈」 演劇博物館

2022年１月24日 Yahoo! ニュース（みんなの経済新聞ネットワーク） 「早大小野記念講堂で朗読劇「黒蜥蜴」若手が受け継ぐ新派の水脈」 演劇博物館

2022年１月25日 読売新聞夕刊ミュージアムへ行こう 館長インタビュー 国際文学館

2022年１月28日 高田馬場経済新聞 早大の展示「ワセダの漫画家たち」にミニライブラリー　卒業生の漫画、手に取って 早稲田大学歴史館

2022年年２月号 ふるさとひょうごVol.142　東京兵庫県人会会報 特別企画「村上春樹さんの世界に触れる」 国際文学館

2022年２月１日 アナザーストーリーズ 村上春樹氏の「ノルウェイの森　ベストセラーを生んだ時代の物語」 国際文学館

2022年２月７日 MOOK 大人の日帰り旅首都圏 2023 大人の旬な旅 Best 5「国境を超えて愛される作品にふれる 早稲田周辺カルチャー散歩」 国際文学館

2022年２月10日 和樂 web ここはまるでワンダーランド！坪内逍遥の設立「早稲田大学演劇博物館」ってどんなところ？ 演劇博物館

2022年２月15日 東京新聞 「話題の掲示板」（早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信─後世に残した言葉」） 早稲田大学歴史館

2022年２月18日 朝日新聞 希少な弓形埴輪を復元　埼玉で公開 本庄早稲田の杜ミュージアム

2022年２月25日 専門図書館ガイド 館情報 国際文学館

2022年３月発行 新宿 plusvol.14 「さぁ、新宿の NEW スポットへでかけよう !」 国際文学館

2022年３月２日 リアルサウンドブック もし村上春樹（偽）が村上春樹ライブラリーを訪れたら？　新たな文化拠点・早大国際文学館レポート 国際文学館

2022年３月５日 演劇界４月号 早稲田大学演劇博物館「2022年新収蔵品展」３月開催 演劇博物館

2022年３月５日 演劇界４月号 かぶきの至宝　山田東洋筆「四代目中村芝翫肖像」「四代目中村福助肖像」｜児玉竜一 演劇博物館

2022年３月５日 演劇界４月号 「御家の重宝―秘蔵の逸品―」歌舞伎に登場する重宝「刀剣、武具・旗」｜児玉竜一 演劇博物館

2022年３月５日 演劇界４月号 一～二月　劇界の動向｜児玉竜一 演劇博物館

2022年３月15日 バインド・コンサルティング 【村上春树图书馆】世界的村上，村上的世界（２ up） 国際文学館

2022年３月17日 高田馬場経済新聞 早大で記念展「大隈重信 ─ 後世に残した言葉」「これからを考えるヒントに」 早稲田大学歴史館

2022年３月20日 毎日新聞 日曜版 レトロの美 早稲田大学２号館（旧図書館） 會津博物館

2022年３月22日 デノン公式ブログ 「国際文学館（村上春樹ライブラリー）」デノンのレコードプレーヤーを巡る冒険 国際文学館

2022年３月25日 新宿観光振興協会 Web 早稲田大学演劇博物館　2022年新収蔵品展 演劇博物館

2022年３月25日 本庄ケーブルテレビ 市民ニュース：世界にひとつだけの勾玉づくり 本庄早稲田の杜ミュージアム

2022年３月28日 ノジュール Vol.186 「時空を超えて街歩き！へ 東京散歩2022」森まゆみさんと歩く　鴎外と漱石の記念館をめぐり話題のライブラリーへ 国際文学館

2022年３月28日 旅行読売 上を向いて、前を向いて　東京さんぽ　─これが東京の新スポット ─ 国際文学館

2022年１月31日～４月12日（隔週土曜日） 読売新聞 「展覧会情報」（早稲田大学歴史館「没後100年記念展　大隈重信─後世に残した言葉」） 早稲田大学歴史館
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早稲田大学文化資源データベース
（https://archive.waseda.jp/archive/）

　「早稲田大学文化資源データベース」は、坪内博士記念演劇

博物館、會津八一記念博物館、大学史資料センター（現歴史館）

の文化三機関、文化企画課および図書館が所蔵する美術工芸

品、書画、文書、博物資料、古典籍など早稲田大学の貴重な文

化資源を広く世界に向けて公開することを目的として、2017年

６月から公開している。

１．目的

公開データベース数：113（2021年３月15日現在）

公開データ数　　　：1,011,854件（2021年３月15日現在）

2021年度のアクセス件数：486,817回

　文化資源に係る数多くのデータベースをワンストップで横断

検索し、資料の画像情報や付属資料詳細などを閲覧することが

できるほか、絞り込み検索、年表や地図表示など様々なアプ

ローチで資料に到達できる。資料のデータや検索結果ページな

どは「クリップ」することができ、その情報は URL とともに

サーバに保存され、「クリップ集」ページでほかのユーザーに

公開されることも大きな特徴である。

　公開データ数は100万件を超えており、今後は更なる充実を

目指し、国内外を問わずユーザーの研究・教育に貢献していく

ことが目標である。

２．主要機能・特徴

　文化資源データベースに、バーチャルミュージアム機能を新

たに追加し、2020年度から公開を開始した。

　これにより、リアルな資料や空間と、3D 画像や IIIF 等のデジ

タル技術によるバーチャルな資料や空間との横断が可能とな

り、本学が有する文化資源をより広い層に利用してもらえる環

境が整備された。

３．バーチャルミュージアム機能（https://archive.waseda.jp/archive/vm-top.html）
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【 博物館・資料センターの概要 】
名称 坪内博士記念

演劇博物館
會津八一記念

博物館
大学史資料センター（現 早稲田

大学歴史館東伏見アーカイブズ） 国際文学館 早稲田大学
歴史館

早稲田スポーツ
ミュージアム

考古資料館
（本庄キャンパス）

考古資料館
（本庄キャンパス）

本庄早稲田の杜ミュージアム
（本庄キャンパス）

所在地 ５号館 ２号館 79号館 ４号館 １号館 37号館 91号館 90－３号館 93号館

概　要

１階：
京マチ子記念特
別展示室
日本の映画とテ
レビ
六世中村歌右衛門
記念特別展示室
図書室

１階：
會津八一コレク
ション展示室
近代美術展示室
富岡重憲コレク
ション展示室

５階：
レファレンスルーム
・歴史的資料
・�高等教育出版

物
・�高等教育関係

資料

B1階：
階段本棚
村上さんの書斎
+O9：R13
カフェ

１階：
「久遠の理想」エ

リア
「進取の精神」エ

リア
「聳ゆる甍」

エリア
企画展示ルーム
シアタールーム
カフェ
ミュージアム
ショップ
総合案内

３階：
「記念会堂」の記

憶
早稲田スポーツ
の原点
早稲田スポーツ
クロノロジー
早稲田スポーツ
の栄光
ダイナミックシ
アター
体育各部セレク
ション
早稲田スポーツ
名鑑
企画展示エリア
フォトコーナー
ウォーク・オブ・
フェイム

１階：
考古資料収蔵

１階：
オセアニア民族
造形美術品収蔵
文化財報告書雑
誌資料所蔵

１階：
・埴輪の世界
・本庄の歩み
・�早稲田大学展

示室
・交流ひろば
・�インフォメー

ション＆
ショップ

２階：
逍遙記念室
企画展示室

１階：
インフォメーショ
ンカウンター
階段本棚
ギャラリーラウ
ンジ
オーディオルーム

３階：
日 本 の 演 劇（古
代、中世、近世、
近 代、 現 代 ） 世
界 の 演 劇　 ヨ ー
ロ ッ パ・ ア メ リ
カ・アジア

２階：
グランドギャラ
リー

２階：
展示室
スタジオ
ラボ

６号館３階
・貴重書
・�外国語図書閲

覧室
・AV ブース

３階：
研究書庫

お問い
合わせ

Tel：03-5286-1829 Tel：03-5286-3835 Tel：042-451-1343 Tel：03-3204-4614 Tel：03-6380-2891 Tel：03-5286-9079 Tel：0495-24-1081 Tel：0495-24-6371 Tel：0495-71-6878
E-mail：enpaku@list.waseda.jp E-mail：aizu@list.waseda.jp E-mail：archives@list.waseda.jp E-mail：wihl-info@list.waseda.jp

【文化施設の概要】
名　　　称 大隈記念講堂 小野記念講堂 ワセダギャラリー 125記念室大講堂 小講堂
所　在　地 21号館１階 21号館 B1階 27号館 B2階 27号館 B1階 26号館10階

利 用 目 的
式典
講演・討論
舞台・上演・映画・演奏

講演・討論
舞台・上演・映画・演奏

講演・討論
演劇・映画・演奏

小規模な企画展
写真・絵画など

考古学・民族資料 常設展示
（會津八一記念博物館 収蔵

資料）

座 席 数 1,121席
（他、車椅子用２席）

300席
（車椅子用１席）

206席
（最小161席・最大236席） － －

主 要 設 備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
同時通訳設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
ネットワーク設備

常設展示壁
可動式展示壁
展示台
ディスプレイ

展示ケース
映像音響設備

付 属 施 設

控室
調整室
調光室
映写室
同時通訳ブース

控室
調整室

楽屋
控室
調整室
投光室

－ －

そ の 他 貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

※「125記念室」は貸出の対象ではありません。

　文化推進部は「大隈記念講堂」「小野記念講堂」「ワセダギャ
ラリー」「125記念室」を管轄している。大学行事での利用を
優先しているが、学生団体をはじめ学内団体や学外の機関・団

体にも広く利用されている。また、大隈記念講堂については学
外から年間を通じて多くの見学者が訪れている。

　１．大 隈 記 念 講 堂
　大隈重信を偲び、創立45周年の1927（昭和２）年10月15日
に竣工された。創立125周年にあたる2007年10月に改修工事を
終え、リニューアルオープンした。同年12月に国の重要文化
財に登録。全館空調設備が整えられ、情報系設備・機器も完備

した多様な用途に応えうる施設となった。2019年には天井の
耐震工事を完了。早稲田大学のシンボルとして、大隈記念講堂
は大講堂・小講堂とも学内外の機関・団体から国際会議、演
劇、コンサート、映画上映などに利用されている。

　２．小 野 記 念 講 堂
　正門前の歴史的景観ゾーン整備の一環として、2005年に建設
された小野梓記念館（27号館）の地下２階にオープンした。 
2018年の改修工事により、音響効果がさらに向上し、演劇や

コンサート、講演などの多様な用途で活用することが可能と
なった。「文化活動の成果を発表し、さらに世界の文化と交流
を図るためのホール」という理念を具現化した施設を目指す。

　３．ワ セ ダ ギ ャ ラ リ ー
　2014年秋に小野梓記念館（27号館）地下１階にリニューア
ルオープン。写真展、絵画展、書展などに利用されている（学

内箇所・教職員が利用可）。

　４．125 記 念 室
　「第２世紀の早稲田」の象徴として、正門前の歴史的景観
ゾーンに2006年に建てられた大隈記念タワー（26号館）の10

階に設置された。會津八一記念博物館の一施設として、主に考
古学を中心とした、早稲田大学所蔵の貴重な資料を展示している。
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【講堂照明設備技能判定会】

■施設利用の状況
2021年度

使用日数※1 利用件数
利用団体内訳

学外団体 その他※2
文化施設 学内箇所 学生団体

大隈記念講堂大講堂 146日 159件 44件 20件 ０件 132件

大隈記念講堂小講堂 136日 147件 41件 18件 ０件 97件

小野記念講堂 143日 148件 23件 16件 ０件 60件

ワセダギャラリー※3 112日 ７件 ７件 － － －

■ワセダギャラリー利用一覧
イベント名 開催期間 主催

紙カンパニーproject企画展「Lost in Archives〜未体験演劇ゾーン ダミー・ダ・コリャ〜」 ６月17日～28日 演劇博物館

東京2020オリンピック・パラリンピック大会事前パネル展示 ６月29日～７月30日 オリンピック・パラリンピック事業推進プロジェクト室

設計演習 BC 展『／』 ８月３日～５日 矢口哲也研究室（理工学術院）

設計演習 A 展 ８月18日～20日 矢口哲也研究室（理工学術院）

白バラ　─ヒトラーに抗した学生たち─ 10月12日～11月８日 村上公子研究室（人間科学学術院）

カフェを通じて知る韓国・韓国人展 12月９日～12月23日 金敬黙研究室（文学学術院）

東京在住中国人青年芸術家５名のアート展「在地・園宇宙」 2022年３月19日～28日 国際情報通信研究センター

※１ 使用日数には、本番当日だけでなくリハーサル、設営準備、撤収日も
含む。

※２ 「その他」とは下見、見学、施設点検、定期清掃などが含まれる。
※３ 学内箇所のみ利用可能である。

※４ 大隈記念講堂・小野記念講堂については、１〜４月と８月は公式行事、
施設点検、定期清掃などのメンテナンスのため原則外部団体への貸出
は行っていない。

　学生が大隈記念講堂・小野記念講堂内に設置されている舞台

照明設備を利用するにあたり、各講堂別技能判定会への受講お

よび合格を義務づけている。専門技師が各講堂舞台照明設備を

使いこなせる技術力の判定を行い、一定水準の技量を有すると

認められた学生に調整室等関連施設への入室（および舞台照明

設備の利用）許可を与えている（年間に複数回を開催）。

■大隈記念講堂
　2022年２月28日（月）、３月８日（火）、３月10日（木）の計３回で、受講者27名

■小野記念講堂
　2022年２月25日（金）、３月７日（月）、３月９日（水）　の計３回で、受講者26名

大隈記念講堂
大講堂

大隈記念講堂
小講堂

小野記念講堂

ワセダギャラリー 125記念室

講堂設備技能判定会
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■坪内博士記念演劇博物館
１．演劇博物館協議員会

（1）開催記録
第１回　５月14日　　　第２回　７月９日　　　第３回　2022年１月17日　　　第４回　2022年３月８日

（2）委員� （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 岡崎　由美 文学学術院教授

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館規則
第９条一号による委員

（文学学術院選出）

２ 小田島恒志 文学学術院教授
３ 小松　　弘 文学学術院教授
４ 関　　直子 文学学術院教授
５ 冬木ひろみ 文学学術院教授
６ チェン　ドミニク 文学学術院准教授
７ 平林　宣和 政治経済学術院教授

第９条二号による委員
（第一号以外の学術院・学校選出）

８ 和仁　かや 法学学術院教授
９ 渡邉　芳敬 教育・総合科学学術院教授
10 篠原　靖明 商学学術院准教授
11 永冨　青地 理工学術院教授
12 卯月　盛夫 社会科学総合学術院教授
13 福島　　勲 人間科学学術院教授
14 杉山　千鶴 スポーツ科学学術院教授
15 池島　大策 国際学術院教授
16 青野　公彦 高等学院教諭
17 半田　　亨 本庄高等学院教諭
18 保坂　　猛 芸術学校准教授
19 肥田　路美 會津八一記念博物館館長 第９条三号による委員
20 岡室美奈子 演劇博物館館長

第９条四号による委員
21 児玉　竜一 演劇博物館副館長
22 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 第９条五号による委員
23 首藤佐智子 文化推進部長 第９条六号による委員

■會津八一記念博物館
１．會津八一記念博物館協議員会

（1）開催記録
第１回　５月19日　　　第２回　11月24日　　　第３回　2022年１月27日

（2）委員� （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 土屋　礼子 政治経済学術院教授

早稲田大学會津八一記念博物館規則
第10条一号による委員

（学術院選出）

２ 岩村健二郎 法学学術院教授
３ 成澤　勝嗣 文学学術院教授
４ 中嶋　　隆 教育・総合科学学術院教授
５ 森本　栄晴 商学学術院教授
６ 天野　嘉春 理工学術院教授

第10条二号による委員
（館長推薦）

７ 小長谷英代 社会科学総合学術院教授
８ 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
９ 太田　　章 スポーツ科学学術院教授
10 池島　大策 国際学術院教授
11 近藤　二郎 文学学術院教授
12 川尻　秋生 文学学術院教授
13 高橋龍三郎 文学学術院教授
14 益田　朋幸 文学学術院教授
15 川瀬　由照 文学学術院教授
16 古谷　誠章 理工学術院教授
17 平山　　廉 国際学術院教授
18 ローリー　ゲイ 図書館長

第10条三号による委員19 岡室美奈子 演劇博物館館長
20 渡邉　義浩 大学史資料センター所長
21 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 第10条四号による委員
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22 本間　敬之 教務部長

第10条五号による委員
23 首藤佐智子 文化推進部長
24 肥田　路美 會津八一記念博物館館長

第10号六号による委員
25 坂上　桂子 會津八一記念博物館副館長
26 下野　玲子 會津八一記念博物館主任研究員 第10条七号による委員
27 天神　和久 會津八一記念博物館事務長 第10条八号による委員

■大学史資料センター
１．大学史資料センター運営委員会

（1）開催記録
第１回　５月26日（オンライン）　　　第２回　11月24日　　　第３回　2022年１月26日

（2）委員� （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分

１ 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 大学史資料センター規程
第８条一号による委員

２ 仲内　英三 政治経済学術院教授

第８条二号による委員

３ 下田　　啓 法学学術院教授
４ 飯山　知保 文学学術院教授
５ 野口　穂高 教育・総合科学学術院准教授
６ 清水　　洋 商学学術院教授
７ 森　　達哉 理工学術院教授
８ 稲生　信男 社会科学総合学術院教授
９ 加藤　茂生 人間科学学術院准教授
10 石井　昌幸 スポーツ科学学術院教授
11 早瀬　晋三 国際学術院教授
12 鈴木　義秀 校友会常任幹事 第８条三号による委員
13 沖　　清豪 文学学術院教授

第８条四号による委員
14 和仁　かや 法学学術院教授
15 渡邉　義浩 大学史資料センター所長

第８条五号による委員

16 本間　敬之 教務部長
17 ローリー　ゲイ 図書館長
18 肥田　路美 會津八一記念博物館館長
19 首藤佐智子 文化推進部長
20 金子　太郎 総務部長
21 鈴木　　護 大学史資料センター事務長

２．早稲田大学百五十年史編纂委員会
（1）開催記録

第１回　６月30日（オンライン）　　　第２回　９月29日（オンライン）

（2）委員� （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 早稲田大学百五十年史編纂委員会設置要綱

第４条一号による委員２ 佐藤　宏之 理事（総務担当）
３ 渡邉　義浩 大学史資料センター所長 第４条二号による委員
４ 首藤佐智子 文化推進部長

第４条三号による委員５ 鈴木　宏隆 広報室長
６ ローリー　ゲイ 図書館長
７ 仲内　英三 政治経済学術院教授

第４条四号による委員

８ 下田　　啓 法学学術院教授
９ 藤野　裕子 文学学術院准教授
10 野口　穂高 教育・総合科学学術院准教授
11 横山　将義 商学学術院教授
12 桐村光太郎 理工学術院教授
13 上沼　正明 社会科学総合学術院教授
14 里見　龍樹 人間科学学術院准教授
15 石井　昌幸 スポーツ科学学術院教授
16 宮崎　里司 国際学術院教授
17 川口　　浩 政治経済学術院教授

第４条五号による委員18 沖　　清豪 文学学術院教授
19 岡本　公一 国際学術院教授



73

各
種
会
議

2 0 2 1 年度　各種会議

■文化推進部【文化企画課所管】
１．早稲田スポーツミュージアム運営協議会

（1）開催記録
第１回　９月30日　　　第２回　2022年３月29日

（2）委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職
1 渡邉　義浩 理事（文化推進担当）
2 恩藏　直人 理事（スポーツ振興担当）
3 首藤佐智子 文化推進部長
4 鈴木　宏隆 広報室長
5 石井　昌幸 競技スポーツセンター所長
6 渡邉　義浩 大学史資料センター所長 ( 兼務 )
7 金子　尚吾 文化推進部事務部長

２．出版企画委員会
（1）開催記録

第１回　９月13日　　　第２回　2022年３月７日

（2）委員
　委員会は、出版企画委員会設置要綱の規定による本部役職委員４名、各学術院長推薦委員10名、文化推進を担当する理事

推薦委員１名の合計15名で構成されている。

　嘱任期間は2020年５月１日～2022年４月30日である。

　なお、出版審査内容は非公開のため、委員名を省略する。

３．歴史館運営協議会
（1）開催記録

第１回　９月27日　　　第２回　2022年３月24日

（2）委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職
1 渡邉　義浩 理事（文化推進担当）
2 首藤佐智子 文化推進部長
3 鈴木　宏隆 広報室長
4 渡邉　義浩 大学史資料センター所長 ( 兼務 )
5 肥田　路美 文化推進部副部長・會津八一記念博物館館長
6 岡室美奈子 文化推進部副部長・坪内博士記念演劇博物館館長
7 金子　尚吾 文化推進部事務部長

■国際文学館
１．国際文学館管理委員会

（1）開催記録
第１回　５月27日　　　第２回　７月12日　　　第３回　９月１日

第４回　９月27日　　　第５回　10月11日　　　第６回　11月29日（持ち回り報告）

第７回　2022年１月24日　　　第８回　３月15日

（2）委員� （2022年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 宗像　和重 文学学術院教授

国際文学館規則
第13条第一号による委員２ 松永　美穂 文学学術院教授

３ 辛島デイヴィッド 国際学術院准教授
４ ローリー　ゲイ 図書館長 第13条第三号による委員
５ 十重田裕一 国際文学館館長

第13条第四号による委員
６ 榊原　理智 国際文学館副館長
７ 首藤佐智子 文化推進部長 第13条第五号による委員
８ 西尾　昌樹 国際文学館事務長 第13条第六号による委員
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【 役職者人事 】
文化推進部・坪内博士記念演劇博物館・會津八一記念博物館・歴史館・国際文学館・文化企画課

2022年４月１日現在

文化推進担当理事 渡邉　義浩

文化推進部
部長 首藤佐智子
事務部長 金子　尚吾

坪内博士記念
演劇博物館

館長 
文化推進部副部長 岡室美奈子（副部長を兼務）

副館長 児玉　竜一
事務長 野原佳名子

會津八一記念博物館

館長 
文化推進部副部長 肥田　路美（副部長を兼務）

副館長 坂上　桂子
事務長 天神　和久

歴史館（2022年４月
１日付、大学史資料
センターが改組）

館長 渡邉　義浩（改組により、2022年４月１日付で嘱任。文化推進担当理事が兼務）
副館長 真辺　将之（2022年４月１日付で嘱任）
事務長 鈴木　　護

国際文学館
館長 十重田裕一

事務長 西尾昌樹（2021年11月15日付で総長室オリンピック・パラリンピック事業推進プ
ロジェクト室より転入）

文化企画課 課長 内田　　貴

退　任
大学史資料センター　所長 渡邉　義浩（改組により、2022年３月31日付で退任）
国際文学館　調査役 本間知佐子（2022年3月15日付で総長室へ転出）

【 教員人事 】
坪内博士記念演劇博物館

日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職
４月１日 嘱任 石渕理恵子 助教
４月１日 嘱任 川﨑　佳哉 助教
４月１日 嘱任 金　　潤貞 助手

2022年３月31日 退任 後藤　隆基 助教
2022年３月31日 退任 柴田康太郎 次席研究員
2022年４月１日 嘱任 赤井　紀美 助手
2022年４月１日 嘱任 鳩飼　未緒 研究助手

會津八一記念博物館
日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職

４月１日 嘱任 谷川　　遼 助手
2022年３月31日 退任 椋橋　彩香 助手
2022年３月31日 退任 山田麻里亜 助手
2022年４月１日 嘱任 行方敬太郎 助手
2022年４月１日 嘱任 玉井　貴子 助手

大学史資料センター
日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職

2022年３月31日 退任 佐川　享平 助教
2022年４月１日 嘱任 佐野　智規 助教
2022年４月１日 嘱任 袴田　郁一 助手

国際文学館
日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職

４月１日 嘱任 ロバート　キャンベル 顧問
11月１日 嘱任 橋本　周司 顧問

※�文化企画課：文化推進学生アドバイザー　28名（第９期・活動期間　2022年１月～12月）�  
在学生の文化ニーズを集約し、主体的に「早稲田文化」を創造・発信することを目的として2014年３月に発足。2022年は、第９
期の学生ボランティアが文化推進部主催イベントの企画・立案を行っている。
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■各機関の主管施設の利用状況
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター（現 早稲田

大学歴史館東伏見アーカイブズ） 国際文学館 文化企画課

展示室名 演劇博物館
（ ５号館）

會津八一記念博
物館（２号館）

125記念室
（26号館10階）

早稲田大学歴史館
（１号館１階）

国際文学館
（ ４号館）

早稲田大学歴史館 
（１号館１階）

早稲田スポーツミュー
ジアム（37号館３階）

本庄早稲田の杜ミュー
ジアム（93号館１階）

開館日数 267 227 227 － 120 246 207 306

入館者数 21,782 11,431 1,896 － 12,821 23,972 5,322 17,402

展覧会企画件数※1 5 13 1 2 1 5 7 3

※１ 各展覧会の内容・来場者数等は、展覧会・催し物の該当ページをご覧ください。

■各機関文化事業および教育活動の実績総数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター（現 早稲田

大学歴史館東伏見アーカイブズ） 国際文学館 文化企画課

催し物件数 24 2 － 10 8

催し物来場者数※2 9,254 106 － 345 14,250

各箇所設置および
協力授業コマ数※3

5 37 5 0 0

各箇所設置および
協力授業登録者人数※3

177 433 642 0 0

各箇所主催および
協力課外活動実施数※4

2 17 － 0 1

各箇所主催および協力
課外活動参加人数※4

60 280 － 0 778

※２ 催し物は学内外での公演・講演会・（研究）公開講座とする。
※３ 各箇所設置および協力授業のコマ数は学内設置の授業のコマ数とし、登録者数は設置科目の人数のほか、学部・大学院授業へ

の協力の授業の受講生数を示す。
※４ 各箇所主催および協力課外活動実施数は、見学授業・修学旅行・学校見学会など課外授業見学者の受け入れの件数のほか、学

内外の生涯学習への協力（エクステンションや市民講座）、共催や地域交流事業の件数とし、参加人数は、上記定義に関連す
る事業に参加した人数とする。

■各機関学内外出品・協力件数
主管箇所 演劇博物館 會津八一博物館 大学史資料センター（現 早稲田

大学歴史館東伏見アーカイブズ） 文化企画課

各主管箇所出品・
展示協力件数 6 9 2 2

■図書資料・AV 資料の受け入れ状況

主管箇所 和書 アジア圏図書
（中国語・韓国語） 洋書 貴重書 AV 資料 受け入れ図書

総計
寄贈資料点数

（図書以外）※6

演劇博物館※5 744 372 381 21 41 1,559 44

會津八一記念博物館 113 2 1 0 0 116 527

大学史資料センター（現 早稲田
大学歴史館東伏見アーカイブズ） 527 0 0 6 73 606 615

国際文学館 1,746 885 2,530 101 553 5,815 －

※５ 演劇博物館は、演劇・映像関係図書収蔵の図書館を併設し、和書・アジア圏図書・洋書・貴重書・AV 資料などを閲覧できる。
※６ 寄贈資料点数は、図書以外の寄贈資料の点数の総計である。なお、演劇博物館の点数については、件数を示している。	
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